

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　魔王が討伐されて一年の時が経過した三月のある日。

　俺、ユウト・ニードレスは待っていた。

　ガスティン魔法学園中等部の銀色の刺し繡しゆうのラインが袖や背に伸びる特徴的な緑色のジャケットを身にまとい、胸ポケットには中等部卒業生の証あかしである、シフの花飾り。そして、ガスティン魔法学園の学生にとって、重要なある場所に立っている。

　石造りの現校舎と古い木製の旧校舎の間に、ポツンと一本だけ鮮やかなピンク色の花を満開に咲かせるハルサクラの木。その下だ。

　旧校舎の前のハルサクラの木の下で告白された男女は永遠に結ばれ、生涯離れることはないという伝説がこの学園にはある。

「……よし、大丈夫」

　旧校舎の割れた窓を鏡代わりに、身だしなみをチェックする。服装に乱れはないし、髪形も前髪が目にかかっているのが気になるが、おおむね大丈夫。

　ハルサクラの木を見上げる。

　俺は、勇者になる道を閉ざされた。ならばと決めたのだ。

　この学園で青春を謳おう歌かする、と。

「早く来ないかなメクリ……メクリ・ブルーム」

　これからの彼女との学園生活を頭に思い描くだけで、胸が高鳴る。

　俺も彼女も、高等部へのエスカレーター組なので、卒業といっても特に別れる人間がいるわけでもなく、感慨にふけったりはしない。

　だが、一つの節目ではある。節目とはつまりきっかけ。今まで溜たまっていた心のもやもやを吐き出す、そんな時、場ではある。

　つまりは、この日をきっかけに俺は、ユウト・ニードレスは、心に溜まっていた思いを打ち明ける……告白を、するのだ。

　現校舎からこちらに向かってしなやかに歩く、緑色のベストの下に白いブラウスを着、端にフリルが付いたスカートを揺らす金髪の女生徒。

　彼女の胸元にも、俺と同じシフの花飾りが付いている。

　見る人すべてを魅了する絶世の美少女、メクリ・ブルームだ。俺と同期どころか、この学園中見渡しても彼女にかなうレベルはいないほどの高たか嶺ねの花はな。黄金の流水かと思わせる美しい輝きを放つ金髪と宝玉のような蒼あおい瞳。そして、女神の彫刻よりも整った顔立ちの中に凛り々りしさと優しさを感じさせられ、彼女がいるだけであたり一面に花が咲き誇っているかのように錯覚させられる。

　そんなメクリを前にすると、緊張してついつい視線を逸そらしてしまう。

　顔を赤くしつつも、何とか平静を取り繕い、彼女へ話しかける。

「メクリ……さん。わざわざ来てもらって、悪かった。実は……大事な話があって、さ……って、あれ？　聞いてる？　もしも～し」

　メクリは俺の声が聞こえてないかのように、姿が見えていないかのように横を通り過ぎて行った。

　ハルサクラの木の下で立ち止まり、くるりと振り返って周囲を見渡す。

「お～い、メクリ、さ～ん」

「あ、ユウト君。いたんだ……」

　目の前で手を振る俺にようやく気が付き、驚いて目を見開く。

「ずっと居たぁ!!」

　こんな至近距離にいて気が付かないはずがないのだが、メクリは今気が付いたかのようなリアクションをする。

　いじめも同然の反応のように見えるが、俺はこの反応には慣れていたし、こうなるのはメクリが悪い訳じゃない。悪いのは俺の方。

「それで、何の用、かな？　ユウト君」

　メクリはせっかく俺を見つけたというのにすぐに視線を逸らして、気まずそうに髪をくるくるといじり始める。

「ああ……その、単刀直入に言うぞ？」

　ブンッと、頭を思いっ切り下げ、メクリに向けて手を伸ばした。

「メクリ・ブルーム！　ずっとあなたのことが好きでした!!　俺と付き合ってください！」

　言った……言ってしまった。

　一世一代の俺の大告白に、メクリはどんな反応をするのか、気にはなるが顔を上げることができない。

　不安でしょうがない……だけど、大丈夫なはずだ……何しろ俺は、この世界で唯一無二の存在であり、将来性も期待された無敵の男だったのだから。

　メクリの手がスッと伸びて……俺の手を優しく押し戻した。

「ごめんなさい……ユウト君とは付き合えません」

「え!?　ど、どうして!?　どうして!?　俺は、俺は……！」

　握ってもらえなかった手を引っ込め、慌てて顔を上げる。

　ギュッと目をつむり、意を決して言う。

「俺は、俺は、この世界で一番強い男。最強の賢者だよ!?」

　自分から言うのはあれだが、言ってしまった。

　俺を全く知らない人間からすると、こいつは何を言っているのだと思われるセリフなのだが、実際のところそうだ。本当は魔法学園になんて来なくていいほどの実力が俺にはある。

　レベルは89だし、賢者ヨルダに将来性を見み出いだされた俺は、世界中から集められたエリート冒険者たちに鍛えられて、一流冒険者以上の実力を有している。

　本当にすまなそうに瞳を伏せていたメクリがこめかみに指をやり、少し考え込んだ。

「え～っと、まぁ、それはどうでもいいような……」

「どうでもいい!?　どうでもはよくないだろ!!　じゃあ、何が……！　俺はレべルも高いし、ステータスも高い！　『力』や『防御』を始めとしたほとんどのステータスが５００を超えていて……特に『魔法』なんて！」

「ごめんなさい、私『魅力』が１００を超えていない人とは付き合わない主義なの」

「みりょっ……!!」

　必死に彼女の気を引こうと、ステータスをアピールしていると、メクリはそれを遮り、切って捨てた。

　絶句してしまう。それを言われたら、もう俺にはどうすることも……。

「まぁ、そんなに自慢するのなら、ユウト君のステータス、見るよ？」

「あ、あぁ……」

　メクリは胸ポケットから生徒手帳を取り出すと、その背表紙に付けられた《ステータスカード》というマジックアイテムに指を押し付け、内蔵された術式を起動する。

　オレンジ色の四角い魔石の周囲を薄い銀の枠で囲んだマジックアイテムだ。魔石が光り、空中に光の枠線が浮かび上がる。中に文字と数字が書かれている。

『ユウト・ニードレス　ＬＥＶＥＬ 89』『ＨＰ─２５００』『ＭＰ─９００』『力─５３０』『防御─５２０』『技─５３０』……。

「ふぅ～ん、凄すごいね」

　メクリは空中に表示された俺のステータスを眺めるが、凄いという感想と裏腹にその声色は興味が全くなさそうだった。

　ガスティン魔法学園の生徒に支給される生徒手帳の裏表紙には、人の能力を可視化するオレンジの魔石、《ステータスクリスタル》を加工した板状の魔道具、《ステータスカード》が取り付けられている。《ステータスクリスタル》は元々それを通して対象を覗のぞくと、その相手のステータスが魔石の上に浮かび上がるという特性を持った魔石なのだが、《ステータスクリスタル》特有の魔術文字のため、解読に魔法の知識が必要になった。だが、研究が進み、触れるだけで周囲の者のステータスが、この国で使われているイノス文字で映し出される《ステータスカード》が発明されたのだった。

　メクリはジッと、俺のステータスを眺め、一つの項目に目を留め、少しだけ目を見開く。

『魔法─９９９』という……、

「あぁ！　これ凄いね。ユウト君、『魔法』凄い高～い!!　９９９もあるんだ！」

　そう、俺が賢者ヨルダに将来性を期待されたのはそのためだ。

　俺は『魔法』のステータスが限界まで達している。レベルがマックスの99になったって、限界に達するステータスを持っている人間なんて滅めつ多たにいない。

　だが、俺は元の才能もあったが、修行してそこまでの『魔法』のステータスを得ることができた。

「ああ！　そうだ。それだけの『魔法』を持っているのは俺だけなんだぜ。『一万の術式を操る大賢者』なんて通り名をもらったぐらいで。俺は魔王を倒す、選ばれし者って将来も期待されてた、んだ、ぜ……」

　自慢をしていくが、段々と声のトーンが落ちていく。

　そう、選ばれし者と言われていたのだ。将来を期待されていたのだ。俺は誰にも負けない『魔法』を持っているのだ……！

「へぇ～、それって意味あるの？」

「意味っ!?　意味ならいくらでもあるだろう!?　そんなにあったら魔物はどんな奴やつでも倒せる！　どこにだって行ける！　ドラゴンも、グリフォンも、魔人だって倒せたんだ！」

　そう、どこにだって行けたし、どんな魔物だって俺は倒せた……んだ！

「倒す必要はないんじゃない。もう、魔王はいないんだし」

　そう、倒せた、選ばれし者だった。だが、全ては過去形なのだ。魔王がいないのだから。

「お～い!!　メ・ク・リィ～～～～!!」

　突然、遠くからこちらに向かって手をぶんぶんと振る女生徒三人組がやって来る。

「何やってるの～!?　早く帰ろうぜぇ～！」

　三人組は俺が告白しているというのに、空気を読まずにずかずかと接近し、メクリと肩を組む。

　その三人組は皆、俺のクラスメイト、いや、もう卒業したから元クラスメイトだった。

「中等部卒業記念に、パーティをこれからやるって言ってたじゃぁ～ン」

「ほら……一緒に、行こう？」

「ムーラン、ビュティ……それにマーメイ。ちょっと待ってて……」

　快活な、遊んでいる感じに制服を着崩したムーランと、前髪で目元を隠した大人し気なビュティ。ちょっとギャルっぽい人間の女の子二人に対して、メクリが苦笑しながら平手を向ける。

「えぇ、メクリの卒アルにメッセージ書きたい人まだまだいっぱいいるんだから。メクリは人間にも魔族にも人気あるんだからさ！」

　全身を青い毛に覆われ、腕が翼と化している魔族、ハーピィ族の少女が、気のよさそうな笑みを向けて、親指で校舎をさしていた。

「ごめん、ごめん、マーメイ！　ちょっと今は告白されているから……」

　ハーピィ族の少女、マーメイは肩を竦すくめた。

　彼女は、魔王が討伐されてこの学園に転校してきた魔族の学生の一人だ。

　そう、今のご時世、魔族とは友達なのだ。どころか、言葉を話せない異形の魔物とも共存する世の中になっている。なってしまっている。

「告白ぅ!?　ってことは一人じゃな……」

　告白と聞いたムーランが目を凝らし、

「あぁ、本当だ！　人がいる！　パッとしねぇ奴だと思ったらユウトじゃん！」

「う……！」

　俺に気が付いて、指をさす。彼女の驚きの目が痛い。

「いや、いるの気が付かなかったわ～……影薄すぎだろお前……」

　そう言いながら、おもむろに空中に映し出されている俺のステータスを覗き込む。

「レベルたっか……、こんなに要らねぇだろ……」

　俺のレベルを……！　この女はあっさり『要らない』と言い放ちやがった。

　だが、魔王が討伐された後の世界、平和な世界に、高い戦闘ステータスを持っていたところで、役に立つ場面なんて、そうそうないのは事実だった。

「あ……」

　メクリが心配そうに見つめる横でムーランが《ステータスカード》の上に指を添わせ横にスライドさせる。

　すると項目が変わり、『力』や『魔法』とは全く違うステータスが映し出される。

『ユウト・ニードレス　ＡＧＥ 15』『体力─25』『知力─35』『器用─25』『感性─15』『遊戯─10』『知識─20』『料理─10』『メンタル─12』ｅｔｃ……。

　戦闘以外の日常で使うステータスだ。『知力』が高ければ、学園のテストで高い成績をとることができるし、『感性』が高ければ、芸術的な絵を描くことができる。

　中等部を卒業する俺たちの歳としの、日常ステータスの平均は60前後。ぶっちゃけ、俺のステータスは著しく低い。

　その中でも特に……、

　ムーランはそれを見ると、鼻で笑った。

「プッワッハ！　日常ステータスは軒並み低いでやんの……それに、それに……」

　ある項目を指さし、笑いをこらえつつ腹部を押さえる。

『魅力─１』。

「クク……アッハッハッハッハ！　こいつの『魅力』、１だよ！　こんな低いのこいつだけだよ！　ハッハッハッハッハ!!」

「プ……！」

「あ～ぁ……」

　ムーランが大笑いするとそれを皮切りに、ビュティが噴き出し、マーメイは半笑いを浮かべた。

　そして、ムーランは一通り笑うと空中に映し出されているステータス画面をスライドし、メクリの日常ステータスを映し出した。

「お前の『魅力』は１、それに比べてメクリは……」

『メクリ・ブルーム　ＡＧＥ 15』『魅力─２１５』

　限界の少し手前だった。

「『魅力』がたった１のやつが、２１５と釣り合うわけねぇだろ！　高望みしてんじゃねぇ～よぉぉ!!」

　ビシッとムーランは再び俺に指を突き付ける。

「無駄な才能に無駄な時間を費やして、魅力上げてないくせにメクリに告白とか、百年早いわ！」

「あぁっ……!!」

　衝撃が走る。

　急に恥ずかしくなった。

　自分の身の程も知らずに高嶺の花に告白し、宝の持ち腐れの戦闘ステータスでアピールし、告白の相手に呆あきれられる。

　完全に恥ずかしい奴じゃないか！　卒業式の節目で浮かれたただの、ただの阿あ呆ほうじゃないか……！

「アーハッハッハッハッハッハッハ!!」

「ク、クフフフフフフフフフフ……！」

「プ……アハ、ハハハハハ!!」

　ムーランたちがあざ笑う。

　愕がく然ぜんとして地に伏す俺の耳に三人の笑い声が反響し、後悔の念が強くなる。もう自分は生きていてはいけないんじゃないかとさえ、思う。

「あ……あ………ぁ………ああああああああああああああああああああああああああ!!」

　絶叫する。何でお前らにそこまで言われなきゃなんないの、という悔しさと、メクリに告白とか全くもって身の程知らずだった、という恥ずかしさが合わさり、叫びとなって放出される。

「……くっ！　詠唱省略、転移術式『スプリンガァ』！」

　転移魔法を発動させ、その場から逃げ出す。羞恥にそれ以上耐えることができなかった。

　魔力の光が全身を包み、ハルサクラの木の下から消える寸前、メクリは少し同情しているような目線を俺に向けていた。
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「そんなことがあったんですか……プッ」

　キャヴァナ王国の中心部にある元魔法学園、もとい現ガスティン人魔共同学園の学園長室。

　賢者ヨルダ・ガスティンは俺のトラウマの話を聞くなり、噴き出した。

　そんなことがあったのも三ヵ月前。俺は高等部に無事上がり、今は高等部の印である赤いジャケットを着ている。

「笑った？　ねぇ、今なんで笑ったの？」

　ヨルダは極東にある倭わノ国から贈られたという白い倭服の袖で手を覆い、口元を隠すと、その緑色の髪をフルフルと振り、笑いを押し殺した。身長が低く、タレ眼めで顔立ちの幼いヨルダはそうやって体を震わせていると本当に幼い子供のようだ。

「失礼、相変わらず面白おかしい……ああ、何でもないです。では、西の森に住み着いた黒竜撃退クエストには参加していただけないと？」

　そんな子供の姿のヨルダだが、立派なこの学校の学園長様。それに正体は、齢よわい二百を超えるいわゆるロリババアだ。緑色と人間離れした髪の色をしているが、一応は人間らしい。

　何でも不老不死の水を飲んだ影響で髪の色が変わり、成長が止まったとか。詳しいことは本人が語ってくれないので知らないが、俺の師匠で、たまにこうして学園長室に呼びだしては仕事を依頼してくる。

「ああ、あれ以来魔法が使えなくなっちゃったからな」

　俺は力なく右の手の平を掲げた。

「噓うそをつかないでください。使えるでしょ？」

「…………」

　ひゅうひゅうと風が吹き、俺の手の上で小さな竜巻が形成されていた。困ったことに完全に無意識で風属性魔法を発動させていたようだ。

「言葉のあやだよ。魔法使うとその時のトラウマが蘇よみがえって辛つらくなるから、使いたくないの……そんなことはどうでもいいんだよ。それより、いいのか？　言葉が通じない竜でも殺したらまずいんじゃない？　魔物保護団体がうるさいんじゃないの？」

　隠すように、魔法で生まれた竜巻を握り消すと、窓の外に目を向けた。校庭には前に突き出た口に尖とがった牙を持つ人狼族と人間、そして全身が鱗うろこに包まれた半魚族が仲良さそうに歩いていた。

　人狼族と半魚族は魔族だ。過去に魔王に支配され、人間と敵対していた。だが、魔王が倒された今、普通に人間と共存するようになった。

　魔王が倒された途端、魔族の多くが人間と交渉の場を設けた。「魔王に無理やり従わされていただけで、本当は人間を殺したくなかった。悪いのは魔王」と全責任を魔王に押し付ける、和平交渉の場だった。本当に魔王に無理やり従わされていた種族もいたが、中には都合よく魔王にだけ罪をかぶせた種族もいた。

　そして我が国、キャヴァナ王国はそれらの全ての魔族を受け入れ、共存の道を歩むことにした。

「…………まったくよぉ、こんな魔法強くても使い道がねぇんだもんなぁ」

　魔王が討伐されてすぐ、人間と魔族は歩み寄り、キャヴァナ王国には多数の魔族が流れ込んできた。彼らは人間と価値観を共有し、同じことで笑い、同じ味でおいしいと喜ぶ。

　あれだけ長い間いがみ合っていたというのに、魔王がいなくなった途端、互いに禍根をとりあえず脇に置けるのは人間も魔族もたくましいというか、まぁ、人間側としては下手に厳しくして、新しい魔王を立てられては元もとの木もく阿あ弥みだし、魔族側としては、魔王がいなくなって結束力がなくなり、無駄に抵抗しても勝てるわけがない、と互いの打算が働いた結果なのだろう。

　ヨルダは学園長室に備え付けられた、ふんだんに贅ぜいをつくしたであろう高級そうな椅子から立ち上がり、ユウトの隣に並ぶ。

「殺すつもりはありませんよ。ただ、ドラゴンほどの強い魔物に西の森に居座ってもらうと、この街の狩人かりゆうどが殺されてしまう可能性があるので、別の土地に移ってもらうだけです。そのためドラゴンと話が通じる竜族の者を交渉人として招待しているんですが、万が一交渉がこじれた場合の用心棒が必要でしょう。そこで、あなたに行って欲しいと」

「万が一って、どうせその万が一なんて起きないんでしょう？　俺が何度、魔族や魔物との交渉の場に呼ばれて何もせずに帰ったか！　皆、仲良く話してやんの。別に対立することもなく。俺、いらなかったもん。居場所なかったもん……」

　人間と魔族との交渉のたびに用心棒として呼ばれ、交渉人たちを守るちょっとした事件が起きて、颯さつ爽そうと俺が『魔法─９９９』を発揮し解決するアクションものの劇のような妄想をして挑んだが、特に何か事件が起きたりすることもなく、いつも交渉はスムーズに進み、いつもちょっと会議をすると、その後一晩中パーティーが開かれ、踊り方も知らないし、酒も飲めない俺は会場の隅で肩身の狭い思いをしていた。

　ヨルダは励ますように俺の腰あたりをポンポンと優しく叩たたく。

「まぁまぁ、そんな落ち込まないで。あなたの居場所がないのはいつものことじゃないですか。それに『魅力─１』だから、誰もそこにいることなんて気が付きませんよ。『魅力』というのは、カリスマ性や存在感、オーラといったもの。それが普通の人間よりはるかに低いあなたを認識できる人間なんて中々いないですよ」

「ねぇ、それフォローのつもり？　つもりなんだよね？　フォローしてるつもりかもしれないけど、傷ついてる。俺、メッチャ傷ついてるからね？　そもそも、俺が『魅力─１』なのは元々お前のアドバイスに従ったせいじゃねえかっ!!」

　段々と怒りが込み上げてきた。

　ヨルダに指を突き立て、鋭い眼光で睨にらみつけるが、ヨルダはそっぽを向いて知らんふりしている。頰ほおには一筋の汗。多少は申し訳ないとでも思っているのだろうか。

　この学園の初等部に入学して早々、俺は賢者ヨルダにその才能を見抜かれ、彼女を始めとしたエリート冒険者たちに修行をつけてもらいレベルを89まで引き上げ、『魔法─９９９』を得ることができた。

　その点についてはいくら感謝してもしきれないほど感謝している。だが、彼女は修行をつける直前にこんな事を言った。

「何が、あなたは『暗殺魔法師』という職業の適性が最も高いから『魅力』のような目立つステータスは上げないようにしましょう、だ!!」

『暗殺魔法師』とは、黒装束に身を包み、敵地に潜入。気が付かれないうちに敵を洗脳したり、即死魔法で指揮官を葬ったりする。目立ちはしないが、重要な任務を帯びた、年頃の少年の目には非常にカッコよく映る職業だ。

　そんな職業があったということに、俺はキラキラと目を輝かせたものだったが……、

「聞いたこともないわそんな職業！　なれるか!!　そんなバカみたいなアドバイスに従ったおかげで、俺の学園生活は真っ暗だよ！」

『魅力』が低いおかげで友達も少なく、彼女もできない。それに修行にかまけていたおかげで、『知力』も少なく、卒業後に職にありつけるかも怪しい。

「本当はその先に、輝かしい冒険の日々があったはずなんですけどねぇ……」

「あぁん!?」

　しみじみと言うヨルダに、さらにカチンとくる。

「俺はそのことについても怒ってんだけどっ！」

　さらに増した怒りをぶつけるために、学園長室に置かれていた、一年前の号外を机に叩きつけた。

　金髪の精せい悍かんな男の笑っている似顔絵の上にでかでかとこう書かれていた。

『魔王撃破!!　勇者ソレイユ一行、凱がい旋せん!!』

「学生やっているうちに、魔王死んじゃったじゃん!!」

　魔王は倒された。

　俺じゃない、どっかの知らない勇者の手によって。

「誰だよ！　ソレイユって聞いたこともなかったわ！」

「誰って、この国の英雄じゃないですか。銅像も噴水広場に立ってますし」

　ヨルダがソレイユの似顔絵の下をトントンと指でつつく。

『勇者ソレイユ・アポロン・ウィステリアの手によって、悪魔族の王、ベルフェゴールがついに討ち取られた!!　勇者ソレイユ、魔法使いロイド、闘士リヤン、竜騎士ブラッドは現在王都キャヴァナへ帰還中。明日到着の予定』

　記事はさらにそう続き、金髪の勇者を始めとした四人の仲間たちが船に乗っている様子の絵が描かれている。

　魔王の城がある暗黒大陸からの凱旋だ。

　この男はこの国の人間らしいが、俺を鍛えてくれたエリート冒険者の中にはこんないけ好かない笑みを浮かべる男などいなかった。

「お前のせいで、俺の人生滅め茶ちや苦く茶ちやだよ!!　お前に魔王を倒す選ばれし者なんておだてられ、そのためにはこの学校で授業を受け、それと同時に修行する必要がありますなんて口車に乗せられて！　学園を卒業すれば、旅の許可を出すとかのんびりしたことを言ってたからこんな事態になったんだろうが！　どうしてくれる！　この惨状をどうしてくれる！」

　机をバンバンと叩きながら、怒りの全てをヨルダにぶつける。

「私があなたを見み出いださなかったら、そもそも『魔法─９９９』になんてなっていませんよ？」

「………………まぁね」

　それを言われたらそうなんだけど、今それを言うのは反則なんじゃないかな？

「それに、私は確かに『魅力』は上げるなと言いましたが、そのほかについて上げるなとは一言も言っていません。むしろ授業は受けろと言いました。『知力』はあなたの歳としでは60はあるのが平均なのに、あなたはいまだに35とはどういうことですか？」

「……うっ」

　静かにヨルダの語気に怒りが増す。今度はヨルダの番だ。それを持ち出されるとこっちはたじろぐしかない。

　俺は『魔法』『力』を始めとした戦闘ステータスの才能はあったが、それと引き換えのように『知力』『器用』を始めとした日常ステータスの才能はなかった。その中でも、『魅力』の才能は絶望的になく、どのステータスも平均をはるかに下回り、この学園という世界の中では負け組の烙印を押されていた。

「全く、鍛錬は怠っていない代わりに勉学を怠ってどうするのですか。ガスティン人魔共同学園の生徒の本分は勉強ですよ」

「前、魔法学園だったころは、魔法だった……」

「時代と共に変わるんです。人間とずっと敵対し続けている竜族の女の子が、ウチの学園に転校生として来てくれるようにね」

「転校してくるの？　さっきの竜族の交渉人の話でしょう？」

「ええ、あなたと同い年ですからね」

「そっか……竜族が……」

　竜族は魔族が支配する暗黒大陸の中央部の高い山、竜霊山にある集落に住み続けている。誇り高い竜族は魔王が討伐されると山に引きこもり、下等な人間と交流するのを良しとしなかった。そんな彼らが、交流の機会を設けようと、同胞の娘を送るという態度の変化は驚きよう愕がくに値する。

「その子と友達になれるといいですね。あの子みたいに」

「あの子？」

　ヨルダが窓の外を指さすと、その先にこちらに向かって手を振っている半猫半人の魔族ケットシー族の可愛かわいらしい子がいた。

「ニャッほ～い、ユウトォ～～！　そろそろ帰るニャ～～！」

　黄色い毛並みにくりくりとした瞳に、猫耳をぴくぴくと震わせて尻尾を振る様は小動物的な愛らしさがあり、その屈託のない笑顔が真っすぐ自分に向けられていると思うと、ちょっとときめく。

「ああ、確かにあいつは、ロキナは俺の数少ない友人だ。だけどな、あいつは魅力が低ければ低いほど、相手のことを好きになる変態特異嗜し好こう野郎。そんな奴やつに好かれても……」

「贅ぜい沢たくを言うものじゃないですよ。あんなぱっちりお目々にキラキラ笑顔の可愛い子が慕ってくれるのに」

「確かに女の子なら滅茶苦茶嬉うれしいけどさ……」

　ジッと、下のロキナを改めて見つめる。

「あいつ……男じゃんッ!!」

　こちらに手を振るロキナは顔は女の子のように可愛いのだが、身に着けているのは男子の制服。彼女、もとい彼は紛れもない男の娘こだった。

「ニャ～！　ユウト～！　まだ話終わらないの～!?　待ちくたびれちゃった～！」

　ロキナ・ノイシュタットはずっと無邪気に手を振り続けていた。




　　　　○




　どんよりと雲で覆われた王都の空の下、ロキナと並んでいる。

　ガスティン人魔共同学園は住宅街の中央あたりにあり、学校から出ると、住宅通りに出る。石造りの家が多く、住民もここら辺は役人などの身分の高い奴が住んでいるので、小こ綺ぎ麗れいな街並みが続き、全体的に高級な雰囲気が漂っている。

　ガスティン人魔共同学園の男子寮へと続く、俺とロキナの通学路だ。

「校庭からこっちに向かって手を振って帰ろうって誘うとか、お前は俺の彼女かよ」

　ロキナは微笑を浮かべ、小指をあごに当てて少しだけ首を傾けた。

　男であることを抜きにすれば、小柄で非常に可愛らしいロキナである。自分に「こいつは男」と言い聞かせなければうっかり恋に落ちてしまいそうだ。

「何を強がっちゃってんニョ。僕が待っててくれて嬉しいくせに」
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「強がってない。ったく、お前が女だったらなぁ……」

「別に僕は君が男でもいいんだけどな」

　横目でロキナの様子を窺うかがうと、平然と、当たり前のことを言ったようなそんな表情をしていた。

「……それは俺が、『魅力─１』だからでしょう？」

「その通り、君ほど『魅力』が低い人間、いや、魔族、魔物、植物、鉱物、森羅万象、ありとあらゆるものを含めて君ほど『魅力』が低い存在には出会ったことがニャい。だから、僕は君のことが大好きニャんだ！」

　そう言って、抱き着いてくるロキナ。

「言っておくけど、全然褒めていないからな？　ったく、『魅力』が低い方が好きなんてどう育ったら、そうひねくれるんだか……」

　抱き着いてくるロキナの頭がうっとうしくて押しのける。

「いや、実際『魅力』が高い奴ほど、人格が腐るもんだからニャ。君ほど『魅力』が低いと逆に心が輝く。僕はその心の輝きに惚ほれたんだニャ」

「俺そんなにお前の前で良いことしたっけ？　って、お前、その理屈だとメクリの心が汚れてることになるだろ！　訂正しろ！」

「や～だ、ニャ。メクリさんって、ユウトを振ったんでしょう？　ならやっぱり性根が腐ってるんじゃないニョ？　っていうか、ひどい振られ方をしたっていうのに、まだ好きニャんだ？」

「……そりゃ、まぁ、一度惚れた相手だし」

　好きという想おもいは簡単には捨てられない。だが、彼女の事を想うと、同時に胸が苦しくなる。あの時、本当に告白なんてしなければ、と何度思ったか……。

　そう、後悔していると、鼻先に水滴が落ちてきた。

「ん、雨か？」

　空を見上げた瞬間、溜たまっていたシャワーの水が一気に噴き出すように顔に雨が襲い掛かった。

「ぶわっ！」

　春の終わりの今の時期は天気が非常に変わりやすい。

　先ほどまで全く降っていなかったのに空は豪雨となり、俺たちの制服を濡ぬらしていく。

　傘も持っていなかった俺たちは慌てて屋根の下に避難する。

「あ～ぁ、傘持ってこなかったけど、ロキナは？　持ってる？」

「僕も寮に忘れたニャ。じゃあさ、魔法を使って送ってよ。ユウト。『一万の術式を操る大賢者』だっていつも自慢してたじゃん。転移魔法とか使えば一瞬で帰れるんじゃニャ？」

「いつも自慢って、いつもは言ってないだろ……」

　仕方がない、雨に濡れるのは嫌だから、パパッと帰ってしまおう。

　手に大気の魔力が集まり、白い光を発生させる。

　雨が降り続ける街を見つめ、転移魔法『スプリンガァ』を発動しようとする。発動しようとするが……どうしても、あの卒業式の時のムーランの「こんなに要らねぇだろ……」という言葉が頭をよぎってしまう。

「ハァ……ハァ……」

　やばい、呼吸が荒くなってきた。

　集中できない。魔力の光が霧散する。

　自分でも間抜けだと思うが、好きな子に自分の存在意義を否定されたというのは心に深い傷を残している。魔法がまともに使えなくなるほどに。

「ダメだ……無理」

「え～……役立たず！」

　役立たず言うな。こっちが一番気にしてんだよ……。

「魔法なんかに頼るな。たかが雨だ。濡れて帰ればいい」

「え～、ケットシーに雨は天敵ニャ！　雨の臭いが染みついて三日はとれなくなるんニャ。絶対ヤダ！」

「奇遇だな、俺も嫌だ」

「…………」

　ロキナのジト目から逃げるようにそっぽを向く。

「ん、あれって……」

　二つ先の建物の屋根の下。

　別の学校の制服を着た男子三人が、金髪のうちの学園の女生徒を取り囲んでいた。遠くて何を話しているかわからないが、男子生徒三人はにやついてその女生徒を見つめ、女生徒は無表情で彼らから視線を逸そらしていた。

　というか、その女生徒の顔に見覚えが……、

「あれって、ウチのクラスのメクリさんじゃニャ？」

　ロキナも気が付き、指さす。

　そうだ、不良に囲まれているのは高等部でも同じクラスになったメクリだった。ただ、三ヵ月前に振られたので、高等部進学から一度も彼女に話しかけたことはない。ちなみにムーランたち三人娘とも同じクラスに割り当てられ、俺は神を呪った。

「あれ、やばくニャい？　メクリさん不良に囲まれてるじゃん。助けた方が良くニャ？」

「……大丈夫だろ」

　俺は、一歩踏み出した。

　メクリが雨宿りしている、屋根の下に向かって。

「とか言いつつ助けに向かってんじゃニャい……」

　後ろから聞こえたロキナの声色は誇らし気に聞こえた。

　メクリを取り囲む不良たちの元へまっすぐ歩み寄ると、不良たちの声が聞こえてきた。

「おいおい、お嬢ちゃん。傘持ってないの？　いや、あんたなんか持ってるな……」

　本当だ、雨宿りしているから手ぶらかと思ったら、メクリの右手には長くて輝く何かが握られていた。

「………」

　サッとメクリは背中にそれを隠した。だが、もう遅い、はっきりと見えてしまったし、なんなら今もスカートの下、股の間から見えている。

　金色の豪華な宝石であしらわれた、黄金の剣が。

　剣……？

「あんたどうしてこんなところに剣なんて持ってきてんだよ？」
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　不良たちがニヤニヤしながらメクリを追い詰めようとするが、メクリは未いまだ表情を変えずにそっぽを向いている。

「ハハ、何とか答えろよ～、その剣なんで持ってるんだよ。もしかして、傘と間違えて持ってきちゃったわけ？　ギャハハハハ！」

「そりゃ傑作、ダハハハハハハハハハ！」

　つまらない冗談を言って笑いあう不良たちだった。

　が……メクリの顔が赤らんでいく。本当に恥ずかしそうに、耳と頰ほおが紅潮していた。

「ハハ……あれ、図星？　そっか～、間違えちゃったか～、間違えちゃった!?　そんなのあるんかよ!?　ありえね～、ギャハハハハハハハハハ!!」

「「ダハハハハアハハハハハハハハ!!」」

　傘と金色の剣を間違えて持ってきちゃうメクリが、小さく「間違えちゃったのはしょうがないでしょう……！」とつぶやいたのが、口の形から見て取れた。

　すねた様子の彼女は可愛かわいらしかったが、これ以上笑われるのは我慢ができず、俺は不良の一人の肩を摑つかんで、こちらを向かせた。

「おい、何をやってる？」

「ってぇな……ん？　今、誰が俺の肩を握ったんだ？」

　振り向かせた、というのに不良はきょろきょろと周囲を見渡した。

「目の前にいるだろ！　流石さすがにそれはわざとだろ!?　なぁ、わざとなんだよな!?」

　大声を上げて主張すると、不良たちの焦点が俺に合い、メクリも俺の存在に気が付く。

「ユウト君……いつからそ……どうしてここに？」

「メクリ、さん。いつからそこにってって言おうとした？　言おうとしたよね？　傷つくから、今それ言われるともう心が立ち直れなくなりそうになるから！」

　だから、黙ってて！

　メクリは失言だったと口に手を当てて頷うなずいた。

　だが、今は傷ついている場合じゃない。俺は気を取り直して不良たちの方を向いた。

「さて、女の子一人相手に男が三人も取り囲んで卑ひ怯きようだとは思わないのか？　その……全員イケメンとはいいがたい顔を引っ込めてとっとと帰ったらどうだ？」

　不良三人の顔を見渡してみると、ごっついゴリラ顔に、モヒカンの鶏頭、最後の一人はスキンヘッドで、そんな頭でよく女を誘おうと思ったなと感心した。

「あん？　喧けん嘩か売ってんのか!?」

「ああ、あと傘は置いて行ってね。丁度良かった、傘がなくて困ってたんだよね」

「ハァ!?　どうして、俺がお前に傘をやんなきゃいけねぇんだ！」

　挑発したら見事に不良共は乗り、こちらにターゲットを変えて、囲み始める。

「ユウト君……とりあえず私は大丈夫だから、放っておいて？」

　メクリが心配そうに声をかける。だが、いくら粋がっていても、こいつらはこの街から出たこともない雑魚同然。そんな奴ら相手にビビる必要は全くない。

「一応確認しとくか、お前らどうせワンパンで死んじゃうんだろうから……」

「あぁん!?」

　激げき昂こうする不良たちを無視して、俺は胸ポケットから《ステータスカード》を取り出し、不良たちのステータスを確認する。全員のレベルはそろって15。ステータスも平均通りで『防御』は30前後。こんな奴ら相手だったら殺さないように手加減するのが難しい。

「てめぇ、調子乗ってんじゃねぇぞ？　いい加減にしねぇと、ぶっ殺すぞ？」

　実力差を知りもせずに、俺の胸倉をつかみあげるゴリラ顔。

「ふぅ……馬鹿どもめ、俺のステータスを見てみろ」

「あん？」

《ステータスカード》の表示をスライドさせ、俺のステータスを空中に浮かび上がらせる。

「な……こいつは……！」

　俺のレベルは89でほとんどのステータスは５００超え。喧嘩を売る相手を間違えたととっとと尻尾を巻いて……、

「ギャハハハハハハハハハ!!　『魅力』低すぎだろ！　１なんて初めて見たぞ１なんて！」

「え？　あ！　表示する場所間違えてる！」

　空中に映写していたのは戦闘ステータスではなく日常ステータス。そしてこいつらはよりにもよって『魅力』を見ていた。

　急いで戦闘ステータスに変えるがもう遅い。不良たちは俺の戦闘ステータスを見向きもせずに指をさして笑い転げている。

「だから、違うっつってるだろ！　俺はレベル89で、『魔法─９９９』で、お前らなんてワンパンで倒しちま」

「ハハハ!!　ハァ～……ハァ～、笑った。あ～、こんな低スペック野郎相手にするのも馬鹿らしい。どうせ戦闘ステータスもクソ雑魚だろうし、笑わせてもらった礼だ。今日のところは見逃してやろうぜ」

「そうすっか、興もそがれたし」

　一通り笑った不良集団は、俺とメクリに興味がなくなったかのように踵きびすを返した。

「ハァッ!?　ふざけ……！」

　背に当てる言葉も空むなしく、不良たちは一通り笑うと満足したようで、振り返らずに去っていった。

　残され、茫ぼう然ぜんとする俺の肩に優しくロキナの手が乗せられる。

「ドンニャイ……」

「何だよ、どんにゃいって……優しくするな。今、優しくされると、優しくされると……」

　曇り空を見上げるのは、決して涙が流れそうだからではない。雨の具合を確認しているだけだ。

「ユウト君……？」

　ハッとする。

　ふと気が付けば、メクリが俺を見ていた。

「大丈夫、ユウト君？」

　両手を胸の前で握り、小首を傾かしげるメクリ。彼女の金色の髪が輝き始める。

　おぉ……後光が……。

　流石は『魅力─２１５』だ。彼女の背後、遠くの空に雲の切れ間ができ、隙間から地上に降り注ぐ光を背景に佇たたずむ彼女は非常に絵になっていた。まるで、絵画に描かれる女神の様だった。

「ユウト君、本当に大丈夫？　ごめんね、私のせいで巻き込んで……」

「あ、ああ……ああ」

　彼女に見み惚とれて茫然としてると、メクリが接近してきて動揺する。

「う……ダダダ、大丈夫ダヨ？」

　彼女の顔をじっと見つめると、だんだん中等部卒業式のトラウマが再発してくる。

「ごめんね、また『魅力─１』を笑われちゃったね」

　今それ言わなくてもよくない!?

　なんだか、胸が苦しくなってきた。

「ユウト君？　ユウト君!?　やっぱり大丈夫じゃないみたいね」

「コフッ……コヒュ～、コヒュ～……」

　いや、大丈夫、ただトラウマが刺激されて、胸が苦しくてまともな言葉を発せなくなっただけだから。

「病院に連れてきましょう。魔法も使えなくなって可哀かわいそうに……肩を貸すわ」

「！」

　後光をバックに憐れん憫びんに満ちた顔で俺の目を見つめる。

　そんな目で、そんな目で見ないでくれ。『魅力─１』で、せっかく俺の存在を認識してくれて、その目が憐あわれみの目なんて悲しすぎる。

「あ、あああああああああああああああ、詠唱省略、転移術式、『スプリンガァ』!!」

　俺の全身が魔法の光で包まれ、足元から消えていく。

「ユウト君!?」

「魔法使えてんじゃん……」

　転移魔法でその場から消える寸前に二人の声が辛うじて俺の耳に届いたが、もう何も考えたくなかった。




　　　　○




　視界いっぱいにゴミ山が広がった。

「なっ……デッ!?」

　そのゴミ山に顔から突っ込み、金属やらガラスやらの破片が顔にぶち当たるが、『防御─５２０』のためダメージは全くない。ただ、痛そうな破片が顔をかすめていくので感覚的に痛くなり、声は出てしまう。

「イッテェ……ここは、王都の端のゴミ捨て場か。こんなところに来ちゃったのか……」

　顔からゴミを払いながら周囲を見渡す。

　王都の西にある沼地。薄暗く人気がないここを王都の住民はゴミ捨て場として活用していた。長年暮らしていた住民の、壊れたり、使わなくなったタンスやベッドのような家具、そして、魔族との争いがなくなったことにより、王国軍は縮小されたため、多数の武器や防具もここに廃棄された。数多あまたのそれらがいびつな陸地を作り、沼のキャパシティをオーバーしたゴミたちは山を作った。そのゴミ山が沼を埋めて足場となっている。

　メクリの視界から逃げたい一心で、よりにもよってこんな場所に来てしまうとは……。

　……………ッハハハハハハハハ！

「……………くそっ、笑うなよっ！」

　頭を抱え、ゴミの山に拳こぶしを叩たたきつける。

　あのハルサクラの木の下で聞いたムーランたちの笑い声が頭の中で……。

「あ～、くそ！　ここには誰もいない、俺だけしかいない。魔法を使っても笑う人間はいない。『魔法─９９９』は無駄じゃない！」

　ハ、ハハ……ハ……………。

　首を振り自分に言い聞かせると、頭の中で響く笑い声が消えた。

「よし」

　毎回、毎回こうだ。

　あの卒業式の告白失敗以来、魔法を使うたびに、ムーランたち三人の笑い声……そしてメクリの同情の目を思い出し、呼吸が荒くなり、胸が締め付けられるようになった。

　まったく、魔法を使うたびにこんな爆弾が爆発してしまうなんて。

「どんだけメンタル弱いんだよ、俺……ハハ……あれ、でもここ……」

　自虐的に笑っていると気が付いたことがある。

　手の平を上に向け、空を見上げて確認する。

「雨が降ってない……雲の切れ間だ」

　俺の頭上には雲の隙間から太陽が顔をのぞかせていた。まぶしくて目が眩くらみそうになり、手の平をそのまま顔の前にかざす。

　先ほど、メクリの背後に見えた遠くの空の光の柱。適当に飛んだつもりだったが、無意識にその下へと飛んでしまったようだ。

　王都には雨が降っているというのに、俺がいるここだけは今現在雨が降っていない。そう考えると、ちょっと得した気分になって、嫌なことが少しだけ忘れられた。

　雨上がりのゴミ山を踏みしめながら、帰路に就く。机やタンス、さびた鎧などが落ちているので、歩くたびにガシャガシャと音が鳴る。

　進んでいると、ゴミ捨て場にあるはずのない、目を引くあるモノを発見した。

「…………小屋？」

　ボロく、壁のいたるところに穴が開いた小屋があった。もしかしたら、ゴミ捨て場の管理人の小屋かとも思ったが、ゴミ捨て場のど真ん中で、あんな雨漏りしそうな小屋。使われてはいないだろう。

　窓や穴から中が見えるが、暗く人の気配もない。一応近づいて、扉を開けてみる。

「おじゃましま～す。誰か……いない、な。って、ぶわ、水が……！」

　扉を開けた瞬間水流が足元を流れていく。

　天井を見ると屋根にも大きな穴がいくつも開いており、雨漏りどころの騒ぎじゃなかった。当然のように水が床一面に溜まり、俺が開けた瞬間流れ出たというわけだ。

「昔は使ってたけど、今はもう誰も住んでない、のか……？」

　いや、小屋には人が住んでいる気配がある。フライパンや食器類は綺き麗れいな状態で壁に備え付けられ、洗濯された布の服がロープに吊つるされていた。俺の足にはびしょ濡ぬれの絨じゆう毯たんのようなものが引っ掛かっているが、これも恐らくびしょ濡れになっただけの住人の毛布だろう。

　それに、部屋の奥には何な故ぜだか宝箱があった。

「何だこれ？　どうしてこんな場所に宝箱が……」

　禍まが々まがしい血の色をした宝箱で、鍵穴も鬼の顔の装飾が施され、開けちゃいけない雰囲気が漂っている。

　まるで、魔王の城に置いてある宝箱の様だ。

「何か用？」

　小屋の外からかすかな声が聞こえてきた。

　近くのゴミ山が崩れ、金属が木材に当たってけたたましい音を立てて落ちていく。

　俺は人がいるとは思わず、少しびっくりして肩を震わせると、外に出た。

「もしかして、この小屋のじゅうに……」

　息を、のんだ。

　ゴミ山の上に天使がいた。

　銀の輝く髪を風に流し、背中には羽を生やし、全身についた雨露が空から降り注ぐ日輪の光に反射し、神秘的に彼女を輝かせていた。

　胸と腰を隠す最低限の布しか纏まとっていない。それが更に神秘性を持たせて、この世の者とは思えないオーラを放っていた。

「そこにいるのは、誰？」

　少女の赤い瞳が俺を真っすぐ捕える。

「あ、いや、怪しいもんじゃなく……こんなところに人がいるなんて……もしかしてここあんたの家？」

　彼女の姿が、眩まぶしくて見えない。

「…………」

　少女が背中の翼を広げ、飛び上がった。

　こちらへ向かって降りてくる彼女の姿に見惚れつつ、俺は自分の認識が間違っていたことに気が付いた。

　彼女は、天使じゃない。

「悪魔……魔族、か……」

　背中に生えた翼はコウモリの翼。そして腰から生えた先端が矢じりのような形をしている黒い尻尾。

　魔族、それも最も高貴な存在と言われる悪魔族の特徴だった。

　悪魔族の少女は俺の正面に降り立ち、完全に俺を無視して小屋の中へと入っていった。

　そして、小屋の中を見渡し、

「家に誰かいるような気がしたけど、気のせいか……」

「いや、いるよ!?　聞こえてなかったのかな？　魔族、か……って呟つぶやいたじゃない!!　あれあんたに対する確認のつもりだったんだけど！　何か反応が欲しくて呟いた言葉だったんだけど！」

　俺が全力で自己主張すると、赤い瞳の焦点が俺に合う。

「……!!」

　少女の目が驚きに見開かれる。本当に気が付いていなかったようだ。

「その幽霊を見たような反応めっちゃショックなんだけど……」

「…………ッ！」

　少女はハッとすると、背後に飛びのいて、右手の爪を伸ばした。悪魔族の爪は硬い上に伸縮自在で、戦闘時には五つの爪を束ねて刃のようにする。少女は警戒した目で俺を見つめ、戦闘態勢をとっていた。

　今度はこちらが驚く番だった。確かに人の家に不法侵入した身ではあるが、いきなり凶器を見せつけ、威嚇することはないだろう。悪魔族は仮にも魔族の中でも頂点に立つ種族。人間がいきなり目の前に現れる程度でここまで怯おびえるやつも珍しい。

「誰!?　私を殺しに来たの!?」

「いや、違うよ？　どうしてそんな物騒な発想が浮かぶの？　まぁ、ちょっと訳があってさ。転移魔法で適当なところに飛んで来たらこんなところに……」

　言い訳をしているうちに、ふと彼女と目が合った。

　改めて彼女の美貌を確認する。

　美しい銀髪に見るものを全て魅了する赤い大きな瞳、白くしなやかな肌はシルクの様で、布で隠された胸はありすぎずなさすぎずといったサイズで、細く小さな体から大人と子供の境目特有の妖艶さが漂っている。

　メクリが女神だとすれば、目の前の彼女はその美貌によって国を亡ほろぼす、傾国の魔女といったところか。あまりに美しすぎて、今、彼女を目の前にしているこの瞬間が現実とは思えない。

「……ねぇ、いつまで黙ってるのよ」

「…………ハッ、ああ、それで、転移魔法で、ここまで飛んできちゃったんだよ……そしたら、こんなところに家があるなんて思わなくて……」

　正気に戻り、説明を続ける。つい、彼女に見み惚とれてしまい、意識が飛んでいた。

「驚かせたのは謝るよ。ごめん」

　素直に頭を下げると、少女の警戒心が弱まった。

「本当に？」

「噓うそをついてどうするんだよ。この小屋が珍しくて立ち寄っただけ……でもまぁ、怖がらせたのならもう帰るよ」

　くるりと体をひねり、少女に背を向けると、顔を上げて外へ向かって歩き出した。

　顔が赤い。彼女をまともに見ることが難しく、照れてしまう。

「ま、待って！」

　そのまま立ち去ろうと、出入り口をまたいだ瞬間、呼び止められた。

　振り返ると、少女は切羽詰まったような表情をしていた。頰ほおを一筋の汗が伝い、焦った様子だった。

「あ、あぁ……本当に、私を殺しに来たわけじゃないんだね。その制服は、ガスティン魔法学園の生徒でしょ？　本当に？」

「こんなところに人一人襲いに来る奴やつなんているわけないでしょ？」

「……そうだね。私は人間じゃないけどね」

　少女の肩が落ちた。フッと気を抜いて、安心したかのようだった。

「何を警戒してるのか知らないけど、最近は魔族も人間もないからさ。ウチの学校だって、ガスティン魔法学園からガスティン人魔共同学園、魔族を積極的に受け入れる共存社会に適した学校に変わったし」

「そう、それは良かった」

　リリシアが少し、嬉うれしそうな表情を浮かべた。だが、すぐに探るような目つきで俺を見上げる。

「ふぅ～ん、じゃあ、本当にただ立ち寄っただけなんだ」

「そうだよ。ちょっとしたミスで……でも、どうしてこんな場所で、生活してるんだ。魔族だからか？　だけど、申請すれば王国の保護は受けられるだろ？　キャヴァナ王国政府も魔族の社会復帰に積極的だし、自由は多少なくなるかもしれないけど、こんなところよりははるかにましな生活が送れるぞ」

　悪魔族の少女は肩を竦すくめて答えた。

「無理よ。だって、私、魔王だし」

「ふぅ～ん、魔王なんだ。じゃあ無理かもしれないな……」

　え、さらっとこの子何言ってんの？

「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

「うわっ、ビックリしたぁ!!　いきなり大声出さないでよ!!」

「大声出すわ!!　魔王って、今魔王って言ったよね!?」

　少女は驚き跳ねた心臓を抑えるように胸に手を当てている。だけど、驚いたのはこちらの方だ。こんなところに魔王がいるわけが……、

「いや、噓でしょ!?　魔王って、魔王は勇者ソレイユに殺されたはずじゃ……って、噓か、冗談か、もう、すっかり騙されちゃったよ……」

　よく考えなくても、こんなところに世界を闇に包み、勇者に討伐された魔王がいるわけがない。彼女流の小粋な悪魔ジョークといったところなのだろう。大騒ぎをして恥ずかしい。

「信じないなら信じないでいいけどね」

「信じるわけないでしょ！　こんなところに、王都のゴミ捨て場に魔王がいてたまるもんですかよ！」

「大声出さないでって言ったでしょ」

「はい」

　怒られた。

「…………」

　沈黙が小屋の中を包む。

　少女は椅子に座り、あごをテーブルに置いて、変わらずジッと俺を見つめ続ける。

　本当に、ただの悪魔族の女の子にしか見えない。着ている服、いや、服ともいえない本当に最低限に体を覆うだけのボロボロの布に、ゴミ山で生活し続けた証拠の手足の汚れ、風の噂うわさに聞く、人間との共存に失敗した落ちぶれた魔族のなれのはてにしか見えない。

「なぁ、あんた名前なんて言うんだ？」

「リリシア。リリシア・イフ・ベルフェゴール」

「ベルフェゴール……魔王の名前ってベルフェゴールじゃなかったっけ……」

　確かに、この子を魔王だと仮定すると、俺を刺客と勘違いしていた様子が腑ふに落ちる。

「なら、ステータスを確認させてもらってもいいか？」

「ご自由に」

《ステータスカード》を取り出し、少女の姿を透かして見る。

『リリシア・イフ・ベルフェゴール』。彼女の頭上には確かに名乗った通りの名前が表示されていた。だが、《ステータスカード》に表示される名前は、名前を変更できる特殊な職人がいる。その店に行けば変更できるので、それだけでは証拠にならない。それに、

「レベル５……『力』……10？　『魔法─15』……15？　『技』……６？　よ、弱い……」

　とても魔王のステータスとは思えない。

「なんだ、やっぱり噓か魔王がこんなに弱い訳がないもの」

「失敬な、勇者に討伐され、死にかけていたところをレベルや力を代償に体の傷を癒いやしたからそうなっただけだよ」

「だって、そもそも本当に魔王だったら人間相手に自分から言わないだ……」

　やっぱり、名前が同じだけの自分を魔王と思い込んでいる可哀そうな女の子か、そう安心して、ふと何気ない気持ちでページをスライドさせた。

『体力─19』『知力─４１２』『器用─５６７』『感性─４９９』『遊戯─４７８』『知識─６００』『料理─５００』『メンタル─４５５』『魅力─９９９』

「は？」

　驚きよう愕がくの数字が並び、つい手が止まってしまう。

『知力─４１２』、王都の学者でもこんなステータスを持っている天才はいない。『感性─４９９』、こんな数字を持っているのなら、少し絵を描くだけで多くの人を感動させる傑作が描けるだろう。その他のステータスに関しても、人間離れ、いや魔族の中でも高ランクのエルフや竜族でもこんな数字を持っている者はいない。この半分ほども。

　それに何より、中でも一番目を引くのは『魅力─９９９』の項目……。

「『魅力─９９９』って、カンストしてんじゃねぇーかッッッッ!!　俺の『魔法』と同じ!!」

「へぇ、そうなんだ」

　俺が驚くと、魔王は微笑ほほえんだ。

　非常に可愛かわいい……『魅力─９９９』とカンストしている世界で一番、いやこの世界が生まれてから今まで存在した生命体の中で最も可愛いレベルの女の子なのだ。そんな子に微笑まれると、どうしても……、

「顔真っ赤だけど、大丈夫？」

「……ッ！」

　思わず顔を逸そらしてしまう。彼女の美貌が直視できない。見ていると彼女にすべて従いそうになってしまう。

　幼さを残しつつも気品のある顔立ち、余裕を持った笑みを浮かべる表情……どことなく全身から人を魅了するオーラのようなものも醸し出している。

「本当に魔王？」

「言わなかったっけ？」

　にやっと挑発的に歯を見せるリリシア。

　どうしてこんなところに？　死んだはずの魔王がなぜ生きている？　それに魔王なのにどうしてレベル５と滅め茶ちや苦く茶ちや弱いんだ？

　疑問が浮かんでは消える。そのたびに、目の前にいる銀髪の女の子は魔王だと思えてくる。

　そうだ、魔王が、目の前にいる。

「……………」

「…………どうしたの？　黙っちゃって」

　そう思うと、邪よこしまな思いが胸の中から湧き上がってくる。

　ここでこいつを殺せば、俺は英雄になれるのか？

「…………俺は、俺は」

　右手がゆっくりと上がり、魔力の白い光が収束していく。

　俺は、こいつを殺すためだけに、今まで生きてきた。そのための修行だったんだ。

「やれるの君に？」

　魔王はつぶやくと、目を閉じ、手を広げた。

　やれるのならやってみろと言わんばかりだ。

「……ッ！」

　殺すのは、簡単だ。無防備に見せている彼女の胸を魔法の矢で貫く。『一万の術式を操る大賢者』と呼ばれた自分には息をするように容易たやすくできる。

　が、そんなことをされたら、そんなことをされたらさぁ……。

「だあァ!!　クソ!!　馬鹿馬鹿しい！　できるかよ、そんな顔されて！」

　手に宿った魔力の光を振りほどき、くしゃくしゃに髪の毛をかき乱す。

　できるわけがない。いくら魔王といっても、どう見てもただの女の子じゃないか。力のない女の子を魔法で消すなんてわけがないけど、それは自分のプライドが許さない。

　魔王が目を開けてこちらの様子を窺う。

「……殺さないの？　魔王ベルフェゴールがここにいるんだよ？」

「何の意味があるんだよ！　こんなところで惨めに暮らしている魔王を討伐したところで、誰が俺を讃たたえてくれるっていうんだ。魔王は勇者に倒されて死んだんだ！　俺が生き延びている所を倒したって言っても誰が信じてくれるんだよ！」

「そうなの？」

「何が!?」

　魔王はきょとんとした顔で問いかける。

「私が実は生きていたって皆、知らないの？」

「知らないよ!!　こうやって目の前にいても信じられ……」

　彼女のつぶらな赤い目を正面からまともに見てしまった。

「……？」

　小首を傾かしげる。無邪気な表情で人の顔を覗のぞき込んでくるが、こっちは胸の鼓動を抑えるのに神経を使う。

　まるで石になったように動かない俺に痺しびれを切らし、一息ついて、背を向ける。

「そう、まぁ、正直言うと殺せないのはわかっていたけどね」

「……ハッ！　え？　どういうことだよ？」

　リリシアは振り返り、いたずらっぽく笑った。

「君、私に惚ほれたでしょ？」

「…………ッ！」

　図星を突かれて顔が羞恥に染まる。

「バッ！　俺には好きな奴やつが……」

　メクリの顔が頭に浮かぶ。あの子に惚れた自分がそう簡単に、別の女の子に惚れるなどと、そんな不義理があっていい訳がない。だが、どうしても心が動く。

「そう確信しないと、私も魔王なんて明かすわけがない。そんなリスクを冒すわけが、ね」

「……じゃあ、そもそも明かさなきゃいいんじゃないか？」

　リリシアが自分から魔王だと言わなければ、それを信じさせるような言動をしなければ、俺は絶対に彼女がそうだとは信じなかった。

　どうして、自分からリスクを冒すような真ま似ねをするのか、それがわからなかった。

「全部打ち明けた方がいいと思ってね。これから手を組むパートナー相手には」

「パートナー？」

　リリシアが俺を指さす。

「君、『魅力』の値はどれだけ？」

「は？　……１だよ」

　言いたくはなかった。自分が一番コンプレックスを感じているステータスだ。だけど、彼女の言葉には何な故ぜか逆らうことができなかった。

　笑われる。そう思った。

「素晴らしい」

　俺の予想通り、彼女は笑った。だが、それは嘲笑じゃない。満足気な、歓喜の笑みだ。

「私の予想通りだ。君ほどの逸材は他にいない」

「は？」

　スッと、リリシアのしなやかな右手が俺の方に伸びる。

「ステータス、交換しない？」

　彼女は妖艶な笑みをたたえて、そう提案してきた。

「こう、かん……？　ステータスを？」

「そう、正直私は『魅力─９９９』なんてのはいらないからね。無駄に知らない男にモテてもうっとうしい。逆にこの高い『魅力』が疎ましいの、だから、君の『魅力─１』が欲しい」

　俺の『魅力─１』が欲しい……？　そんなこと初めて言われた。

「俺の『魅力─１』が必要なのか？　どうして？」

「ああ、私は魔王。いや、元魔王だ。『魅力』が９９９もあっては、すぐに注目を集めて、今度こそ殺されてしまう。だから、このゴミ捨て場に引きこもらざるを得なかった。だが、都合よく、丁度いい人間が現れてくれた。君だ」

　魔王の白い、しなやかな指先がこちらへ向けられた。この悪魔族の少女は、指先の一つをとっても絶世の美しさを持っている。

「君は学生、なら私とは逆なんじゃないか？　私は目立ちたくはないが、君はみんなから求められたい。『魅力』が低いと学生生活は色々不便するんじゃない？」

「……………」

　魔王の口元から白い歯が見えた。

「『魅力─９９９』欲しくない？」

　……欲しい。

　俺が『魅力』が低くてどれだけ辛酸をなめ続けてきたか。その日々が、明日から覆くつがえると聞いたら、何も考えずに手を伸ばしたくなる。

　が、だ。

「ステータスって、本当に『魅力』だけが交換できるのか？　そんなことができるなんて聞いたこともないが」

「……フフッ、ちょっと待って」

　話に乗ったと確信したのか、リリシアが席を立ち、部屋の奥に置かれている宝箱を漁あさり始めた。

「どこか、この辺に……あったあった！　これを使ってステータスを交換する」

　リリシアが宝箱から二つの指輪を取り出すと、こちらに戻り椅子に座った。

　机の上に置かれる、金と銀の二つのリング。古代魔術文字が刻まれた、何かしらのマジックアイテムというのはわかるが、装飾が一切ない、シンプルな指輪だった。

「これは《エクスチェンジリング》。古代の魔道具でね。だれが作ったのかも、どうやって作られたのかもわからない。刻まれている魔術文字も古代のもので年寄りでも読める魔族はいなかった」

「古代魔道具オーパーツってわけか」

　古代魔道具オーパーツ。人間が生まれる前にすでにあった魔法の道具。精霊が作ったともいわれ、多くの魔道具研究家が解析を試みたが未いまだによくわかっていない魔道具だ。そのほとんどが世界の理ことわりを超える力を持つと言われ、中には一つの国を更地に変えるほどのものもあるらしい。

「これで……？」

「これをはめるとそれぞれのステータスが交換される。はめ続けている限り、君の『魅力』は９９９、だ」

「………」

　古代魔術文字が書かれた、神秘的な輝きを放つ《エクスチェンジリング》を見つめる。

「学校で『魅力─９９９』になったら、モテモテだよ？　君を見て落ちない人間はいない。勿もち論ろん、魔族だって君の虜とりこにできる。そういうのをバラ色の学生生活って言うんだろう？　そんな日常を送ってみたくない？」

「…………」

「全てが、変わるよ」

　指先でつついと、金色の《エクスチェンジリング》を押し出した。

　彼女の言葉にすべて従い、その指輪を手に取りたくなる。

　が……、

「ダメ、だ」

「……どうして？」

　断られるとは思ってもみなかったのか、驚きの表情になる。

「ステータス交換の範囲を聞いてない。お前が答えたとしても、それを聞かない以上、その提案に乗ることができない」

「効果の範囲……？」

　魔王は目を天井にやり、少し考えると。

「君、もしかして強いの？」

「……………」

　正直に答えるか、噓うそをついて『魔法─９９９』を彼女から隠し通そうか、悩む。

　思考しているうちに、リリシアが言葉を続ける。

「執着しているって、ことだよね？　『魅力─１』は捨てたいけれども、他のステータスは捨てたくない、と。だから悩んでいる。執着するステータス……戦闘ステータスだね？　レベルはもちろん、『力』とか、『技』とか、『魔法』……かな？」

「！」

　思わず、反応してしまった。瞼まぶたを震わせ、背筋をちょっぴり伸ばしてしまった。

　それだけの反応で、魔王は全てを察したように、また妖艶な笑みを浮かべた。

「君の指摘どおりだよ。《エクスチェンジリング》の効果は特定のステータスだけじゃなく、全てのステータスに及ぶ。レベルも、『力』も『魔法』も。君の全てのステータスが私のものになり、私のステータスはそっくりそのまま君に移る。だけど、安心してくれ。拒否権はある」

「……拒否権？」

「やっぱり元のステータスに戻りたいと思ったら、指輪を外せばいい。それだけでステータスは元に戻る。それに、君のステータスで強くなった私が君を殺すこともできない。殺したら最後、元のステータス保持者がいなくなって《エクスチェンジリング》は機能しなくなる。その瞬間、『魅力─９９９』の最弱魔王に戻って、なぶり殺しさ」

　両手の平を上に向けて、やれやれと首を振る魔王。

　こいつの言葉どおりなら、いいのか？

　こいつが、魔王として人を襲い始めたら、指輪を外せばよいということだし。ステータス交換は一度交換したらそのまま定着する、というわけでもないようだし。

「だから、私は君に手を出せない。それに、よく考えてみてくれ、いや、思い出してみてくれ」

「何？」

　訝いぶかし気に見つめる俺に、余裕を含んだ目で俺を見つめ、魔王は続ける。

「いくら戦闘能力が高くても強くても学生生活には役には立たないだろう？　立たなかったんじゃないかい？　学生さん」

「……………」

　ムーランの嘲笑、メクリの同情……告白の光景が思い返される。

　彼女たちを見返してやりたい。汚い感情だが、そういう想おもいは確かに今、自分の胸の奥底にある。

　悩み、ふと顔を上げる。

　リリシアと再び目が合った。

「…………ッ！」

　再び、思考を鈍らせるような熱が、首から頭のてっぺんまで上がってくる。彼女を見てしまうと冷静な判断など、無理だ。

　……………『魅力─９９９』を手に入れると、俺を見てみんなこうなるということか。

「目的を、聞いていいか？　ステータス交換の目的を」

「目的？　さっき言ったと思うけど？　『魅力─１』になって、ゴミ捨て場の外に出たい。それだけだよ」

「本当に、それだけなのか？」

「ああ」

　つぶらな瞳が俺の目を映す。

　噓を言っているようには、見えない。

「……わかった」

「……本当に？」

　まさしく、悪魔の誘いだ。乗る方がどうかしている。だが、俺は『魅力─９９９』の誘惑に耐え切れずに、従った。

　だが、魔王に全てを渡すつもりは、ない。

「ただし、力を抑制させてもらう」

「え？」

「腹を出せ」

「…………え、おへそフェチ？」

　急な要求に、彼女はジト目を向けて、腹部を隠した。完全にこちらを変態だと思っている目つきだが、これは必要なことなのだ。

「魔族は魔力を体内で生成する魔導器官がある。魔法を使えないようにお前の腹部に封印の紋を施させてもらう。それが条件だ」

「魔法を封じる？　どうして？」

「俺は『魔法─９９９』を持つ男だからだ」

　彼女は少しだけ、目を開き、頷うなずいた。

「ああ、やっぱり」

「やっぱりって、俺のこと知ってるのか!?　魔族の中でも俺のことは有名だったのか!?」

「いや、別に。やっぱりっていうのはステータス交換を嫌がる理由が腑ふに落ちたってだけ」

　つい身を乗り出してしまった。『一万の術式を操る大賢者』と呼ばれた俺だが、『魅力─１』のせいで人間の間では知名度が皆無。魔族相手になら警戒され、知られているかと思ったが、そんなことはなかったようだ。

　誰も、勇者になり損ねた俺のことなど知らなかった。

　頭を搔かく。

「どうする？　やるのか？　やらないのか？　お前に移った俺の『魔法─９９９』が封印できないなら、俺はステータス交換なんてしないぞ？」

「本当に？　そう言って私のお腹なかに触りたいだけなんじゃないの？」

「なら、話はここまでだ」

「噓、噓！　わかりました。その条件を飲みます！」

　渋々と言った様子で、魔王は俺の前に立ち、へそを晒さらした。

「じっとしてろよ」

　そして、彼女の腹部にそっと人差し指を添える。

「……く、くすぐったいよぉ」

「じっとしてろって」

　集中する。

　ハハハハハハハハハハッッ……！

「……ッ！」

　魔法を使おうとすると頭に聞こえる笑い声を吹き飛ばすように、あの時のトラウマを思いださないように……深く、自分の意思をそこに沈めなければ、そうじゃないと、この高等魔法は発動しない……！

　彼女に聞こえないように小声で詠唱する。

「マルム・マギスルゥト・オゥガ────森羅万象ことごとくの魂伏する精霊の帝みかどに願う。彼の者に魔を封じ給たまえ！　封印術式、『マギージーゲル』!!」

　全く省略せず詠唱を唱え、彼女の下腹部に術式文字を書いていく。円を描いて、「Φ」や「Σ」といった文字を書き続けていると、魔王はくすぐったそうに笑った。

「ハハハハハッ！　もういい!?　もう耐えられないんだけど!?」

「まだだ、もうちょい！　こらえろって！」

　集中し、術式文字を書き続ける。やがて、彼女の腹部が発光し、魔法が発動した。

「よし……あ、痛っ…」

　魔法を発動し終えると、軽い頭痛に襲われて、手で額を押さえる。

　何とか、発動することはできたが、やはり十全とはいかない。使おうとするとまず体が震え、無理に使うとこうやって頭痛がやってくる。

「あ～、終わった？　本当に変態なんじゃないの？」

　笑って口調は軽かったが、結構嫌だったようで、俺の手を乱暴に振り払った。

「仕方がないだろう、魔王に『魔法─９９９』を渡して放置するなんて、危ないにも程がある」

「信用できないんだ？」

「当たり前だろう？　弱体化したとは言っても、魔王なんだから」

　リリシアは信用できないと言われても、特に傷ついた様子もなく肩を竦すくめた。

　そして、自分の腹部を見る。

「へぇ、これが……」

　先ほど俺が触れていたところには赤い花弁のような紋が施されていた。

「封印術式魔法『マギージーゲル』、それによって書かれた術式刻紋で体内の魔力を抑圧する。それが施されている限り、魔族は魔法を使うことはできない。そして、刻紋は俺がアレンジを加えた特別製。何重にも魔法をかけているから解紋はたとえ『魔法─９９９』があったとしても不可能だ」

「これを施されている限り、私と君との契約は成立しているってことでいいのかな？」

「ああ」

　そして、俺は、机の上に置きっぱなしの金の《エクスチェンジリング》を手に取る。

　リリシアが目を見開く。

「確認だけど、……本当に、いいの？」

「…………」

　いいか悪いかで言ったら、絶対によくない。

　だが、『魅力─９９９』は欲しい。たとえ、今までの修行の成果を棒に振っても。

　それに、目の前の魔王は、不ふ憫びんだ。可哀そうじゃないか。今のこの子はどう見ても、普通の女の子だ。か弱く、誰かが守ってあげなければならないほど、弱体化した魔王を、救ってやりたいという想いが、彼女と話しているうちに強くなった。

「フッ……」

　ごめん、ヨルダ。俺は親不孝者だ。

　お前に見み出いだされた才能を捨てて、よりにもよって魔王に捧ささげるなんて。

「何を笑ってるの？」

「いや、自分が滑稽で。勇者になるって言われていた人生を送ってきたのに。魔王と契約して力を与えるなんて何をやってるんだって……」

「安心していいよ」

　金の《エクスチェンジリング》を握る手に、リリシアの手が添えられる。

「私は君の才能を無駄にする」

「……そこは無駄にしないじゃないの？」

「魔王の私が『魔法─９９９』を使っていいの？」

「良くはない、プッ……アハ、アハハハハハ……！」

「フフ、アハハ、アハハハハハハハハハハッッ!!」

　可お笑かしいことなど、何もない。何もないはずなのに、何な故ぜだか笑いがこみ上げてきた。

「ハハハ……さあ、やろうか。あ、今更だけど、君の名前を聞いてもいいかな？」

　笑い終えたリリシアが添えた手を離し、対となる銀の《エクスチェンジリング》を手に取った。

「ああ……ユウト。ユウト・ニードレスだ」

　そして、俺は金の《エクスチェンジリング》を、思い切って右手の薬指にはめた。

「ユウト、ね。よろしく相棒」

　リリシアも続き、銀の指輪を左手の薬指にはめた。

「おぉ……！」

　体の力が、だんだん抜けていく。それと同時に、頭の中が組み変わっていく。

　覚えていった魔法がどんどん思いだせなくなる。と同時に、どんどん頭が冴さえわたっていく。火照った頭にいきなり冷水をかけられたときの感覚と似ている。

「フ……！」

　リリシアも同じような感覚に襲われているようだ。恍こう惚こつとした表情でキュッと目を閉じて、内側からくる何かに耐えているように見える。

　やがて、脱力感と爽快感が収まり、

「これで、ステータスが交換されたのか？」

《ステータスカード》に指を押し当てて確認する。

『ユウト・ニードレス　ＡＧＥ 16』『知力─４１２』『感性─４９９』『スポーツ─５６７』『雑学─４７８』『トーク─６００』『ファッション─５０１』『根性─４５５』『協調性─４３２』『バイタル─５００』……。

　レベルは下がっているものの、破格の日常ステータスを手に入れた。そして何より、

「おぉ……！」

『魅力─９９９』

　喉から手を出しても手に入らなかったものが手に入り、思わず拳こぶしを握ってしまう。

　となると……、

「それ貸して」

　リリシアが、俺に向かって手を伸ばしている。それというのは《ステータスカード》の事なのだろう。

　素直に渡してやると、リリシアは自分のステータスを確認する。初めて触れるものだと思うのだが、完全に使いこなして、空中に映し出した自分のステータスを見つめているところからすると、俺が使っているところを見ているだけで覚えたようだ。

『リリシア・イフ・ベルフェゴール　ＡＧＥ 16』『魅力─１』

　その数字を確認すると、リリシアは本当にうれしそうに微笑ほほえんだ。俺がコンプレックスを感じ続けた数字だというのに、彼女は本当に愛いとおしそうに……。

　そして、ある程度満足しおわると、ページを変えて、戦闘ステータスの表示に切り替えた。

「え!?　ユウト、君は本当に強いじゃない！」

　レベル89を始めとした、５００超えのそうそうたるステータスと、『魔法─９９９』を見たリリシアは驚き、俺を見つめた。

「こんなに強かったら、今の世の中でも、何かしら使い道はあるでしょう……」

「そう思うだろ、強すぎて案外やれることないんだよ。魔族と魔物って共存関係を築いている種族が多いから、魔物を殺しちゃダメだし。だから、冒険者用クエストとかも王都周辺だと受けられなくてさぁ……」

「そうなんだ。けど、『魔法』を封じたとこで『力』とかが強いから、どちらにしろ私に力を与えてるけど、それはいいの？」

「ああ……まぁ、危惧はしていたが、ステータス交換すれば、俺は『魅力─９９９』だから、お前がやったみたいに惚れさせることができるかなって」

　目が合う。

　リリシアの口角が上がっていく。それと同時に、頰ほおがほんのりと赤くなり、目が少し垂れ下がる。

「フ……凄すごいね。君は物凄い度胸があるらしい。確かに君を見るだけで惚れてしまいそうになるよ。元は自分の『魅力』だとわかっていても」

　照れたように、リリシアは視線を逸そらした。あれ以上見つめていると、先ほどの俺と同じ状態に陥りそうだったのだろう。

「さて、これでお前の『魅力』は１。お前が外に出ても魔王と気が付かれないどころか、存在自体認識されないわけだが……」

　空気になるのは、今まで十六年間そうだった俺のお墨付きだ。

「外ってどこに行くんだよ？」

「………あては、ないな」

　天井を見ながら、そんなことをリリシアは呟つぶやいた。

「……じゃあ、現状変わんないじゃん。あ、魔王城に戻るとか、魔王軍の部下のところに行くっていうのは無しな」

「無しなの？」

「そりゃそうだろ。そこまで行っちゃうと、お前何するかわからないじゃん。また魔王軍の再興ってなるかもしれないし」

「つまり手元に置いておきたい、と」

「いや、そこまで言ってないけど……」

　リリシアは一つ頷うなずいた。考えがまとまったようだ。

「いいよ。王都を出る気は元々なかったし、人探しもしたかったし」

　人探し？　誰だろ。魔王が探す人間なんて……。

「じゃあ、そいつの家に厄介になるのか？」

「いや、会う必要があるだけで、厄介にはなりたくない……だから、うん、こうしよう」

　リリシアは手を叩たたいて、俺を指さした。

「君の家に泊めてよ」

　………………………………………………………………………………………………はい？




　　　　○




　ガスティン人魔共同学園男子寮。

　両親が仕事の都合で王都を出ることになり、高等部進学と共に住むことになった俺の現住居。普通だったら二人一部屋の共同部屋なのだが、たまたま入寮生の数が奇数で、俺が余っていたため、広々と部屋を使えている。おかげで相部屋の友達というのもできなかったのだが、今はその偶然が都合よく働いた。

「へぇ～、ここがユウトの部屋かぁ」

　部屋に連れてくるなり、リリシアは珍しいものを見るかのように目を輝かせて見回している。

　普通の男子寮の一室だ。二人で使うため、ベッドが二つ、机も二つ。何も珍しいものはないだろうと思うのだが、そうか、リリシアは魔王だったから普通の生活を知らないのか。

　無防備にベッドの上に座り、胡坐あぐらをかく。

　ぐ～……。

「ユウト、食べもの頂戴」

　リリシアのお腹なかの音だ。あんなところにいたのだ、ろくに食料を得られる機会もなかったのだろう。

「待ってろ、食堂からなにか栄養のあるもの持ってくるから」

　リリシアを部屋に残して、寮の食堂へ向かう。定食をこっそり部屋に持ち込み、与える。

「なんか隠れてペット飼ってる気分になってきたな……」

　そう思うとちょっと可笑しくなってきた。
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　朝、気合を入れて目を覚まし、気合を入れて朝飯を食べ、気合を入れて登校した。

　ガスティン人魔共同学園の廊下をドキドキしながら歩く。

「変わった……変わったんだよなぁ……」

《ステータスカード》に指を押し当て、今日起きてから、何度目かになるステータス確認を行う。

『ユウト・ニードレス ＡＧＥ 16』『魅力─９９９』

「……くぅ～」

　何度見ても嬉うれしくなる。こうやって文字で見ると俺は変わったのだと実感できる。まぁ、チートを使ってるわけだけど。

「何度見るのよ？　『魅力─９９９』を」

「うおあ！」

　突然横から突っ込まれ、飛び上がる。

　隣に立つのは銀色の髪をした悪魔族の少女。

「リリシア!?　どうして学校に付いて来ているんだ!?」

　リリシアはゴミ捨て場にいた時の胸と腰を隠した最低限の服装から着替え、俺の服を着ていた。男物のベストの下にぶかぶかのシャツを着ただけの格好。スカートなんてものは当然持っていないから、下はパンツだけ。サイズが大きなシャツがスカート代わりになっているにはいるが、非常にきわどい。

「どうしてって、暇だったから」

　パタパタと悪魔の翼を動かしながら学園を見渡すリリシア。

　暇だったからって、その程度の理由で来れる場所じゃないぞ……学園は。あと、背中から翼がはみ出ているけどシャツの後ろ、切ってるよね？　その服、高かったんだけど……。

「もしも見つかったらどうするんだよ！　仮にもお前は魔王だろ！　ここにはヨルダっていう滅め茶ちや苦く茶ちや強い賢者がいるんだよ!?　そいつに見つかったら、今度こそ本当に殺されちまうぞ！」

「ああ、いるんだ？」

「いるんだ、ってお前！　俺のステータスで強くなってるからって慢心するなよ。ヨルダは俺の師匠なんだから、『魔法』が使えないお前は絶対勝てないぞ!?　俺の次に魔法のステータスがあって、強力な魔法をバンバン打ってくるからな！」

「へぇ～、そうだったんだ。でも、そんなこと大声で言ってる君のせいで私が見つかっちゃうんじゃない？」

「あ……」

　興奮しすぎたようだ。

　リリシアが気が付かれていないか、周りの様子を窺うかがう。

　何人か廊下を歩いている学生たちはいた。そして、彼らの視線は全てこちらに向けられていた。

　しまった、俺のせいでもうリリシアがここにいるとばれてしまったか！

「まぁ、大丈夫なんだけどさ」

「大丈夫って、みんな、お前を見てるぞ……」

　俺のせいで、リリシアが……ヨルダに引き渡されて今度こそ殺されて……！

「私じゃない。君を見てるんだ」

「え？」

　よくよく彼ら、彼女たちを見てみると、目が合った。

「……ッ！」

　皆、頰を染め、俺と目が合うとすぐに視線を逸らしてしまう。男も女も関係なく、皆俺に見み惚とれているようだった。見ていたことを気づかれると恥ずかしいのか、俺の視線から逃れるように早足で教室へと入っていく。

「気が付かなかった？　ここに来るまで、すれ違う人みんなあんな感じだよ」

「……皆、俺を見てるのか？」

「そう、私の『魅力─９９９』があるからね」

　初めてだ。こんなに人に注目されるのは。

「だから、逆に君の傍そばにいた方が安全なのかもしれないね。ほら、何をやってるの？　教室ってところに行こう」

「あ、ちょっと……」

　ニコニコ笑うリリシアに、手を引かれ教室に入れられそうになるが、全く違う教室だったため、引っ張って軌道修正する。

「違う違う、俺のクラスはこっち……」

　クラスに入った途端、空気が変わった。

「……………あ」

　シンっと静まり返った教室の中へ入っていく。リリシアの手は自然にほどけ、無意識で教壇の前に立つ。

「お、おはよう。ユウト君」

　クラスで二番目に可愛かわいいポニーテールの少女、ラツェルに初めて挨拶をされた。それを皮切りに、次々とクラスメイト達が「おはよう」「おはよう！」「おはよう、ユウト君！」と一斉に俺に挨拶をする。笑顔を浮かべ、自分を俺に見て欲しいかのように。

「あ、ああ、おはよう!!」

　嬉しくなって、俺も大声で挨拶をする。

「ちょ、ちょっと、どいて、通して、ごめんニャ、ごめんニャ」

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていたクラスメイトの間をすり抜けて、ロキナがやって来る。

「あ、ロキナ……」

「ユウト……？」

　ロキナは俺の頭から足までまじまじと見つめ、顔をしかめた。

　こいつは、『魅力』が低ければ低いほど好きな、特異体質。だから、俺と友達になれた。『魅力』が高い奴は嫌いとまで言っていた。『魅力─９９９』の俺はもう友達ではいられない、かもしれない。

「ロキナ、あのな……」

「ハァ、君には失望したニャ」

　やっぱりか……！

「僕の愛を一身に受けておきながらニャ。安易にそんな下法に手を出して……友達が僕一人じゃ満足できなかったんだニャ」

「当たり前だろ。誰が友達お前だけでいいなんて言った!?」

　こいつ、そんな重たいことを考えていたのか。何か心配して損した。

「ハァ、全く、ユウトは全く……」

　首を振り、背を向けロキナは自分の席に戻っていく。何度も何度も未練がましくこちらを振り返りながら。

「ロキナ、あのな……」

「え、ユウト君？」

　ロキナにフォローを入れようとした瞬間、教室に入ってきたメクリに呼び止められる。

「あぁ、メクリ、さん。おはよう」

　彼女の方を向き、挨拶する。

「…………！」

　メクリは言葉を失っていた。

　ボンッと音が聞こえそうなほど、一瞬で彼女の顔が真っ赤に染まっていた。

「え、あ、あの……おはよう……」

　消え入りそうな声で、俯うつむいて俺の横を通り過ぎ、早足で自分の席へ向かっていった。

「メク、リ……？」

　あのメクリ・ブルームが、照れた？　俺の顔を見て？　クラスの高たか嶺ねの花はなが？

　嬉しくなって、リリシアを見ると、目と目の間にしわを寄せ、首を傾かしげていた。

「…………？」

　リリシア、どうした？　と、そう問いたかったが、下手に俺がリリシアに触れば、誰かが気が付いて大騒ぎになるかもしれない。ここは知らないふりをしておこう。

　彼女がジッとメクリの顔を見ているのが気にかかったが……。




　　　　○




　暗い部屋の中、俺は天井を見つめてため息を吐いた。

「ハァ……」

「どうしたの？　ため息なんかついて、それにどうしてこんなところに？」

　隣に座るリリシアは、部屋に満ちている魔法の授業で使っていた的の案か山か子しや使い古された箒ほうきたちを見渡す。

「ここは第二魔法用具室。魔法の授業が減ったことで使われてない魔道具が置かれてるの。使われてないから、基本的に人が来ない、だから……サボるのに最適」

　ガスティン人魔共同学園になってから、魔道具の仕分けが行われ、授業で使わないだろうと思われるものはこの第二魔法用具室にすべて入れられた。

「へぇ、どうりでボロボロの物が多いと思った。で、なんでここに？　モテて青春を満喫したいんじゃないの？」

「モテるって……いうよりもなんか違ったんだよなぁ、思ってたのと。もっとメロメロになって話しかけてくると思ったけど、遠目に見られるだけ。注目されるだけ注目されて、話しかけてこない」

　俺の言葉を聞いたリリシアは呆あきれて肩をすくめた。

　とは言ってもどこへ行っても四六時中、自分の一挙手一投足を見られているとなると、その視線が気になってたまらない。元『魅力─１』だった男が、いきなり『魅力─９９９』になり衆目を集めたのだ。慣れていないし、そりゃ疲れる。

「だけど、授業は出なよ。サボりはダメだよ」

　今は授業中。だが、それでも俺は抜け出してここに来ていた。

「魔王にサボりを注意されるとは。いいんだよ、今は魔法の授業の時間。俺が教えてもいいぐらいの授業だし」

「誰かいんのか!?」

　突然、女子の声が響いた。声は用具室の中から響いてきた。

「誰かって、そっちこそ……」

　その声に、俺は聴き覚えがあった。

「あん？　ユウトじゃん」

　跳び箱の裏からひょっこりと顔を出したのはムーランだった。

「ほんとだ、どうしてここに……」

「あんたもサボり？」

　ビュティとマーメイもいる。三人そろってここで授業をサボっていたのだ。

「グッ、ムーラン、ビュティ、マーメイ……」

『魅力─９９９』となった今とはいえ、この三人の顔を見るとやはりトラウマがフラッシュバックする。

「サボりかぁ、ダメだぜぇ、てめぇがそんな身分かよ」

　ニヤニヤ笑ってムーランが近寄ってくる。この嗜し虐ぎやく的な笑い方が、どんなに俺の心に傷を残したか。

　彼女は俺の前に立つと見下すように俺を見つめる。

　ムーランはトラウマの主な原因だ。ただの女の子相手に怯おびえるのはおかしな話だとわかってはいても、体が震え、目を合わせられない。

「ユウト」

　視線を逸そらした先に、リリシアがいた。彼女は一つ頷うなずいた。

　俺の様子を見て、全てを察したようだ。

「あの子の目を見ろ。目を合わせて……それからは……笑ってみろ」

「目？」

「そうだ、『魅力─９９９』だった私を思い出せ」

　ゴミ箱で、初めて会った時のリリシアは天使と見間違うほど美しかった。今も可愛いのだが、あの時にまとっていた綺き麗れいなオーラはない。『魅力─９９９』の彼女は顔立ちの良さだけではなく、その言いようのないオーラが、雰囲気が魅力的だった。

　そのオーラは、今俺にある、ということか……。

「おい、どこ見てんだよ。このあたしが話しかけているんだぞ。ユウトの癖に無視してんじゃ」

「……ッ！」

　意を決し、ムーランの目を見た。

「ねぇ……ぞ、お……？」

　浮かべていた嗜虐的な笑みが引っ込み、呆ほうけたような顔になる。同様に後ろに控えていたビュティとマーメイも笑うのをやめて固まっている。

　彼女たちは一体どうしてしまったんだ。

「言っただろう」

　俺の疑問に答えるかのように、リリシアが口を開いた。

「全てが変わる」

　瞬間、ムーランが破顔した。

「ユウトってそんなに恰かつ好こう良よかったっけ……？　なんか、凄すごく、イイ!!」

　両手を頰ほおに当てて、紅潮した顔のまま息を吐いた。取り巻きの二人の顔も赤い。

「へ、どうしたのって、聞くまでもなく……わかるけど……本当に？」

　リリシアを見ると、自信たっぷりな顔で頷いている。

　その間、いじめっ子三人組は俺に背を向け、顔を近づけ、何やら相談している。

　以前だったら、良からぬことをたくらんでいるのだろうと、警戒したものだが、

「うん、そうだ……そうしよう」

　ムーランが呟つぶやくと、三人はこちらに向き直り、俺を取り囲むように立つ。

「何を……って」

　何をするつもりなのかと思った瞬間、ムーランたちが服を脱ぎ始めた。

「ホントに何やってんの!?」

　突然の奇行に声を荒らげる。リリシアも驚き、目を見開いている。

「実はあたしらずっとユウトのこと好きだったんだよ？」

　ビュティとマーメイもノリノリで服を脱いでいる。頰を赤らめ艶なまめかしい視線を送り、ロリ顔なのに非常に色っぽいビュティと、しなやかに羽を揺らしながら脱いでいくマーメイ。

　二人に見惚れていると、ムーランが顔を摑つかみ、無理やり彼女の方を向かされ、

「なぁ、おい……！　好きな子ほどついついいじめちゃうって、あるだろ？　あたしら、メクリにお前のこと盗られたくなくて、メクリの前でいじめちゃったんだよ……悪かったね」
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　マットの上に押し倒されて、馬乗りになるムーラン。下着姿に、脱ぎかけの制服が手足に引っ掛かっている。

　赤らんだ顔で彼女はぺろりと口の端から舌を出して唇を舐めた。その表情と仕草が、非常にエロティックでムーラン相手だというのに胸が跳ねそうになった。

「む、ムーラン……！　ふ、服がはだけてますよ!?」

「フ……はだけるだけじゃ、すまないよ」

　更に肌を見せようと、ブラジャーと胸の隙間に指を入れる。

「あ、ズルい……」

「ムーラン！　独り占めはダメだよ！」

　両手に体温を感じる。

　ビュティとマーメイが俺の右腕と左腕に体を絡ませ、寄り添ってきた。ムーランの抜け駆けに焦ったのか、彼女たちも半脱ぎの状態だった。

「ッッッ……!?」

　三人の女の子が、寝そべって俺を取り合う……！　もう何が何だかわからない！

　頭が沸騰してしまう。ずっとモテないどころか、他人に認識すらされなかった人生を送ってきた俺に、いきなりのこのシチュエーションは効きすぎる。

「なら、みんな一緒に、な？　ユウト、このまま四人で一つになろうぜ……」

　ダメ押しとばかりに再び耳元でムーランが囁ささやいた。

「……ッ！　お、お断りしますゥッッッ！」

「え」

　腕に絡みつく二人を振り払い、ムーランの体とマットの間をすり抜け、扉へと走った。

「あの！　ムーランさんたちのお気持ちはありがたいですけど……！　ボクは心の準備ってものができてないですし……、本当にごめんなさい！　お気持ちだけ受け取っておきます！　本当にごめんなさい！」

　何な故ぜか敬語で答える。三人に対して必死で謝り、何度も頭を下げて、部屋から脱出。

「お、おい！　ユウト！」

「し、失礼します」

　ムーランの制止の声を振り切り、第二魔法用具室から全力疾走で逃げる。

　開け放った扉から、同時に脱出したリリシアも一緒に並走する。

「ねぇ、さっきの何？　逃げてよかったの？　ああいうのを望んでいたんじゃないの？」

「うるさい！　あそこまでは、あそこまでは望んでいない！　あそこまでは望んでいないんだあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「ふ～～～ん……」

　リリシアのジト目を頰で受けつつ、全力で廊下を駆け抜けていく。

　ムーランたちを見返すのには成功したが、成功しすぎだった。




　　　　○




「ハァ～、なんだかどっと疲れた」

　夕焼けが照らす屋上でしゃがみ込む。

　屋根の上の風かざ見み鶏どりが軋きしみながら回る屋上。キャヴァナ王都が一望でき、遠くにはキャヴァナ王国王城と待ち合わせスポットとして有名な時計塔が見える。

「『魅力─９９９』も楽じゃないだろ？　私がゴミ捨て場にいた理由がわかった？」

「……わかった、よっくわかった」

　第二魔法用具室の後もいろいろ大変だった。

　視線なんてのは序の口だった。『魅力─９９９』により、みんな加速度的に暴走し始めた。

　学食に行けば隣の席を巡って女の子たちの口論が起き、授業中も俺の隣に座りたがる女の子たちが敷き詰め、おしくらまんじゅうのようになり、下校の挨拶をしようと教室に押しかけ、小さな扉に一気に入らないから廊下に列を作っていた。

「『魅力─９９９』って凄いが……結構疲れるなぁ。９９９もいらねぇなあ……」

「自分がどういった言葉でトラウマ作ったか、覚えてる？」

「？」

　はて……思い出せないなぁ。

　リリシアは、俺を覗のぞき込み、一つ指を立てた。

「ハァ、一つ言っておこう、ユウト。『魅力─９９９』のリスクについてだ。『魅力─９９９』が引き寄せるのは君にとっていい人間ばかりとは限らない。君に対して悪意を持って接触しようとするやつもいる。だから、気を付けて欲しい。今の君は私のステータスで弱体化しているから、悪意を持った相手に対して無力だ」

「……ム」

　確かにそうだと唇を尖とがらせると、リリシアはフフンと鼻を鳴らして、誇らし気に胸に手をやった。

「だから、私が護衛として君の傍そばにいよう。魔法は使えないと言っても君のステータスを持っているからね」

「……魔王に守られるって俺のプライドがなぁ、それに」

　チラリと魔王を見上げる。

「……？」

　こいつが本当に守ってくれると、そこまで信じていいのか？

　可愛らしい女の子とはいえ、魔王だった奴やつだ。俺に見せていない顔もたくさん持っているだろう。

　信じたいが、本当の腹の内は探れない。

「あれ？　ユウト君、こんなところでどうしたの？」

　メクリ・ブルームだった。金髪を風になびかせて歩いてくる。

　メクリが接近してきたことにより、リリシアは俺から距離を取って気配を消した。

「メクリ？　どうして……」

「竜族の転校生が来るから、念のための見回り……じゃなくて、ユウト君はこんなところで一人で何をやってるの？　もう放課後だよね。それに、屋上は生徒立ち入り禁止だよ？」

　立ち入り禁止ではあるが、施錠も特にされていないため、不良や教室に居場所のない日陰者が勝手に侵入している場所だ。そのことはメクリも知っているだろうに真面目だな。

　でも、屋上を見回りに来るのなら、別に隠すようなことでもないと思うけど、どうして言い直したのだろう？

「見回りってしっかり聞こえたんだけど……見回りしてるの？　メクリ、さんって風紀委員じゃないよね？」

　それに、竜族の転校生が来るから、見回りをするというのもよくわからない話だ。

「ま、まぁ、色々あるのよ。事情が、家庭の事情ってやつが、普通に話すことはできないんだけど、まぁ、色々、色々ったら色々よ！」

「語彙少なっ」

　メクリが慌てた様子で手をわたわたと振る。そんな様子に、少しほっこりする。

　あれ……普通にメクリと話せてる。昨日までだったら考えられないことだ。

　ポンッ！

　屋上で突然、音が鳴った。その方角を見やると、リリシアがメクリを見ながら頷うなずいている。そして拳こぶしを上に向けた平手に叩たたきつけていた。何か、納得したような、そんな様子。

「え」

　メクリが小さく呟いた。そして、視線をさまよわせる。

　あいつ、墓穴掘るような真ま似ねをして何やってるんだ……!?

「メクリ！」

　リリシアから視線を逸そらさなければ。彼女がメクリの視界に入らないように回り込み、接近する。

「え……!?」

　丁度、メクリの背後にリリシアが見える位置に移動し、メクリの顔を間近で覗き込む。

　赤くなったメクリの唇、そして、目が震える。そして、俺を見ていられないと首に力がこもった。

　まずい、勢い余って後ろを見てしまったら、何かの拍子でリリシアを見つけてしまうかもしれない……！

　スッと息を吸い込んで、彼女の頭を両手で摑つかんだ。

「俺を見てくれ！」

「─────ッ!?」

　メクリの顔が赤みを増して、真紅に染まった。頭に触れている手から、湯気が出そうなほど熱が伝わってくる。

　潤んだ瞳と目が合う。

　あ、やっちまった。やっちまったぁぁぁぁ───────────────!!

　メクリの絶世としか言い表せない美貌を目の前に、がっちりと逃げられないように摑んでこちらの顔を近づける。

　強引すぎるだろうこれは……っ！

「あ、はわ……はわわわ……」

　メクリの開いた口から辛うじて音ともいえる声が漏れる。

「あ、ああ……ああ……」

　こっちもつられて、喉から声というより呼吸に近い音を出してしまう。恐らく、こっちの顔もメクリと同じように真っ赤に染まっているだろう。

「メ、メクリ……さん！」

「な、何っ!?」

　夕焼けに照らされながら、顔を夕日に負けないほど赤くした二人が、間近で見つめ合ういいムードの様で、微妙になっていない。

「今の俺は……合格かい!?」

「……へ？」

　メクリの顔から熱が引いた。

　やっちまったぁぁぁ────────────────二回目ッッ!!

「合格って、何が？」

「い、いやその……………」

　思わず、コンプレックスを爆発させた問いかけをしてしまった。この『魅力』を手に入れる原因となった彼女の言葉を……打ち消してほしいという……。

「もしかして、三ヵ月前の告白のこと？」

「………………」

　ああ、情けない。俺はなんて情けない男なんだ。

　メクリの顔を摑んでいた手を引いて、一歩下がる。

「ずっと、気にしてたんだね……」

「あぁ……」

「ユウト君のステータス。見ていい？」

「あ、あぁ……」

　生徒手帳を取り出して、俺のステータスを確認するメクリ。まるで、告白の時の再現だ。空中に映し出されるステータス越しにメクリを見ると、あの時の事を思い出して辛つらくなるんだよな。

　スッと視線を逸らすと、彼女は声を荒らげた。

「どうしてこんなに弱くなってるの!?」

『ユウト・ニードレス　ＬＥＶＥＬ ５』の文字を見ると、メクリは驚き、上から下までまじまじと俺の戦闘ステータスを見ると、首を振った。

「ユウトくん、一体何が……魔王軍幹部クラスから『レベルドレイン』でも受けたの!?」

　まぁ、普通に考えるとそういう発想になるよな。敵からレベルを吸い取られたとか。まぁそんなところと肯定したいが、そうなると恐らく次に見られるだろう『魅力─９９９』のことについて説明がややこしくなるから……、

「違う、この古代魔道具オーパーツの力なんだ」

　金の指輪を見せることにした。

「それは何？」

　覗き込むメクリの後ろで、リリシアが警戒し、腰をかがめた。

　何をするつもりなのか、もしかしていきなりメクリに襲い掛かったりしないよな……大丈夫、ちゃんと誤ご魔ま化かすから。

「……《魅力爆上げ指輪》って言うんだ」

「は？」

　あぁぁ──！　リリシアの眼光が鋭くなった！　足に力がこもり、爪を立て始めてる！

「これで『魅力』が９９９まで上がるんだ！　その代わりレベルが５にまで下がるけど！」

「そんな魔道具があるわけが……」

　眉間にしわを寄せて、《ステータスカード》の表示を日常ステータスに切り替える。

「……ッ!?　『魅力』以外も爆上げされてるじゃない！　それに『魅力』は９９９!!」

　驚愕で見開かれるメクリの目。俺も多分、リリシアのステータスを見た時は同じ反応したんだろうな。

　あ、そのリリシアの眼光が鋭くなった！

　そうだよな、「魅力爆上げ」とか言っておきながら、それ以外が上がっていたらおかしいよな。よし。

「これは《日常ステータス爆上げ指輪》って言ってな……」

　怒りが頂点に達したのか、達しすぎてしまったのか、リリシアは目を回して倒れた。

　あいつ大丈夫かな……。

「これに刻まれているの、古代魔術文字じゃない。絶対にそんな変な名前の古代魔道具オーパーツじゃないでしょ……もっと普通の……」

　メクリも阿あ呆ほを見るような目で俺を見、次に《エクスチェンジリング》を覗き込む。

「これ、対があるの？」

　唐突に、そんなことを聞いてきた。

　慌てた。バッと彼女から指輪を遠ざけ、見えないように左手で覆い隠した。

「どうしてそんなことを？」

　メクリは指を２本たてて、

「だってペアを表す古代魔術文字が書かれてるし」

「わかるの？」

「ちょっとだけ」

　平然と答えているが、一文字だってただの学生では普通は知りえない。古代魔術文字にはパターンというものがほとんどないし、同じ意味を持つ術式文字が百通り以上もある。だから、そういう意味だと思っても全然別の意味だったと研究者が撤回に撤回を重ねる、ろくに解読もできない文字なのだ。

　そもそも研究本もこの学園にはないし、王城内の秘蔵書庫にしかない、学ぶこともできない学問でもある。それができるということは。

「メクリってもしかしていいとこのお嬢さん？」

「え!?　いや、違うよォ!?」

　明らかに声が上ずっていた。

「本当に～……こないだも高そうな、金色の剣を持っていたし、メクリって実は貴族だったりするんじゃないの？」

「え、あ、それよりも、呼び捨てだね」

「え、あ！　ごめん！」

　明らかな話題逸らし。だが、完全に無意識で呼んでいた。クラスの高根の花相手に俺ごときが呼び捨てなんて恐れ多い。慌てて首を垂れ、謝る。

「違うの違うの!!　ずっと気になってて……魔法学園だったころから、中等部からずっと一緒だったのに、ユウト君はずっと私の事を『さん』付けしてたから」

「え……中等部からって、そのころから俺のことを知ってたのか……？」

　実は、卒業式で告白するまで、十回も言葉を交わしたことはなかった。クラスが一緒になっても、彼女に話しかけるのはハードルが色々と高かったし、話しかけても俺を認識できたのは十回に一回程度。だから、てっきり告白のときに俺の名前を知ったものだと思っていたが……。

「クラスメイトだったじゃん、知ってるよ。ずっと気になっていた……あぁ、その頃は好意とかそういう興味じゃなくて単純に戦闘ステータスが高いから興味を持っただけだから」

　ちょっと嬉うれしくなったのに、注釈をつけられバッサリ切られた。そりゃそうだよな。じゃないと告白したときにもうちょっと違う反応が出ているはずだから。

　それでも、その頃から知ってくれていたのは嬉しい。

「これからも、メクリって呼んでいいか？」

「当たり前じゃない。友達だもん」

「え？　俺たち友達だったのか？」

　ろくに話したことがなかったけど……。いつから？

「そうだよ。クラスメイトだし」

　…………そっかぁ。メクリの中ではクラスメイトはみんな友達なんだな。流石さすがは『魅力─２１５』の話しかけると即友達になれる人間は考え方が違う。

「は、ハハハ、メクリ」

「うん、フフ……ユウト君」

　二人、照れ笑いを浮かべながら名前を呼び合った。友達になれたのが嬉しくて……。

　あれ、つまり友達だから、これ以上先には進めないって念を押されたのか？

　そんなわけないよな、だって俺、『魅力─９９９』になったし、そんなわけは……。

　でも結局、今の俺は「恋人候補として合格かどうか」という質問には答えてもらえなかったな。




　　　　○




「おなかすいた」

　夜、食事が終わるとリリシアはそんなことを言い出した。

「我慢しろ。二人分持ってくるのも大変なんだぞ、つーか、俺の部屋に来るとお前そればっかりじゃねぇか！」

　男子寮の部屋にこっそりと匿かくまわれているリリシアの食事は、食堂の妖精ブラウニーにこっそり病気の友人がいると噓うそをついて頼んだ定食料理。ライスが大盛りで、サンソク牛肉もボリューミーな器一杯にあふれんばかりの定食なのだが、ウチの魔王様は不服らしい。

「あ～、おなかすいたおなかすいたおなかすいた！」

　ベッドの上で駄だ々だをこねるが、どうにもならない。

「我慢しろって、家事担当の妖精ブラウニーにもお前にそんな友達いるわけないだろって怪しまれたんだから。次に食事を持ってこれるかどうか」

「え!?　じゃあ外で食べよう！」

「どうしてそんな発想になるのよ！　寮生は原則日が沈んだら外出禁止なの。ほとんどの生徒が破ってるけど。見つかるとすげー怒られるんだよ。それに今、俺の『魅力』は９９９だから、外に出た瞬間すぐに見つかる」

　リリシアが唇を尖とがらせた。

「じゃあ、前はよく出てたんだ。『魅力─１』だった時は」

「別に？　だって万が一見つかったら怒られるじゃん」

「……万が一もないよ。どうせ見つからないから」

「ひどいこと言わないでくれる？」

「……ねぇ、寮の外にはおいしいものがたくさんあるの？」

　駄々をこねるのをやめ、リリシアが問いかける。

「ああ、キャヴァナ王都のメインストリートはいつも屋台が立ち並んでいて、屋台通りって呼ばれていてな。それに街にはいろんなレストランが並んでいて、魔族と和解した今、古今東西様々な料理が食べられる。子供の頃は父親に連れていかれて、結構いいもんだったぞ。コカトリスの串焼き、ベヘモスでだしを取ったキャヴァナ特製麵。いろんな料理があった」

「タダで!?」

「んなわけないだろ、ちゃんとお金は払うよ」

　跳び起きるリリシアに、財布を振って見せつける。

　チャラチャラという小銭の音を聞いたリリシアは顔を輝かせて、手を伸ばした。

「じゃあ頂戴！」

「やるか!!　これは俺のクエストの報酬なの。働かないとお金っていうのは貰もらえないの。お前もクエストとかは、魔王だから無理か……」

「ムぅ～……！　どうにかならないの？」

「ン～……クエストは無理でも、普通にウェイトレスとかは魔王ってことを隠せばできる、か……でもなぁ……バレたときが……」

「ウェイトレス！　それをやればもっとおいしいものを食べられるわけね！」

「随分と食いつくね……どんだけ腹ペコ」

　バンッ！

　いきなり扉が開かれ、心臓が跳ね上がる。

「誰だ!?」

「僕だ！　ニャ！」

　ロキナが怒った顔で部屋に入ってきた。

「ロ、ロキナ……」

「君を説得しに来た」

　堂々とベッドの上に腰かける。寝ころんでいたリリシアは恐る恐る、奥へ引っ込み、ロキナを警戒しながら見つめる。

「説得？」

「ああ、どんなトリックかはわからニャいけど、今すぐステータスの交換なんてやめるんニャ！」

「！」

　俺とリリシアが同時に飛び上がった。

「どうして、それ……どうして交換だってわかるんだ？」

「わかるよ。この娘こと君とのステータスを見比べたら、そっくりそのまま入れ替わっているんだもニョ」

　ベッドの上のリリシアを、ロキナは指さし言った。

「お前、リリシアが見えて……！」

　いや、見えて当然だ。ロキナは俺が『魅力─１』でも見つけることができた。俺が『魅力─１』だからこそ話しかけてきたんだ。そんな奴やつがリリシアを認識できていないわけがなかった。

「この娘どこで攫さらってきたニャ？　悪魔族の娘なんて、下手したら人間と魔族間の関係にまた亀裂が生じるよ」

「攫ってきたとか言うな！　その子は、リリシアは、ちょっと事情があってここにいるんだ！」

「本当にぃ～？」

「本当に！」

　疑わし気に見るロキナにどうにか信じてもらおうと強調する。

「本当に？」

　今度はリリシアに問いかけるロキナ。

　リリシアの視線がこちらに向けられる。目で、どうすればいいと問いかけられる。

　適当なことをいってごまかせ！

　そう、俺は目に込めてリリシアに飛ばすと、彼女は頷うなずいた。そして、ロキナに向かって三つ指ついて一礼する。

「初めまして。私はユウト様のお世話をすることになりました。奴隷のリリシアです。ご主人様の身の回りの世話をするためにやってきました。よろしくお願いします」

「やっぱ攫ってきてんじゃん!!」

　ロキナが俺の首を締め上げる。

「リリシア……どうして奴隷なんて身分をチョイスした……!!　もっと何かあるだろ……!!　アドリブ下手か……！」

　喉を締め上げられながらもなんとか声を絞り出す。

「それが一番違和感ないかなって思って」

「状況を考え……ギブギブ、いい加減にしろ！　まともに説明もできんだろうが！」

　ロキナの手を叩たたくと素直に応じて手の力を緩める。

「……わかったよ。お前にだけは話すよ。実はな」

　それから、ロキナに三割真実、七割噓の「小公女リリシア、涙の逃避行劇」を話して聞かせた。リリシアは見ての通り悪魔族で魔王軍のやんごとない家柄の貴族、ベルセン家（噓）の末娘で、魔王が討伐されるとベルセン家（噓）は力を失い、悪い人間の魔の手から身を守れずに略奪され、リリシアは誘拐された。その後、奴隷として売りに出された。『魅力─９９９』ゆえにリリシアは奴隷マーケットで高値が付き、悪あく辣らつ貴族に国家が傾くほどの値で買われそうになったところ、ヨルダ学園長からの直じき々じきの任務を帯びた俺がその奴隷マーケットを叩きつぶした。それはもう、用心棒のゴブリンをちぎっては投げ、ちぎっては投げ、魔法を使ってバーン、バーンと。そして、リリシアを助け出したはいいものの、『魅力─９９９』の彼女は身を守るすべを持たない。このままだとその『魅力』ゆえにまた誘拐されてしまうかもしれない。だから、ヨルダの持っていた秘蔵の古代魔道具オーパーツを使ってステータスを入れ替え、リリシアの身を守ることにしたんだ。

　一気に話したので非常に疲れた。肩で息をする。話を聞いているうちにロキナの目に涙がたまり始め、最後にはリリシアに抱き着いて声を上げて泣き始めた。

「うわ～ん！　かわいそうだニャリリシアちゃん!!　親も殺されて、しかも奴隷にされそうになるなんて……！　ほら、やっぱり高い『魅力』を持ってるとろくなことがないんだもんニャ！　僕もそうだったニャ！」

　ロキナが馬鹿で良かった……。

　ロキナに抱き着かれながら、リリシアは戸惑い、助けを求めるような目で俺を見る。

「だから、他言無用な？　誰にも気づかれるわけにはいかないけど、俺も一日中リリシアを見張っているわけにもいかないし……あと、ヨルダに確認とろうとかもしないでね？　あいつにはリリシアの存在を絶対に誰にも気づかれないようにって言われてるから、お前が知ってるとわかると、約束を破ったってヨルダは怒るだろうし」

「うん、うん、わかったニャ……！　リリシアちゃんのことは誰にも言わない！」

　すまないがしばらく抱き着かれたままでいてくれ……！　冷静に考えるとがばがばな作り話にロキナが気づかないでホッと胸を撫なでおろしているんだから。

　やがて、ロキナは落ち着くと涙を拭きながらリリシアから身を離す。

「そうだよね。『魅力』が高すぎると、悪い人も寄ってくるから、身を守らなきゃいけないんだもんね。わかった。僕もできるだけ、協力するよ」

「助かる」

「でも……どうにかしてユウトに『魅力─１』戻せない？　今の君は、その、魅力的じゃニャい」

　目を細めて俺に指を突き立てた。

「『魅力─９９９』の人間指さして、魅力的じゃないって意味わからないからな？　限界どころか、普通人間だったら手に入れられない数値手にしてるんだからな？」

「う～ん……どうにかできないかニャあ、ユウトの『魅力』もリリシアちゃんの『魅力』も１にする方法……」

「恐ろしいことを言うな!!　俺がどんなに『魅力─１』で苦労してたか知ってるだろ！」

「まぁ、ニャ。でも、ユウトが辛つらく受け止めてただけで……でもまぁ、悲観する気持ちもわからんでもニャいしニャあ……」

　う～ん、と悩むロキナ。そんなに俺の『魅力』を１に戻したいのか……そんなに俺にこだわるのか。

「……つーか、お前俺と友達でいてくれるのな？」

「ん？　どういうことニャ？」

　ふと、目の前にこいつがいることに疑問を覚えた。

　このケットシー族の男は、俺が今まで見た中で最低の『魅力』を持っていたからくっついていただけであって。高くなったら興味がなくなってどっかに行ってもおかしくないと思っていた。

「『魅力─９９９』の俺は魅力的じゃないんだろ？」

「友達ってそんなもんじゃない」

　呆あきれたような顔をして即答した。

　返答が早かった上、「友達」というワードをストレートに返されたものだから、面くらってしまった。

「……いや、俺とお前は腐れ縁だ」

　正直、嬉うれしかった。

「照れちゃって、可愛かわいいニャあ。友達が魅力的じゃなくなったら、魅力的にしようと思うだけだよ。離れたりはしないニャ、面倒臭いじゃニャい。新しい心地いい場所を探すニョ」

「うっせ」

　頭を擦すり寄せてくるケットシーの親友を、照れながら遠ざける。ロキナは下がってベッドの上に座ると、急に冷静になったのか、リリシアを見る。

「ニャあ、リリシアちゃん、昼間はずっとここにいるわけにはいかないニョ？」

「あ？」

　男子寮の決して狭いとは言えない二人用の部屋を眺め、リリシアを見る。リリシアはロキナに対して嫌そうに顔をゆがめている。つまりは、却下だと言うことだ。

「こいつ、退屈とか言って学園に付いてくるんだよ。それに、弱くなった俺の護衛だって言って。ずっと引きこもらせるよりはいいだろうと思うし、見つからないならいいんじゃね？」

「良くないよ」

　真面目な顔してロキナは断言した。

「ユウト、君は人間だから知らないと思うけど、ウチの学校には『勇者の娘』っていう噂うわさがあるんだよ？」

「『勇者の娘』……っていう噂？」

　噂ってどういうことだ？　勇者の娘……がいるってだけだろ？

「えっと……どういうこと？　ウチの学校に勇者の、ソレイユの娘がいるのか？　つーか、あいつ子持ちだったの!?　俺たちと同い年ぐらいの!?　え、いくつよあいつ!?」

　銅像や似顔絵では二十代前半のイケメンでまだまだ若く、そんな歳としのいった子供を持っている男には見えなかった。

「正確には知らないけど……五十手前だったと思うよ？」

「ごじゅ……それであの若さ……まぁ、身近に二百超えても子供みたいな外見のババアがいるし、似たようなものなのかな……」

「うわぁ、ババアって、学園長が聞いたら怒るよ？　……まぁ、いるらしいよ。うちらと同じ高等部にソレイユの娘が」

　そうだったのか、知らなかった……。

「本当に？」

　急に、リリシアが話に割り込んだ。今までロキナと初対面と言うこともあり、気配を消して会話に全く参加しようとしなかったリリシアが眉を上げて、身をロキナへ傾ける。

「う、うん」

　戸惑いながらロキナが答えると、リリシアは「ふむ、そっか、そっか……」と一人で納得し、それ以上は聞くつもりはない様子だった。

「で、どうしてそれがリリシアが学校に行けない理由になるんだよ？　勇者の娘っていってもただの女の子だろ？」

「その娘が魔族たちから〝鬼姫〟ってあだ名付けられてたとしても？」

「…………〝鬼姫〟？」

　何それぇ……滅め茶ちや苦く茶ちや物騒じゃん。

「え？」

　リリシアも驚いたように小さく声を漏らした。

「人間だから知らニャいでしょ？」

「あぁ……知らない」

　ロキナは納得といった感じで頷くと、俺とリリシアを交互に見た。

「僕たち、魔族留学組の間では絶対に知っておかなきゃいけニャい噂。『「勇者の娘」ニャ気を付けろ、悪さをすれば首切られ、しそうな者なら脚切られ、過去にしたなら、心貫く。魔と見れば女子供、犬猫畜生容赦せず、地の果てまで魔を滅せと切り尽くす。「勇者の娘」ニャ気を付けろ、決して悪さをするでニャい』ってニャ」

「何それ……童謡になってるじゃん……娘だよ？」

　勇者本人じゃなくて、その娘、俺たちと同い年ぐらいの女の子だよ。そんな殺人マシーンみたいな女の子がこの学園にいるわけがないじゃない。

「いや……」

　ふと、横を見るとリリシアが神妙な顔で考え込んでいた。

「あの勇者の……その娘なら、そうなってもおかしくはない。普通の人間だと思ったけど、本性はわからないものだね………勇者は、勇者ソレイユは魔族、魔物と見れば容赦はしない奴やつだった……どんな相手でも慈悲をかけない。この世に魔の者がいてはいけないと絶対に滅ぼそうとする。そんな男だったよ」

　話していくうちにリリシアは歯を食いしばり、眉尻が上がり、怒りが顔に滲にじみ始めた。

　そうか、こいつは目の前で対たい峙じしているのだから、勇者がどんな奴なのか知っているのか。

　勇者を、憎んでいる。思いだすだけではらわたが煮えくり返るとはまさにこの状態だ。

「リリシア……」

　手が震え、手の爪が座っているベッドに食い込んでいく。シーツを貫き、下の布団の綿が顔を出し始めたが、憤ふん怒ぬがおさまらない彼女に、俺は声をかけられなかった。

　ただ、一つの疑念が生じた。

　こいつ、人探しをしたいって言ってたな……それって、もしかして……。

「リリシアちゃん、なんで勇者ソレイユのこと知ってるの？」

「「あ」」

　ロキナの純粋な疑問で俺たちは冷静になる。

　そうだ、俺たち人間の一般庶民でも勇者の性格は知らない。魔族ならなおの事だ。滅めつ多たに表には出ず、彼の人となりも広報紙に載ることはない。魔王を倒したということ以外は謎の勇者だった。そう考えると実在しているのかすら怪しいとさえ思えてくる。

「い、いや。こいつ魔族の中の貴族様じゃん!?　魔王城にいた時に勇者に襲い掛かられて、凄すごい怖い思いしたんだよ!!」

「そ、そ、そ、そう!!　そういうことよ！」

　魔王とここでバラすわけにはいかないと、愛想笑いを浮かべて誤ご魔ま化かす俺たち。

　ロキナは怪しんだが、深くは追及しなかった。一息ついて、諭す。

「ウゥ……そう、辛かったんだね。まぁ、そういうことだよ。リリシアちゃんと同じ思いをしている魔族はたくさんいるってこと」

「……どういうことだよ？」

「『勇者の娘』だってだけで、殺そうとする魔族やトラウマが再発する魔族もいるから、誰が勇者の娘か隠されてる。ソレイユと同じ『ウィステリア』を名乗っていたらすぐにばれて、騒動になったりするからね」

「偽名を名乗っている……」

　だから、噂だけでとどまってるってことか、魔族絶対に殺すウーマンという噂だけ。

　今後も、リリシアを学校に通わせていいものなんだろうか……。
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　汗で汚れた体をシャワーで流しながら、ある同級生の男の子のことを頭に思い描く。

「ユウト、くん……」

　ユウト・ニードレス。彼のことは中等部で一緒のクラスになる前から実は知っていた。

　彼の評判を聞かされて、彼が凄いという話を聞くたびに複雑な気持ちになり、つい告白された時はひどい振り方をしてしまった。

「あ～、どうしてあんなこと言っちゃったんだろ……どうして今更になって後悔してるんだろ……」

　壁にもたれかかって自己嫌悪。

　卒業式というのは一つの節目で、告白に走る生徒は多い。

「でも、あの時、ユウト君で八人目だったからストレス溜たまってたし……対応が雑になっちゃうのも仕方ないよ……」

　だから私は告白されまくった。同級生の男子や卒業生の男子に告白されまくり、途中から対応が事務的になり、ユウト君が告白するときは何とか普通にしようと思ったが、それでも雑になった。

　今それを後悔するということは……。

「都合がいいよね……魅力的になったから手の平返すなんて、それに」

　水を止め、シャワー室から出る。

　彼のレベルが下がっているのは、たぶん自分のせいだ。あんなひどいことを言ったから。

「……………」

　そう思うと、申し訳なくてたまらない。

　脱衣所で体を拭きながら、どう償えばいいのか、自己嫌悪に陥っていると、

「メクリぃ！」

　脱衣所の扉が勢いよく開き、ムーラン、ビュティ、マーメイの仲良し三人組が飛び込んでくる。

「メクリぃ！　助けてくれよ！」

「いきなりどうしたのムーラン!?」

　ムーランの目には涙がたまり、ビュティとマーメイも体を震わせていた。

「寮の廊下に変な奴が出たんだよ！」

「…………ッ！」

　バスタオルを胸に巻いて、掃除用のモップを武器に廊下に飛び出す。

「どこ!?　その不審者は!?」

　警戒しながら廊下を歩くが、不審な形跡は見つからない。

「上の階だよ……翼の生えた魔族がいたんだよ！」

　脱衣所から顔だけ出して、ムーランが教えてくれる。

「翼？　マーメイの知り合い？」

「違う！　ハーピィ族は手が翼！　私たちが見たのは背中に羽を生やしたやつ！　さっきの種族は……悪魔族、だと思う！」

　マーメイも顔を出して抗議し、ビュティも顔を出してうんうんと頷く。

「まぁ、こんな夜遅くに出るなんて、どちらにしろ礼儀知らずね」

　モップをくるっと回しながら槍やりを操るように両手に持ち替え、上階へ上がる。

　窓が開いて風が吹きすさんでいた。

　廊下に立っている者は、誰もいない。

「あそこから入って……あ！」

　警戒を解きつつ、窓の外を眺める。

　月明かりに照らされ、背中の翼を羽ばたかせる長髪の人物がいた。しなやかで筋肉が付いていない手足、そして、豊満な胸は恐らく女性と思われるが、六枚の翼を広げ、空を飛ぶ魔族の彼女はちらりと赤い瞳でこちらを一いち瞥べつすると、月明かりで金色に見える髪をなびかせて、夜の空へと消えていった。

「あの娘こは一体……」

「メクリ……捕まえた？」

　ひょっこりとムーランたち三人組も上がってくる。

「逃げられた。ムーラン、一体何があったの？」

「わかんない。ウチの部屋にあいつがいてさ。部屋が荒らされてたんだよ！」

「「私たちの部屋も！」」

　三人組が言うように、二階に住んでいる生徒たちの部屋には悉ことごとく侵入された形跡があった。鍵が壊され、タンスや机の引き出しを開けられ、収納スペースが悉く開かれていた。

「盗人ぬすつとかぁ。寮の見張りを強化しないと、明日ヨルダ学園長に頼んでおくわ」

「お願いメクリィ～……！　何が盗とられたかわかんないけど、あいつを捕まえて取り返してくれ～！」

　ムーランが縋すがりつく。

「……盗られたかわからないって、お金はあるの？」

「うん、財布もパパに買ってもらったブルーダイヤのネックレスも無事だったから、何も盗られていないと思うけど」

　ブルーダイヤのネックレスって、１０００万ヴァーナはくだらない、家が買えるほどのものじゃない……そんなもの学校の寮に持ってきてたのこの娘……。

「財布やダイヤのネックレスが無事なら、一体何のために……？」

　ビュティやマーメイにも盗られたものはないか確認するが、首を横に振られる。

　結局、その日、一人も何かを盗られたと言ってくる生徒はいなかった。
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「くしゅん！」

　朝日が照らす王都の街路をリリシアと共に歩く。向かう先は当然ガスティン人魔共同学園なのだが、俺はいきなりくしゃみをしてすこし洟はなが出てしまった。

「どうしたの、ユウト、風邪？」

「どうしたもこうしたも、ズズッ……お前、夜中さぁ、窓開けっぱなしにしたろ!?」

　朝起きたら、窓が全開になってた。

「……何のことかなぁ？」

　目を逸そらしているが、明らかに犯人はこいつだ。おかげで夜風が部屋に吹きすさび軽く体調を崩している。

「ったく、暑かったかなんか知らんが、開けっ放しにはするなよ……それに口元！」

　リリシアの口には食べかすが付いていた。手で拭ってやるとそれは何かの焼かれた肉片だった。

「………お前、夜中食べ歩きとかしてないだろうな？」

「……ッ！　何の話かなぁ？」

　明らかにギクッと肩を震わせた。それに追及の目から逃げるように瞳を逸らしている。

「ったく、ところで一緒に付いて来てるけど、今日は学校に来ないで、俺の部屋にいてくれ」

「ひどい、どうして!?」

　どうしても何も、昨日ロキナが言っていた『勇者の娘』というのが気になってしまう。

　名前を隠して、普通に生活しているのなら、そんなのはわからないんじゃないか。どうしてあんなわらべ歌のような歌まで作られ、魔族の留学生たちに恐れられているのか。

「『魅力─１』で気づかれないと言っても、念には念だ。ロキナの話聞いてたろ。お前は魔王……元魔王なんだし、そんな〝鬼姫〟なんて呼ばれる『勇者の娘』がどんな奴やつかわからない以上、学園内にいるのはやっぱり危ない気がする」

　リリシアが着ている服も俺の私服で学園内だとかなり違和感がある。

　俺の視線に気が付いてか、リリシアも自分の着ている服を見下ろし、やがて、その目は通学している学生たちに向けられる。

「あの服着てたらいいんじゃない？」

「制服か？　んなもん用意できるわけないだろ」

「…………そ」

　リリシアの全身から活気が消えていった。

　あれ、何気なく否定してしまったが、心底落ち込んでいる？

「無理だよ。学生じゃないと……魔王だったら住民登録もできないし、あれ高いし……」

「そうか、そうだよね。無理だよね」

　笑顔を浮かべた。だが、力なく、悲しそうに眉尻が下がっていた。

「…………そうだよね」

　そして、羨ましそうに制服を着て、笑っている生徒たちを見やる。

「………………」

　かけられる言葉が、なかった。寂し気に普通の少年少女たちを見つめる魔王に。

　やがて、リリシアはこちらに視線を戻した。

「わかった。じゃあ、私は今日は学校には行かない。街に行ってるよ」

「話聞いてたか？　部屋にいろって言っただろ？　パトロールしている騎士隊に捕まる可能性だってあるんだぞ？」

「ユウト。大丈夫だ。『魅力─１』はそう簡単に見つからない。私が昨日、サンドウィッチ一つ手に入れるのにどれだけ声を張り上げたか」

「それ見たことか！　やっぱり食べ歩きしてるじゃねぇか！」

　しまったと、リリシアは口を手で塞いだ。

「魔王なんだから、そう気軽に外に出るなよ」

「でも、出なかったら、前と変わらないし」

　確かに、そうだ。ゴミ捨て場から出て自由になりたかったからステータスを交換したわけだし。寮の部屋に閉じ込めておくのは可哀かわいそうなのかもしれない。

「わかった。だけど、夕方にはちゃんと帰って来いよ」

「……ッ！」

　許しを与えられると、リリシアはぱあっと顔を明るく輝かせた。

「ただし……勇者の娘と俺が話すまでだ」

「勇者の娘？」

「ああ、そいつがどんな奴かわかったら、傍そばにいてもらう」

　見ていないと何をするかわからないし。

「……なるほどね。了解！」

　リリシアは嬉うれしそうに頷き、王都の街へと向かっていった。

　元魔王が人間の街に出る。非常に危険な賭けをしているかもしれない。もしかしたら、誰かに危害を加えるかも……。

　昨日の勇者を語るリリシアの怒りの形相を思い出しながら、俺は学校へ向かった。
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　もやもやした気持ちを抱えながら登校していると、メクリが向かい側から歩いているのが見えた。

　朝一番に彼女に会えるとは今日はいい日だ。リリシアへの心配が吹き飛ぶ。いや、吹き飛ばしたらダメなんだけど。

「おはよう、メクリ」

「あ！　おはよう……ユウト君……」

　メクリは挨拶を返してはくれたが、恥ずかしそうに少しだけ顎を引き、口元に手を持っていく。

「あ、その……あの、元気？」

　瞳を上げてそう聞いてくる。

「え、あ、うん」

「そう、良かった。ハハ、何聞いてるんだろうね、私」

「そう、だな。元気かどうかなんて見ればわかるのにな……ハハッ」

　ものすごいどうでもいい会話。互いにぎこちなく、無む理り矢や理りひねり出した話で会話をする。何な故ぜだか、それが滅め茶ちや苦く茶ちや嬉うれしいことに感じた。

「あ、教室まで一緒に歩く？」

　隣合って入ったら、誤解されちゃうかもしれないなと思いつつも、誘う。

　が、メクリは視線を横にやり、

「あ、でもちょっと転校生を案内しなくちゃいけな」

　転校生……？

　そう思った瞬間、目の前に影が落ちる。

　ふと見上げると、人が両手を広げて飛びついて来た。

「会いたかった!!　ボクの愛いとしい人!!」

　そして、全力で抱きしめられた。

「「へ？」」

　メクリと同時に間抜けな声を出す。

　抱き着いてきた少女の外見を改めて見つめる。赤い髪の毛に頭には二本の角。ガスティン人魔共同学園の女子制服を纏まとい、上着とスカートの間から長い鱗うろこのついた尻尾が伸びている。横目で彼女の顔を見ると、可愛らしく幼い顔立ちをしていた。そして、口の端から小さな牙を覗のぞかせている。

　半竜半人の竜族の少女だった。

　ああ、この子がヨルダが派遣したという竜族の交渉人かと納得したが、

「ああ～、ようやく会えましたよ!!　ボクの愛しい人!!　ああ、この感触が愛お、し、い？」

　ギリギリと俺を締め付けながら、首を傾かしげ、頭に生えた角をこちらにぶつける。

「いでででで！　ちょっと離れて！」

　強烈な力で体を圧迫され、全身が軋きしんでいた。竜族の少女は俺の願いを聞き入れてくれたのか、抱き着く力を緩め、体を離す。

「……………」

　そして、ジッと俺の顔を見つめる。

「君が竜族の転校生？　愛しい人って、俺と君って初対面だよねぇ？」

　竜族の少女は牙を見せて笑った。

「そおで～す!!　初めてですが、そんなことどうでもいいじゃないですか!!　ボクはあなたのこと好きになっちゃったんですから！」

「な！」

　茫ぼう然ぜんとしていたメクリがハッとして竜族の少女を見た。

「す、好きになった!?」

　初対面の女の子にまっすぐに好意をぶつけられて戸惑う。これも『魅力─９９９』の効果なのだろうか。

「だから、もう一回、ギュウ～～～～～!!」

　そして、再び腕を背中に回され、締め付けられる。

「ぐ、ぐ[image: る゛]じ[image: い゛]……」

　もはや抱きしめられているという感じじゃない。彼女の力が強すぎて、背骨が折れてしまいそうだ。

「何をやっているんですか！　ローリエさん!!　ユウト君困っているじゃないですか！」

「あぁん……！」

　様子を見かねたメクリが、ローリエの首根っこを摑つかんで引きはがし、そのまま、

「じゃあ、ユウト君、後でね！」

「え、あ」

　戸惑う俺を置いて、未練がましくこちらに手を伸ばすローリエを引きずって去っていった。

「竜族の転校生……嵐みたいな女の子だな」




　　　　○




「今日からこの一年二組で一緒に勉強することになりましたローリエ・リヒテルで～す！　よろしくお願いします！　みんな、仲良くしてね～！」

　ですよねぇ……。

　転校生をメクリが案内していたから、そうだろうなとは思ったが案の定だった。

　黒板からはみ出るほどでかでかと『ローリエ・リヒテル』の文字の前でぶんぶんと手を振り快活に微笑ほほえむ竜族の少女。尻尾がぶんぶんと振られて後ろの黒板を削っている。

　クラスメイト達は、ローリエを見ながらどよめいた。「竜族……」「あの竜族がついに……」「でも竜族にしては軽い感じ……」とひそひそ言い合っている。

　そんな声を全く気にせず、ローリエはスキップをしながら俺へと向かってくる。

「センパイ！　一緒のクラスになれてよかったですね！　しかも隣の席なんて」

「え、ここ僕の席……あぁん！」

　俺の隣に座っている気弱な少年、カイ君を尻尾で吹き飛ばし、無理矢理その席を奪い取る。

「あ、あぁ、よろしく……って、センパイ？　同級生じゃん」

「でも、この学校ではボクの方が後から来て後輩みたいなものじゃないですか。それに、センパイ誕生日いつですか？」

「六月の十二日」

「ボク、七月生まれ。ほら、センパイだ！」

　そういう問題ではない。

「転校したばかりで右も左もわからないボクに、これから色々教えてね！　ユウトセンパイ！」

　首を傾け、にこっと竜族の少女は微笑んだ。

　彼女の襲来による嵐はまだ続きそうだった。




　　　　○




「センパ～イ……ここ教えてくださいよ……フッ」

　魔法数式学の授業中、耳元でローリエが囁ささやき、耳に息が吹きかけられる。

「ユウト君……教科書を見せるだけなら、そんなにくっつかなくてもいいんじゃないかね……？」

　教師が青筋を立てながらこちらを見ているが、そんな目を俺に向けられても困る。

　ローリエが教科書を見せてもらうためだと机をくっつけてきたことまでは許容できたが、彼女はあろうことか、腕を絡ませ、平らな胸を押し付け、俺の耳元で囁き続ける。

「センパ～イ……退屈です～……授業なんて抜け出しちゃいましょうよ」

「先生が見てる前で堂々と言うのはどうなんだ？」

「いいじゃないですか～……フッ……！」

　また息を吹きかけられて、髪の毛が揺れる。竜族であるせいなのか、彼女が吹きかける息は熱い。竜族は炎を吐ける、息を吹きかけられる勢いで炎を吐かれないか少し怖くなる。

「ローリエ、みんなが見ているから」

「いいじゃないですか～、見せつけてやりましょうよ……」

　皆が注目して恥ずかしい。

「ローリエ、離れて、離れて……」

　俺はローリエを遠ざけようとする。が、

「えぇ～、嫌ですよう！　センパイ！　ずっと一緒にいましょうよ！　いつまでも離れないように！」

　と、さらに体を押し付けてきた。




　　　　○




　ずっとその調子で疲れたので、俺は遂ついにトイレに逃げ込んだ。

「ふぅ……モテるようになったのはいいけど、ここまでグイグイ来られると疲れるな……」

　ズボンをはいたまま、便器に腰を下ろし、心を落ち着ける。

　休み時間、まさか女の子に追っかけまわされて、男子トイレに逃げ込む日が来るとは思わなかった。

「顔は可愛かわいいから嬉しいっちゃ嬉しいけど……」

「本当ですか!?　可愛いですか!?　嬉しいですか!?」

　ローリエの声が頭の上で響く。

　個室の扉の上からローリエの頭がのぞいていた。角が天井に当たってゴリゴリ削っている。

「うわあああああああああああああっ!!　どうして男子トイレに入ってきてるんだよ！」

「ちょっと失礼しますね」

　扉と天井の間をくぐって、中へと侵入する。

「だって、センパイどこにもいないんですもの。探しましたよ～」

「探しても男子トイレにまでは来ないだろ！　竜族には男子トイレ女子トイレという概念はないのか!?」

「そうなんです？　でもセンパイがいるならボクはどこにでも行きますよ～」

「そういう問題じゃなくて……」

　ダメだ、やっぱりこの娘こには常識が通じない。

「それよりも……」

　ローリエが突然頰ほおを赤らめ、きょろきょろと周囲の様子を窺うかがい始めた。耳を澄ませ、人の気配を探る。個室の外からは足音や息遣いは聞こえてこない。

「二人っきりですね」

「え、何……？　何で上目遣いで頰を赤らめてるの？　ここ男子トイレだよ。そんな恋人同士がようやく二人だけの時間を作れたみたいな雰囲気出さないでくれる」

　逃げ出そうと扉へ手を伸ばす。

　その手をガッと摑まれる。

「ねぇ、センパイ。ボクがしたい事わかります？」

　ローリエの顔が近づく。

「わからない」

「もう、そんなこと言わないで、ボクがどんなにドキドキしてるか。知ってるくせに……」

　摑んだ手をそのまま自らの胸元へ持っていく。

「ほら、感じて……」

　布一枚を隔て、ローリエの体温、そして鼓動が手を伝わる。

　ドクン……ドクン……ドクン、ドクン！

　加速していく。そして、その音に合わせて俺の心臓の鼓動も加速していく。

「……ッ！」

「ボクがこんなことするのはセンパイ相手だけなんだよ。だから……いいよね」

　ローリエの赤らんだ顔がだんだん接近してくる。

　彼女の潤った唇から目が離せなくなる。
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「……ッ！」

　その唇が赤く輝いた。

「待ったァァ！」

「ンゥ！」

　迫る彼女の顔を摑つかんで引きはがす。

「そういうのは、ちゃんと恋人同士になってからやった方がいいと思うんだ。それにこんな場所でなんて……」

「場所は最高だと思いますよ？　とってもアブノーマルで」

「ノーマルがいいの俺は！」

「コホン、では……」

　ローリエが一歩引く。

　きっと眉を吊つり上げ、真剣な表情で俺を見つめる。

「ユウトセンパイ。ボクはあなたが」

「ここで告白するなって言ってるの!!　ここは男子トイレだよ!?」

　全力でツッコミ、何とかローリエは俺を解放してくれた。




　　　　○




「へぇ～、それは大変だったニャあ……」

　紐ひもでまとめられた広報紙を眺めながらロキナはそうコメントした。

「ゴホッゴホッ……他人ひと事ごとかよ。大変なんだぞ、ローリエの相手」

　本から舞い上がった埃ほこりに喉をやられながら、文句を言う。

　全ての授業が終わると、俺とロキナは学園の書庫にいた。図書室の奥にある、薄暗く埃っぽい小さな部屋の中に、読まれなくなった本や貴重な歴史的資料などが保管されている。中には王国の創立について書かれた貴重な本などもあるが、生徒であれば誰でも入ることができ、扱っている本のわりに緩い書庫だ。

　ここには、今までキャヴァナ王国が発行した号外なども保管されている。ロキナはそれがまとめて綴とじられた記録書を机の上に広げている。俺は床に六冊の本を広げ、手を高速で動かし、六冊全ての本のページが舞うようにめくられていく。

「それ、頭に入ってるニョ？」

「今の俺の『知力─４１２』。一度見ただけで一発で暗記できる」

「ふ～ん……」

　信じてない様子で頷きながら、

「でも、そんなに『勇者の娘』が気になるの？　当時の資料を一緒に探させるほどに」

　号外の記録書にロキナは視線を戻した。探させているのは魔王討伐当時の号外。勇者ソレイユについて一番詳しく書かれていた時期の号外だ。

「『勇者の娘』じゃない。まぁな、本当にそんな危険な奴やつがいるのなら、今どこに住んでいるのか……くそっ、ウィステリアなんて名字の家はどこにもないじゃないか」

　読み終えたキャヴァナ王国住所録を閉じる。ここに勇者ソレイユ・アポロン・ウィステリアの住所が書かれていれば、と思ったのだが……。

「貴族や魔族の住所が載らないように、有名人の住所も載せないんじゃない？　でも、どうして今更勇者を？　やっぱり、リリシアちゃんが心配だから？」

「そう、といえばそうなんだが……」

　他の五冊、去年までの冒険者登録書三冊と、キャヴァナ王国歴史書とキャヴァナ英雄活劇録をめくる手を止めないまま、打ち明ける。

「勇者の心配をしている」

「勇者の？　どういうこと？」

「それは……」

　勇者に討伐された魔王が、勇者に恨みを持っていないわけがない……あいつが探している人間。それは頼りにしている人間じゃなくて、この街にいる勇者なんじゃないか？　もしかしたらその復ふく讐しゆうのために……。

「まだ、わからない」

「おっとぉ、ユウト自身がわからないってどういうことニャ？　じゃあ僕何のために手伝ってんニョ？　……そういえばリリシアちゃんは？　どうして街にいるの？」

「へ？」

　街にいるって、どうしてロキナが知ってるんだ？

　ケットシー族の少年は当然のことのように言い、俺を見つめている。

「俺言ったっけ？　リリシアが街にいるって」

「いってニャイ、けど。僕はケットシー族だからニャ。探知能力が抜群に優れてる。相手の気配を遠くからでも探知して逃げるのが得意な種族ニャんだ」

　だから、リリシアの位置がわかると、胸を張る。

　疑わし気な視線を向けながら慎重に尋ねる。

「気配ってつまりは『魅力』か……つまり『魅力』が高ければ高い奴ほど遠くまで探知できるってことか。でも、今のリリシアの『魅力』は１。そんなのは探せないんだろう？」

「僕は君みたいな『魅力』が低い……低かった人間を見つけたかったからね。逆の物を探知できる場所で修業したんだ。『暗殺魔法師』の里で修業して、苦労して『魅力』が低い人間を特化して探知する技、『負気功探知』を手に入れたわけニャ」

「へぇ、『負気功探知』……」

「だから、『魅力』が10以下の人だったら、この街のどこにいても見つけられる」

　そう言ってロキナは、耳をぴくぴくと動かした。

　そういえば、心当たりがある。

「街で遊んでいたり、屋上で黄昏たそがれていた時、イヤにお前とのエンカウント率が高かった時期があったんだけど……お前何かしてた？」

「うぅん」

　首を振り否定するが、満面の笑みを浮かべていた。

「その笑顔はなん……いやつーか、今『暗殺魔法師』の里とか言わなかった!?」

　考えることが多すぎるため、スルーしかけたが、そのワードは看過できなかった。

「『暗殺魔法師』ってガチでいるの!?」

「何言ってるニャ？　いるよ。魔王の城があった暗黒大陸の大樹海の中に里があるんだけど、知らニャかった？」

「知らニャかった……」

　愕がく然ぜんとした。ヨルダの言っていた『暗殺魔法師』なんて噓うそ八百だと思っていたが、本当にあったとは……。じゃあ、もしもリリシアが倒されていなかったら、その里に行って仲間を得て、旅をしていたのかもしれない。

「で、街にリリシアちゃんを出して大丈夫なの？　街も街で危ないと思うけどニャあ……」

「俺のステータスになっているから一応は大丈夫さ。だけど、やっぱり不安だから、学校には来て欲しいんだよ。だから、『勇者の娘』と接触したい」

　俺の意思を伝えると、ロキナは「ふ～ん」と頷き、記録書から一枚の紙を外して差し出した。

「ほら、君が言ってた勇者の凱がい旋せん風景が載ってる号外見つけたよ」

「本当か？」

　それは魔王討伐から一週間後の号外、ロキナに頼んで探させていたのだ。

「だけどダメ、仲間しか載ってないニャ。あとパレードを囲む住人達」

『勇者一行、魔王討伐の旅より帰還!!』の文字の下の絵には、にこやかに笑う金髪の鎧よろい姿のイケメンと、ローブ姿の男と胴着姿の女、後は手を挙げて取り囲む民衆たち、しか描かれていない。

「そっか……家族の様子は載ってなかったか……」

　彼の家族の絵が載っているのを期待したんだが、やはり載っていないか。

　何かしら、勇者とその娘を探す手掛かりになるものがあればいいと思ったんだが……。

「父親に駆け寄って肩を組む娘。みたいな絵を期待したんだけどないよ、な……」

「どうしたの？」

　ロキナが尋ねる。俺が勇者の絵をマジマジと覗のぞき込んでいたからだろう。

「いや、この剣どっかで見たことがあるような……」

「剣？　ああ、《勇名ノ剣ブレイヴハート》のこと？」

　ロキナが言う、《勇名ノ剣ブレイヴハート》とは勇者が腰に下げている、キンキラキンの派手な金色の剣だろうか……趣味の悪いことに、柄には輝く宝石が施され、いかにも高そうな剣を下げていた。

「これ、いくらすんの？」

「それ重要？　高いと思うニャ……魔族を絶対に殺す魔法剣っていう世界に一つしかないものらしいから。億はくだらないと思うニャ」

「へぇ～、気に入らねぇなぁ……」

「君、他人が強いのは嫌なんだニャ」

　ロキナがジト目で見る。

　だが、この金色の剣、本当にどこかで見たことがあるんだが……どこだったっけ……。

「セン、パァァァ～イ!!」

　思考を打ち切るように、ローリエの声が響き、よどんだ書庫に風が舞い込む。

「こんなうっす暗いところで何をやってるんですかぁ～!!」

「グエッ！」

　侵入と同時に、背中に抱き着いてきた。ものすごい勢いで肺の息が外に出る。

「探したんですよぉ～！　もう、学園中を東に西に！　センパイの姿を追い求め千里の道を駆けてようやくたどり着きましたぁ！　こんな暗いところでお一人でいるなんて！」

「お二人です」

「さ、一緒に帰りましょう！　あ、それって放課後デートってやつじゃないですか、いいですね～！」

　ロキナの言葉を完全に無視して抱き着き、体を擦すり寄せてくるローリエ。足元の貴重な資料が彼女に蹴散らされていく。

「あ～……ローリエ、悪いがちょっと忙しくて……」

「忙しい!?　じゃあ協力しますよ！　任せてください、ボク、ユウトセンパイのためなら何十時間でもフル活動で働き続けますよ！　まず何します!?　お茶くみでもしますか!?」

　一いつ旦たん身を離し、ブンブンと腕を振るローリエ。同時にテンションを上げたせいなのか尻尾まで振り回し、ロキナが手にしている号外の記録書を吹き飛ばした。

「あ」

　ローリエは気づいていない。気づかずにキラキラした目をして指示を待っている。

　とても、勇者の資料探しなんて彼女には無理だ。ロキナも首を振って早く追い出すようにジェスチャーで言っている。

　仕方がない、初めてだが、今がやるべき時だろう。

「ローリエ、今から屋上に来てくれないか？　ちょっと話がある」

「え!?　それって……！」

　何を想像しているのか、ローリエは顔を赤らめ嬉うれしそうに笑った。

　彼女の好意はありがたいが、このまま曖昧にしておくよりは、はっきり言った方がいい、そう思っていた。




　　　　○




　片付けをロキナにとりあえず任せ、屋上で対たい峙じする俺とローリエ。

「あぁ、ローリエ、お前の好意は大変ありがたいんだが……」

　話を始める。ローリエは目を閉じ、静かに俺の言葉に耳を傾け始めた。

　彼女には本当に申し訳ないが……！

「俺は君と付き合う気はないんだ」

「え……」

　ローリエの全身から力が抜ける。

「本当に悪いが、好きな人がいるんだ。昔からずっと好きな……だから、ごめん……」

　ローリエの口が開いていく。眼めは見開き、愕然とした顔だ。

「ローリエ……」

　そんな顔はしないでくれ……。

　快活な表情を見せつけた彼女が、暗く沈んでいると、こちらまで悲しくなってくる。

「……わかりました……でも、ごめんなさい」

　どうして、ローリエが謝る。理解ができずに彼女の顔を覗こうとすると、ローリエはバッと顔を上げた。

　笑っていた。が、目の端に少し涙がたまっていた。

「ボク、ユウトセンパイの事。諦めたくないです。たとえ、センパイの心に想おもい人がいても、ボクは傍そばにいたいです。ただの友達でもいいから、傍に置いてもらってもいいですか？」

　涙目で懇願する。

「いいかって……そっちこそいいのか？　俺は、今、お前をその……振ったんだぞ？」

「いいんです。ボクは一緒にいられるだけでいいんですから。たとえユウトセンパイの気がボクに向かなくても、ボクはユウトセンパイと一緒にいられるだけで幸せなんです！」

　笑う。

　こんなに健けな気げな面があるとは思ってもおらず、驚いてしまった。グイグイとアプローチをしていた女の子だったから、てっきりそれでも付き合えと言ったり、激げき昂こうして罵倒し始めたりするとか覚悟をしていたのだが。

　結構、この竜族の転校生はいい子なのかもしれない。

「それで、ユウトセンパイの好きな子って誰ですか？」

「え!?」

　それは、言っていいものなのか、どうなのか悩み、視線をさ迷わせる。

「いや、えっと……」

「言ってくださいよ。ボクには聞く権利があると思いませんか？　その子のせいで振られたと言ってもいいんですから。あ、なら、ボクがその子との恋をサポートしてあげますよ！」

「ええ!?」

　俺が驚くとほぼ同時に、バンッと音を立てて、屋上の扉が開いた。

「ここにいたのね!!　ローリエさん！」

　メクリだった。彼女は眉を立てながら、ローリエへ歩み寄る。肩を揺らし、全身から怒りのオーラをにじませながら、

「今日は西の森の竜の対策会議をするから、学園長室に集まってくださいって言いましたよ……ユウト君!?」

　俺に気が付いた途端、怒りのオーラがすっかりとなくなってしまう。

「あ、あぁ……メクリ、さん」

「あれ？　さんづけするんだ？」

「あ、ごめん……メクリ、だったね」

「ハハ……」

「フフフ……」

　改めて彼女と対面すると緊張して照れてしまう。彼女も同様のようで互いに顔を赤らめて、俯く。

「ふ～ん……」

　その様子を眺めて、ニヤリと笑うローリエ。そして、ぴょんっと跳ね、俺の耳元まで接近すると、口元に手を添えて囁ささやく。

「もしかしてセンパイが好きな子って……メクリさんですか？」

「え!?　どうして!?」

「見ればわかりますよぉ～、そりゃ。わかりました。ボクにまかせてください！」

　ローリエは胸を叩たたいて再び跳び、今度はメクリの目の前に着地した。

「ローリエさん!?　あ、会議です！　もう時間は過ぎてるんですから、学園長室に……」

「そんなことよりも！　デートなんていかがです？」

「デート!?」

　ドラゴン討伐クエスト会議を「そんなこと」で片付け、唐突な提案を始めるローリエ。

　思考が停止している俺たち二人を置いて、ローリエは指を顎に当てて話を続ける。

「メクリさんは学園生活と冒険者稼業の二に足そくの草鞋わらじで日頃お疲れでしょう？　それとボクの歓迎会を兼ねて、明日の休日、三人でデートなんていかがでしょう！　良かったですね、センパイ、ダブルデートで両手に花ですよ！」

　メクリさんの冒険者稼業……？

「どうしてそういう話になるの!?　それに、ローリエさんが決める話じゃ……」

　メクリの抗議を無視して、振り向いて、俺に向かってウィンクをするローリエ。

　もしかして、さっき言ってたサポートをさっそくしてくれているのか。

「ボクが決めていい話ですよう。だって、ユウトセンパイがいればすぐにでも西の森のドラゴンを解決できたって、学園長は愚痴ってましたし、メクリさんもユウトセンパイは滅め茶ちや苦く茶ちや高レベルの魔法使いで、本当はこんなところでくすぶってる人じゃないって言ってたじゃないですか」

　俺のいないところで、そんな評価を……。

　ちょっと嬉しくなりながら、メクリを見ると、手を合わせてすまなそうにジェスチャーで謝っていた。

「あ」

　指輪を見る。そういえば、今の俺はリリシアのステータスになってレベル５なんだった。

　そうとも知らないローリエは、上機嫌そうに両手を挙げ、

「つまり、ユウトセンパイの説得のためのデートですよぉ！　三人でデートすることを条件に、西の森ドラゴン討伐クエストにセンパイも協力してもらう。どうですか!?」

　言い切り、俺とメクリを交互に見る。

「だ、あ……」

　メクリは視線を泳がせて戸惑っている。彼女としては、ここは断るべきだと考えているのだろう。今のユウト君は弱体化している。だから、ローリエの条件は元々が成立していないので、西の森ドラゴン討伐クエストの会議をユウト君抜きで進めてもらった方がいい。だが、どういえばいいのかわからない。そう言った感じだ。

　メクリの思考は何となくわかった。が、

「俺は、いいよ」

「ユウト君!?」

　まさか、提案に乗るとは思っていなかったとメクリが目を見開き俺を見る。

「メクリと、ローリエと三人で遊ぶの、楽しそうだ。それに、竜の討伐クエストにも参加してもいい、と今は思ってる」

　ローリエがウィンクし、俺も頷く。戸惑っているのはメクリ一人だ。

「えぇ……そんな、いいの？　いいの？」
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　屋上での話の後、やはり会議は行われ、大幅に遅らせたローリエは終了後にヨルダに怒られている。

「もう、本当にユウト君は安請け合いして」

「はは、悪い……」

　メクリと共に住宅街を歩く。互いにガスティン人魔共同学園の寮へ向かって。男子寮と女子寮は並びあっているため、帰り道はほぼ同じだ。

　だから、よく彼女を登下校中に見ることはあった。だが、たいてい取り巻きに囲まれていたり、俺に気が付いてくれなかったりと、こうやって並んで歩くなどできっこないと思っていたが、『魅力─９９９』のおかげか、ローリエのおかげか、こうやって共に歩く事ができた。

「ユウト君？　どうするの？」

「え？」

「えって、ユウト君は今『魅力』を手に入れた引き換えに『魔法』を失っているじゃない。西の森ドラゴン討伐クエストに私たちと一緒に来ても、危険に晒さらされるだけよ」

「ああ……それは……」

　メクリには見えないように指輪に指を添える。いざというときは、これを外せばいいのだが、それをメクリは知らない。この事を話すと、《エクスチェンジリング》の事を話さなければいけなくなるので、何とか誤ご魔ま化かす。

「ど、どうにかするさ。いざとなったら助すけっ人とを呼んだりしてさ……」

　元魔王という強力な助っ人を……。

　そんなことは知らないメクリは怪け訝げんな顔をしている。

「あ、あそこ……一昨日おとといあそこで雨宿りをしていたよな！」

　もう閉店した元道具屋の屋根の下。そこでメクリは雨宿りをしながら不良に絡まれていた。

「あ、ああ、あの時は助けてくれてありがとう」

　メクリは気まずそうに頰ほおを搔かく。

　そういえば、あの時、メクリは腰に金色の剣を下げていた。あの剣……やっぱり……、

「《勇名ノ剣ブレイヴハート》……だよなぁ……」

「え!?」

　メクリが背筋を伸ばして固まったのを、見逃さなかった。

「……あ」

　その瞬間、俺の頭の中で全てがつながった。

「もしかして、『勇者の娘』って、メクリか？」

「え、あの、その……！」

　メクリは答えることもできずにわたわたと手を振り慌てるだけだ。

「いろいろおかしいとは思っていたんだ。ウチのクラス委員でもないし、生徒会長でもないメクリがローリエのお世話役を任されていたり、竜討伐クエストに当然のように参加しようとしていたり、それをローリエが何の違和感もなく受け止めて……それに、ローリエが口を滑らせていたんだよ。メクリが学園生活と冒険者稼業の二足の草鞋を履いてるって」

「う、う、う……」

　胸を押さえて蹲うずくまる。指摘は全て当たっているらしい。

「まぁ、一番決定的だったのは、この間、勇者の剣を持ち歩いていたことだけど、どうして外に持ってきてたの？」

「それは……あれ傘立てにかけてあって間違えて」

「えぇ……勇者の剣を傘と一緒の場所に置いておくなよ。どんだけ扱い雑なんだよ……」

「………ハァ」

　観念したように肩を落とした。

「そう、皆には黙っていたけど、学園の外では王都から出て魔物の討伐クエストや薬の素材採取クエストとかこなしてる。冒険者、見習いよ」

「〝鬼姫〟……」

「誰!?　そのあだ名を言ったの！」

「ヒッ……！」

　ぼそりと呟つぶやいただけなのに、鋭い眼光で射すくめられた。

　初めて見る、人を殺す眼光だった。

「ま、魔族の間で有名らしいっすよ？　『勇者の娘』には気を付けろ、会えば絶対殺されるって……」

　一応ロキナから聞いたことは隠しておく。あいつから話を聞いた時は噓うそかと思ったが、先ほどの眼光で真しん実じつ味みが増してきた。

「ハァ……だいぶ誇張されてるのよ、それ。確かにレベルの高い魔物を倒したりはしてたけど、一体だって魔物も、勿もち論ろん魔族も殺したことない。ちゃんと殺さないように手加減してる。ただ……」

　剣がそこにあるかのように腰に右手を添える。

「父の剣、《勇名ノ剣ブレイヴハート》は魔の者だったら容赦なく祓はらってしまうから、やりすぎちゃうこともあって、クエスト受けたての頃は、結構相手を瀕ひん死しにしてた……かも」

「かもじゃなくて、絶対にやってるよね？」

　そんな顔を赤らめて、「恥ずかしい……」と言いながらする話じゃない。

「メクリが、『勇者の娘』……」

　それならば、リリシアが学校に来ることも可能かもしれない。メクリはちゃんと話せばわかる子だ。魔族とも普通に仲良く話しているし、ハーピィ族のマーメイとは親友の間柄にまでなっている。

「……………ふぅ」

「ユウト君、悪いんだけど、皆には内緒にしておいてね？　ヨルダ学園長や、ローリエさんとか一部の人には知られてるけど、『勇者の娘』ってだけでいろいろ面倒なことがあるから」

「わかってる。命を狙われたりするもんな」

　それに、彼女はこの美貌だ。公にしたらただでさえいるストーカーが何倍にも膨れ上がるだろう。

「ありがとう、でも、何かあったら私を頼ってね。ユウト君は今弱いんだか……あ」

「弱い……」

　ステータスの交換をしたというのはあるが、改めて人から弱いと言われるのは結構ショックだった。この世で最強の賢者だと自負していただけあって、最弱に転落すると自分のアイデンティティがなくなっているような気になる。

「ごめんなさい！」

「え？」

　落ち込んでいると、メクリが思いっきり頭を下げた。

「どうしたんだよ、突然!?　そりゃちょっと気に障ったけど、そこまで謝ることじゃ……」

「『魅力』が低い人とは付き合えないって言って本当にごめんなさい！　ずっと気にしてたの、気づいていたけど……どう話せばいいかわからなくて……」

「ああ、そっちか、でもどうして突然？」

「私があんなこと言ったから、ユウト君はあれだけ鍛えていた『魔法』もレベルも失って……そうなるまで思いつめているなんて、私、思ってもいなくって……」

「……メクリ」

　メクリは頭を下げたまま、肩を震わせていた。

　本当に、前から俺のことを気にしてくれていた。

　そう思うと何な故ぜだか嬉うれしい。

「メクリ……いいんだ、もうそのことは。だから、顔を上げてくれ」

「でも……」

「いいんだって。俺はもう気にしてない。そうやって申し訳なく思われてる方が、気にするよ」

「……ありがとう。謝らなきゃとは思っていたんだけど、ずっとタイミングがなくて、ようやく謝れたよ……」

　そう言って顔を上げるメクリ。彼女の目の端には涙があった。

　ああ、良かった。彼女も気にしていたんだ。三ヵ月前の俺の告白を。

「私、今まで『魅力』が高いおかげで苦労して、１００以下の人とは付き合わないって言ってけど、それで傷つく人がいるって考えが足りてなかったよ。反省する。これからは『魅力』で人を判断しない。だから、ユウト君」

　メクリのしなやかな手が伸び、俺の右手をぎゅうっと握る。

「もし、『魅力─１』に戻ったとしても、あなたの元を離れない。そして、絶対に見つけて見せる」

「……ッ！」

　ドキッとした。

　ヤバい、心臓の音が速くなってる。

「あ、ああ……わかったよ」

「そう、ごめんね。それだけは絶対に言っておきたくて」

　安心したような表情を浮かべて離れていくメクリ。もっと彼女のぬくもりを感じていたかったが、それを言うのは欲張りというものだろう。

「でも、最近は物騒だから本当に気を付けてね。昨日、女子寮に不審者が出たんだから」

「不審者？」

　メクリは頷き、真剣な表情を作った。

「うん。魔族でね。マーメイは、背中に翼が生えてたから、悪魔族の女の子だったって言ってたけど……女子寮に入ってきて何の目的か荒らしまわって……だから、ユウト君も気をつけてね。あの子が何をするか、その子がまた出るかもしれないから」

　そう告げると、メクリは背を向けた。

「悪魔族の女の子が女子寮……」

　心が、ざわついた。
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　メクリが『勇者の娘』だとわかったが、もう一つの問題がまだ残っている。

　リリシアを本当に信用してもいいのか、だ。

　腹の内をまだ探り切れていない。本心では勇者の命を狙っているのかもしれない。女子寮に現れた不審者がもしや彼女かも……。

　部屋に戻ったが、まだリリシアは帰ってきていなかった。

「まだ戻ってきて、ないよな」

　ずっといないと思うと不安になってきた。

《エクスチェンジリング》を見つめる。

　この指輪を外せば、あいつとのステータス交換は元に戻る。そうなれば俺の『魅力─９９９』は失われてしまうが、あいつはレベル５に戻り、魔族の王として君臨することはできなくなる。

　やっぱり、魔王の復活がいつでもできるこの状況を維持しておくのは……。

「ああ、ユウト。帰ってたんだ？」

　扉が開き、リリシアの声がする。慌てて《エクスチェンジリング》に添えた手を離す。

「リリシア、お前今までどこに行ってた……その風呂敷何？」

　リリシアの手には謎の風呂敷が握られていた。黒い布でくるまれ、中に何が入っているのかわからないが、リリシアの持つ手が沈んでいることから柔らかい何かだというのはわかる。

「ヒ・ミ・ツ♡」

　可愛かわいらしく唇に指をあてて、ウィンクする。可愛らしかったが、何が入っているのかは言ってくれず、誤ご魔ま化かされた感じがあった。

　もやもやする。やっぱりここで全てを知っておきたい。

「勇者を探しに行ってたんじゃないのか？」

「……どういうこと？」

　機嫌が良さそうだったリリシアがフッと冷たい表情になる。

　メクリが『勇者の娘』とわかった以上、こいつの思想をここではっきりさせておきたい。

「お前勇者を恨んでいるのか？」

　いきなり、単刀直入に尋ねる。

　リリシアはベッドに向かっていた足を止め、何の感情も読みとれない目で答えた。

「あぁ、死ねばいいと思ってるよ。あんな屑くず」

「!?」

　指輪に再び手を添える。

「復ふく讐しゆうを考えているのか？」

「それはないな」

　少し、笑いとばすような声色で、即答だった。

「個人的には大っ嫌いだよ。あんな屑。だけど、復讐なんか考えていない」

「……本当か？」

　噓をついているような表情ではなかった。特に気にも留とめていない、そんな表情。

「本当だよ。あぁ、ユウト。もしかして、私が復讐のためにステータスを交換したと思ってる？　勇者と『勇者の娘』……」

　ベッドに座り、足を組み、口の端を吊つり上げた。

「メクリって子を殺すため、に？」

「……どうしてそれを!?」

　まだリリシアにはメクリのことは話していないはずだ。なのにどうして……、

「わかるよ。顔、同じだもん」

「顔……」

　あ、昨日、屋上でメクリと会っていた時、こいつは変な動きをしていた。メクリの顔をまじまじと見て、納得したような。

　あれは、父親と顔がそっくりだと、納得したか、ら……？

「いや、どこ見てんだよお前！　全然似てないわ！　メクリはあんなごつい顔してないわ!!　もっと……こう……滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いわっっっ!!」

　可か憐れんなメクリが、あのおっさんと同じ顔をしているとは何という侮辱だ。

「同じ顔してたよ？　大体あんな感じの顔」

「ちっげーー!!　銅像とか似顔絵とかとメクリとあの勇者との顔では美しさに天地の差があるからね？　血がつながっているのが信じられないほど、メクリは可愛いからね？」

「銅像って、あれこそ全然違うよ。本物はもっとなよなよっとした顔してたもん。男らしさを誇張させて、作らせたんじゃないの」

「………そうなのぉ？」

　魔王様にそれを言われると、もう何も言えない。

　俺が見た勇者の姿は、絵や銅像、人の手で作り出された勇者像だ。魔王は本物を直じかに見ているのだから、こいつの方が正しい。証拠にこちらが何も言っていないのに、メクリの正体を看破した。

　だとすると……俺は見せつけるように指輪にかけた手を掲げ、

「だ、とすると、わかるだろう、俺は今不信に陥っている。魔王、俺はお前を信用できない」

　言う。すると、魔王の瞳が左右に揺れ、下を向いた。

「…………」

　悲し気に。

「メクリに危害を加えるのなら、俺はこの指輪を外さなきゃいけなくな、る……」

　そうなったら、また以前の誰にも気づかれない生活に逆戻りだぞ。メクリとの関係も、ここで終わりだ。彼女はもう俺を見てはくれない──。

『もし、『魅力─１』に戻ったとしても、あなたの元を離れない。そして、絶対に見つけて見せる』

「………ッ、どうなんだ、魔王。お前の本心を話してくれ」

　未練を断ち切るように首を左右に振って、魔王を睨にらみつける。

　魔王は俯き、息を吐いて全身の力を抜いた、そして、再び顔を上げ、

「私は、私の目的は……この世全て、ありとあらゆるものすべての平穏よ。復讐とか、魔王の立場とかどうでもいい」

　まっすぐに俺の目を見据える、魔王。

「もっと多くの物を見たい、もっと多くのおいしいものを食べたい、そう、おいしいものを。もっと遠くの景色を見たい、全ての人と仲良くなりたい、そんなありふれた、普通の目標を持ってるだけのただの女の子よ」

　彼女の目は澄んでいた。水晶のように透き通り、全てを見透かす、そんな目だった。俺の疑念を見透かし、自分の全てをさらけ出す覚悟のある。

「本当なんだな？　魔王らしく腹に一物抱えては、いないんだな？」

「何なら、腹を晒さらして見せようか？」

　蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべ、リリシアは、上着を脱ぎ放った。

「何を!?」

　慌てて顔を手で覆う。が、指の隙間から彼女の肢体を見てしまう。視線を逸そらせなかった。

　リリシアは、流石さすがにパンツは穿はいていたが、それ以外は何もつけていない。裸を晒す。

　美しい……はずだったが、不思議と胸はときめかなかった。そういう感情が湧き上がってこない。そういえば、こいつは現在『魅力─１』なのだと納得した。

「見てよ」

「見ていいの!?」

　何も纏まとっていないリリシアは、手を広げて全てを見せつける。

　そして、指を下腹部に這はわせた。

　そこにあるものはステータス交換をするときに俺が施した……、

「この術式刻紋はまだあるよ」

　魔法を封印する紋がある。全く変わらずに赤々と輝いていた。

「これがある限り、『魔法─９９９』は宝の持ち腐れだ。『力』『防御』……そういうステータスは確かに高いけど、腕っぷしだけでは勇者に勝てない。自分の魔法が信じられない？　ユウト？」

　信じることは、できる。俺が魔導書を読み漁あさり、改良に改良を重ねた刻紋。そこまで苦労して開発したわけじゃなく、たまたま思いついて作った魔法だが、『魔法─９９９』の能力値があっても、あの術式を一つ一つ解といていくのは面倒で、途中で諦める。

　自分で作っておいて、解呪ができそうになかった。だから、敵に使われたらどうしようとさえ思っていた魔法だ。リリシアが解呪できるわけがない。

「…………」

　沈黙していると、リリシアがゆっくりとこちらへ歩み寄り、
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「だったらさぁ、考え方を変えよう。ユウト、もしも私が……」

　俺の手を取り、自分の胸の真ん中にあてた。

「また魔王になったら、殺せばいい」

「殺すって……」

　そう言われると言い知れない恐怖が胸を包んだ。彼女を失うのが怖くなった。

　俺の不安を彼女は全く察することなく、微笑む。

「もしも勇者への復讐を考えていたとしても、考え方次第さ。私が悪の道に走ろうとしたら、君の手で討てばいい。そしたら君は、本当の勇者になることができるんだよ？　生き残っていた悪魔王を倒した本当の勇者に」

「そんなこと……」

　言いかけた唇を、指で塞がれた。

「ユウト、改めて『契約』を交わそう。ステータス交換をし続ける上での。もしも私が魔王になったら、君が殺す。だけど、そうじゃなかったら、私が本当にみんなと仲良くしたいだけだと、そういう姿を見せ続けている間は、指輪を外さないで……」

　雰囲気が変わった。

　リリシアは懇願していた。泣きそうな顔になり、俯き、

「お願い……」

　消え入りそうな声で、最後に言った。

「……わかった。俺は、お前を信じるよ」

「……ありがとう」

　そう答えるしかできなかった。

　自分の全てを晒し、目に涙をためて懇願する。そんな彼女が魔王として、復讐をたくらんでいるとはとても思えない。

　思いたく、なかった。
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　ダブルデートの当日の朝。

　今日の目覚めは非常に良い。昨日は開いていた窓も今回はちゃんと閉まっているし、体調もいい。

「リリシア、起きろ。朝だぞ」

「んぅ……」

　隣で寝ているリリシアを起こす。リリシアは眠そうな目をこすり、

「おはよう、ユウト……」

　シャツを上に羽織り、パンツ一枚だけの簡易的なパジャマを着ている彼女は、少し身を動かすだけで胸元がはだけ、非常に危なっかしい格好をしていた。そろそろ服を買いに行かなければいけないと思ってはいるのだが、今日は予定がある。

　リリシアはフッと二つのベッドの間に置かれている、目覚まし時計に目をやり、

「あれ、今日は学校はないの？　昨日はこのぐらいの時間帯にはもう学校についていたけど……」

　いつもだったら、今頃朝の出欠確認の時間なのだが、今日はのんびりしていて大丈夫。

「今日は休日なんだ。だから、学校はないの」

「え～……そんなつまんないの。まぁ、今日はどちらにしろ学校には行けないけどね」

　今日は、行けないってどういうことだとは思ったが、聞いても多分はぐらかされるだろうとあえて何も聞かなかった。

「リリシア。今日俺デートに行くから、どこか出かけるのなら戸締りちゃんとしておいてな」

　ピクリとリリシアの肩が揺れ、少し怒気をはらんだ声で尋ねる。

「デート？　それは楽しそうですねぇ、私を置いて」

「あ、あぁ……なら、お前も来るか？　ダブルデートだし、一人増えても」

「しかもダブル!?　ふん、順調に『魅力─９９９』を使いこなしているみたいじゃないか」

　不機嫌そうに腕を組んでうなるリリシア。

　自分をのけ者にして遊ぶのが面白くないのだろうが、俺はこのために『魅力─９９９』を手に入れたのだから、わかって欲しい。

「私は行かないよ。さっきも言った通り、予定があるんだ」

「魔王がこの街で何をするのか、不安だけど。とりあえずは何も聞かないよ。俺はお前を信じるって昨日言ったから」

「…………」

　そっぽを向いたままだったが、少し嬉うれしそうに頰ほおを赤らめていた。

「それで、誰と誰と行くの？　一人はどうせメクリでしょ？」

「う……当たり。もう一人は言ったところでお前が知らない人だし。竜族のローリエって言うんだけど」

「竜族のローリエ？」

　リリシアの反応は予想外だった。眉間にしわを寄せて、体が固まり、何か気がかりなことがあるように思考を巡らせていた。

「あ、あぁ……竜族の転校生なんだけど。知ってる奴やつか？　確かに竜族の交渉人に選ばれるくらいだから、お前と面識があってもおかしくはなさそうだけど」

「交渉人？　じゃあ違うか、元部下に似た名前の奴がいたけど、こんなところに来るような奴じゃないし、ましてや交渉事なんてあいつがやるわけがない」

　力を抜いて、微笑ほほえみ、考えを払しょくするように首を振るリリシア。

　だが、不安はぬぐいきれていないようで、俺が部屋を出るまでずっと険しい表情をしていた。




　　　　○




　キャヴァナ王都の中心には時計塔がある。王都のどこからでも時計板が見えるほど巨大で、作られて二百年経たち、少し日に焼かれた外壁は歴史を感じさせる。王都の象徴であり、若者たちの待ち合わせのスポットとなっている。

　リリシアを置いて、俺は時計塔の下で二人を待つ。持っている中で一番気合を入れた真紅のベヘモスの皮のジャケットに、王都最高級ブランド、ラーズの黒いズボンをはいて気合を入れた。一応。

「それにしても二人共遅いな……」

　時計を見上げると、丁度待ち合わせの十時をさした。

「ユウト君……！」

　メクリの声がして振り返る。

「ああ、メクリ!!」

　彼女へ向かって手を振ると、メクリも嬉しそうに振り返してくる。

「ごめん、待った？　準備にちょっと手間取っちゃって」

「いや、今来たとこ」

　走ってきたのか、メクリの額には若干の汗が見える。

　メクリは、可か憐れんで思わずときめくような格好をしていた。

　胸元が開き、フリルのついた青いシャツと太ももがまぶしいショートパンツ。普段学校で見せる制服姿よりも露出度高めの格好でドキッとした。こういう動き安い格好が好きなのだろう。

　ただ、腰に《勇名ノ剣ブレイヴハート》、黄金の勇者の剣を下げていた。それも彼女が付けていると、バランスが良く一種のファッションみたいになって似合っている。

「どうして、剣を持ってきちゃったの？　また傘と間違えて持ってきちゃったの？」

「違う、防犯用!!　言ったでしょう、一応、ローリエさんは要人だって。女子寮に不審者も出たし、何かあった時のために私がこれでローリエさんを守るの」

「な、なるほどね……それでローリエは？」

「もうすぐ来ると思うけど……」

　自分が来た方向を振り返ると、丁度赤い髪がこちらに向かって来るところだった。

「すいまっせ～ん、少し遅れました～！」

　ローリエが、遠くから尻尾を左右に振ってこちらへ駆けてくる。

　助かった。彼女が来てくれたことで女子寮の襲撃者の話をする雰囲気ではなくなった。

「着替えるのに手間取っちゃって、すいません」

　ローリエの衣装はスリットの深い、赤いピタッと体に張り付いたワンピースタイプのドレスだった。竜族の伝統衣装にこのような絹でできたドレスがあると、ロキナから聞いたことがある。その証拠に、胸元には竜の刺し繡しゆうが入っていた。

「あ、センパイ、見み惚とれちゃいました？　この格好。可愛かわいいでしょ？　ボクの魅力を一層引き立ててるでしょ？」

　俺の視線に気が付いたローリエが体をしならせてポーズをとる。

　凹凸の少ない体形のローリエは体のラインを浮きたたせるドレスが似合いすぎるほど似合う。

「ああ……可愛いぞ。ローリエ」

　素直にほめるのめっちゃ恥ずかしい。

「やった～！　センパイが褒めてくれたぁ～！　きゃっほい！　時間をかけて準備した甲か斐いがあった」

　だが、ローリエが飛び上がって喜んでいるのだから、いいか……。

「じゃあ、行きましょうか」

　メクリが頷うなずいて俺の右手を握った。あまりに自然な動作で、声を上げる間もなかった。

「じゃあ、早速行きましょうか。三人で楽しく王都の街並みを楽しみましょうよ！」

　ローリエは俺の左腕に飛びついてくる。「楽しい」を二回言うほど、ローリエは今日を楽しみにしていたようだ。

　両手に花の状態で、顔がにやけるのを抑えながら、俺は街へ繰り出した。




　　　　○




　最初に訪れたのは、中央通りに立ち並ぶ屋台の道、通称屋台通りだった。

「うわ～、何でもあるじゃないですか！」

　取れたての新鮮な野菜、果実や様々な種類の肉。そして、歩き流れても食べられそうな軽食店が並んでいた。

「安いよ安いよ～、新鮮なニジイロマダイが一匹百ヴァーナ」

「そこのお嬢さん、サンドウィッチはいかがですか？　王都に来たらイッポンヅノブタをつかった一角サンドを食べなければ始まりませんよ」

　屋台通りは活気にあふれ、入るとすぐに宣伝を聞かされる。

「こんなに人が溢あふれて、魔族もたくさんいる」

　王都の中央に住んでいる市民はここで買い物をすることが多く、いつも人で溢れている。

　俺とメクリは見慣れ、人込みにうんざりしているが、ローリエは目を輝かせて駆け回る。

　先ほど声が大きかった、小太りのおっさんがやっているサンドウィッチ屋に足を向ける。

「おじさん、一角サンド三つね」

「あいよ」

　体が横に広く、街の気のいい商店の男という雰囲気のサンドウィッチ屋に、一角ウサギの肉が挟まったサンドを頼む。

「い、いや大丈夫お腹なかすいてないから……少食だから」

　三つのサンドを手にメクリの元へ行くと、彼女は申し訳なさそうにお腹を押さえた。

　王都の外の草原を駆ける一角ウサギの引き締まった肉の詰まったサンドだ。一見量が少なそうに見えても意外とボリューミーで腹には溜たまる。

「そっか、残念だな……」

　ぐ～……。

　メクリのお腹が鳴った。

「…………食べたいんじゃん」

「だって、食べ歩きなんてはしたないって思われそうで……」

　恥ずかしそうに顔を真っ赤に染め、ウルウルした目で見上げるメクリ。

　その表情が滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいかった。

「遠慮せずに食べろって、ここはそういう場所なんだから」

「そ、そう？　実はそれ凄すごい食べたい、いただきます！」

　差し出すと奪い取る勢いで、受け取り、口をあんぐり開けると一口でメクリは食べきった。

「え!?　一口!?　ぱっくりといったよ!?」

　大魚が小魚を食べるような光景に、驚いて目を見張る。

「ガッハッハ！　いい食べっぷり。夜のフードクイーンみたいだ」

　サンドウィッチ屋のおっさんは嬉しそうに笑った。聞いたことのない異名の持ち主に例えて。

「夜のフードクイーンって何？　そんな称号を持つ女がいるの？」

「ああ、ここいらじゃ有名な大食い女だよ。夜の屋台に現れては店中のものを食い歩く。彼女が来たらここいら大盛況さ。彼女の嬉しそうな顔をみればそれはもう……」

　へぇ、そんな女がいるのか。おっさんは嬉しそうに言うが、よっぽどおいしそうに食べるのだろう。

「ところでローリエは？」

　そういえば彼女がいないと、ローリエを探す。

「あそこ、雑貨屋さんを見てるわね」

　ローリエは軽食屋の通りから少し離れた金属のアクセサリーを取り扱っている雑貨屋の前にいた。

「ローリエ、何か気に入ったのでもあったのか？」

　机の上に様々なアクセサリーが並び、店主は偶たま々たま不在なのか、椅子には誰も座っておらず、代金を入れる瓶だけ椅子に置いてあった。

　その机の上に置いてある赤いオーブが埋まっているペンダントをジッと見つめてローリエは動かなかった。

「ローリエ？」

「あ！　ひゃい!?　何ですか!?　ユウトセンパイ!?」

　俺から声をかけられ飛び上がるローリエ。

「じっとそれを見て、欲しいのか？」

　俺の方を向いていても、未練があるようにチラチラと赤い宝石を見ている。

「……欲しいです」

「じゃあ、プレゼントしようか？」

「違うんです。これは……」

　ペンダントを手に取ると、俺の首にかけた。

「ボクがプレゼントしたくて。センパイに……」

「俺に？　どうしてこれを？」

「このペンダント《ハートブレイカー》って言って。これをプレゼントされた相手はした相手にメロメロになるって……」

「あ、あぁ」

「ごめんなさい、ボクやっぱりセンパイの事好きだから……」

　かあっと赤くなった顔を押さえて、恥ずかしそうに首を振る。

　つまりは惚ほれるおまじないと言うことか。昨日までなら、ローリエの行動に引いていたかもしれないが、殊勝な態度をとり続ける今のローリエにされると、心なしか心臓の鼓動が速くなる。

　それだけ、ローリエが俺のことを好いていてくれるというのは嬉うれしいし、女の子からのプレゼントというイベントも初めてだ。

「ありがとう。大切にする」

「センパイ……！　ボクにメロメロですか？」

「……ッ！」

　やばい、ときめいちゃった。

　ローリエを振ってからというもの、この娘こは押し付けるばかりだった態度を改めてこっちを気遣えるようになっていた。

　今までが今までだった分、そのギャップで魅せられてしまう。

「……ばっか、そんなわけないだろ」

　ローリエの額を小突く。

「ちぇ～、てっきりメロメロになる魔法でもかけられていると思ったのに」

　ローリエは小突かれた額を押さえて嬉しそうに笑った。

『一万の術式を操る大賢者』だが、惚れ魔法なんてものは知らない。だが、そんなものがなくても、ローリエには十分その能力は備わっている。

「でも、これも一応魔法はかけられてるな、薄いけど魔法陣が見える」

　宝石を覗のぞき込むと中心あたりに小さな魔法陣がある。深い赤色をしている宝石なので、中の魔法陣が見えにくい。それも一つだけではなく何重にも魔法陣が重なっているので、強力な魔道具の可能性があるが、今のへっぽこな自分では何かは解読できない。

「二人共、いつまでそこにいるの？」

　待たされたメクリが、俺たちの元にやって来る。そして、俺とローリエをジッと見る。放っておかれたことで若干不機嫌そうだ。

「あ……センパイ！」

　そのことにすぐに気が付いたローリエが、俺の手を取り、何かを握らせた。

「センパイと一緒にプレゼントを探していたんですよ。メクリさんへの！」

「私の？」

　手を開くとそこにあったのは赤い宝石が埋められた羽の形をした髪留めだった。

　このアクセサリーをプレゼントしろということだろう。

　値札に書かれていた金を瓶に入れ、メクリの頭に付ける。

「ああ、これを、な」

「あ……ありがとう」

　嬉しそうにするメクリ。その横でローリエがぐっと親指を立てる。

　流石さすが、ナイスサポートとローリエに応えて俺も笑って親指を立てる。

「良かったですね、こんなに可愛い羽の髪留めをプレゼントされて！　メクリさんにめっちゃ似合ってますよ！」

　ローリエは髪留めを褒めたたえながら、指で撫なでた。自分で選んでいるので自画自賛なのだが、そのことをわかるのは俺とローリエだけ、嬉しそうにしているメクリにはばれないように、

「あっと、と……」

「メクリ!?」

　メクリが意識が飛んだようによろめいて、慌ててその体を支える。

「あ、ありがとう……あっ」

「……………ッ！」

　至近距離にメクリの顔があってドキッとし、互いにバッと距離をとる。

「あのそのごめん、急に立ち眩くらみがして」

「い、いやこちらこそ。いいんだ」

　真っ赤になって顔を逸そらす俺たちを、ローリエはニヤニヤしながら眺めていた。
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　　　　○




　それから、王都の石造りの街をぶらぶらしていたのだが……。

「……センパイ、メクリさん。何か話しません？」

「あぁ、うん」

「そ、そうね」

　俺とメクリは互いに無言。顔を逸らして、見ないようにしている。

　やばい、お互い意識しすぎて、会話が全く続かない。チラチラと様子を窺うが、これといった決定的な話題がなくて困惑する。

　ローリエは肩を竦すくめ、

「あ、そうだ！　気分一新のためにブティックでも行きましょう！　ボク新しい服が欲しかったんですよ！」

　通りかかった服屋を指さし、俺の手を引くローリエ。そして、仕方なくといった感じで首を振り、メクリも付いて行く。

　おしゃれでカジュアルな服が並んだ店内を三人で歩く。

「うわぁ、最近の《ステータスカード》ってこんなにおしゃれなものもあるんですね」

　ピンクのフレーム、サングラスタイプの《ステータスカード》をかけてみるローリエ。かっこよさと可愛さを両立させているデザインで、ローリエにはかなり似合っていた。

「ああ、いいんじゃないか？」

「ありがとうございます！　センパイのステータスが見える見える……流石は『魅力─９９９』！　その数字を見るだけで惚れちゃいそうです！」

　ローリエは飛び上がる。が、

「あ～……レベル５で低いじゃないですか。ダメですよォ、平和になっても何が起きるかわからないんですから、ちゃんとレベルを上げておかないと」

「昔は全く逆のことを言われたな……」

　ムーランからはそんなものは上げても仕方がないと言われたのに、いざなくなると逆のことを言われるとは皮肉なものだ。

「ん、どうした？」

　と、自嘲気味に笑っていると、ローリエが周囲をキョロキョロと見渡し始めた。

「え、いえ、メクリさんどこ行ったかなって思って」

「後ろ」

　ローリエの後ろにメクリはずっと居た。ただ、服も見ずに、眉間にしわを寄せて頭を押さえ、目を閉じ棚にもたれかかっている。

「メク」

「メックリさぁ～ん！」

　どう見ても体調が悪そうで、彼女に声をかけようと近寄ったが、ローリエが俺とメクリの間に入る。

「も～、どうしたんですか～！　どうしてそんなにテンション低いんですか～！」

「え、あぁ、ちょっとごめんなさい……何でもないの……」

　メクリは気丈に微笑み、寄りかかっていた棚から体を離した。

「何でもない!?　何でもあるじゃないですか、緊張してるんですか？　ならほぐしましょう！　ずっと俯うつむいて眉間にしわ寄せて！　何か服を選びましょうよ！」

「……あ～、いいかな。今そんな気分じゃない」

「そんな気分にするんです！　せっかくユウトセンパイと一緒に来てるんですよ!?」

　ローリエがメクリの手を摑つかんだ。

「ど、どこに……？」

　ローリエにされるがままに奥の更衣室に連れていかれた。

　何をするのかなと、しばらく待っていると、おもむろにその幕が開かれた。

「ジャジャ～ン！」

「～～～～～ッ！」

　メクリがピンクのフリフリのミニスカートドレスを着て、顔を羞恥に染め上げていた。

　先ほどの青かった顔も、今は赤い。ローリエの言う通り、気分の問題だったのだろうか。

「…………ぁ」

　余りの可愛かわいさに絶句する。

　メクリは俺たちの高たか嶺ねの花はなであったのだが、こんなに女の子らしい、女の子の良さを十二分に引き立たせる格好は今までしたことがなかった。

「まだまだ行きますよ～！　センパイ、見ててください！」

「ちょっと！　ローリエさん！」

　メクリのファッションショーが始まった。最初は赤いチェックのシャツにスカートと普通の物だったが、黒のゴシックロリータファッションからタガが外れ、メイド服に東の国の倭わ服。ポンチョを被かぶった民族衣装など、どこから見つけたんだよと言いたくなる衣装に次々と着替えさせられていった。そして、ローリエもノリノリでメクリとおそろいの服を着て、嬉しそうに服を見せびらかしていた。

「次が最高に凄すごいので、ちょっと待っててください！」

　更衣室から頭だけ顔を出して、ローリエがウィンクする。

「凄いって何を着せる気……」

「じゃ、センパイ待っててくださいね！」

　メクリの抗議を無視してカーテンは閉じられてしまった。

「ちょっそこはやめ……！　ぎゃ～何それ！　服なの!?　ただの金属板じゃない!?」

「ぐへへ……メクリさぁ～ん。大人しくしててください」

　幕の向こうから二人の楽し気な声が聞こえる。

「メクリさぁ～ん、動かないでくださいよ。肩パッドが上手うまくつけられないじゃないですか」

　肩パッド!?

　一体どんな服を着させられているんだ。

「はい、両肩に付けました。あとは、胸と……下の方に」

「あ、うん……ッ!!　これで街歩いたら騎士隊に捕まるよォ!!　あっ、あ……」

　服じゃないのかもしれない。

「まぁ、時間がかかりそうだし、これ以上立ち聞きするのも悪いか……」

　なんかわからんがメクリの声に色がついて来たし……。

　ゴクリと唾を飲んで、その場を離れようとする。

　と、突然、メクリたちが入っている個室の隣から手が伸び、摑まれる。

「……ッ！　お前！」

　その左手には、銀色の指輪がはめられていた。そのまま個室に連れ込まれる。

「お前、付いて来てたのか！　リリシア！」

「しぃ～……声を小さく。隣のローレルに気が付かれる」

　リリシアは人差し指を唇に当てて顔を近づけた。

　ローレル？　ローレルじゃなくてローリエだと、名前間違えを訂正したかったが、それより気になることがあった。それは彼女の服装で……、

「……その格好なんだよ？」

「これ？　ああ、ちょっと仕事中で」

　リリシアはメイド服を着ていた。黒いワンピースにエプロンのスタンダードでシンプルなメイド服を。こんなところでメイド服姿のリリシアが見られるとは思わずドキッとしたが、気になるワードを言っていた。

「仕事？　って何？」

「そんなことよりも、ちょっと来て」

　彼女の顔は真剣そのもので、

「へ？」

「あいつから距離を取りたい」

　唐突に、俺の手を引いて外へと駆け出した。
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「もう、いい加減にして！」

　ローリエさんを引きはがし、更衣室の外に出る。

「てへぺろ♪」

　ローリエさんは頭に拳こぶしを軽く乗せる非常にうっとうしいポーズでウィンクする。

　すっかり彼女に着せ替え人形にされてしまった。今の私は凄い格好をしている。金属でできた水着のように大切なところしか隠されていない胸当て。そして申し訳程度に前と後ろに布が垂れ下がったパンツ、のみ。へそや脚は一切布に覆われていない。露出度の高い格好。いわゆるビキニアーマーというやつだ。

「もう、こんな格好ユウト君に見られるのは恥ずかしい……！　っていないし！」

　ユウト君は更衣室付近にはどこにもいなかった。

「あれ？　センパイ!?　ユウトセンパイがどこにもいない!?」

　ユウト君を探して店中を歩き回ったが、見つけられない。

「着替えに大分時間がかかってしまったから、帰ってしまったんですかねぇ～、センパイ」

「いや、ユウト君がそんなこと……」

　ハッとする。彼は今『魅力─９９９』でレベル５になっている。誘拐されてもおかしくない。

「もしかして、攫さらわれた……」

「センパイが!?　いや、でもありえます！　ユウトセンパイほど『魅力』がある存在なんて、魔王様以外いませんもの」

「魔王？　そうなの？」

「ええ！　魔王の一族はそのカリスマ性でも魔族を押さえつけて統治してきた一族。ですから、あの方たちは代々『魅力─９９９』……あ！　もしかして、それと勘違いして攫われたのかも！」

「……ッ!!」

　ユウト君が心配になり、私は思わず速足で外に出てしまった。

　外に出るなり、周囲を見渡す。ユウト君の姿はやはり見えない。遅れてローリエが店から出てきた。

「メクリさん、センパイいましたか？」

「いない……！」

　店から出てくるローリエさんの方を見る。彼女は目を見開き、口を開けて空を指さしていた。

「あっ、空を見上げてください！」

　空には巨大な魔法陣が浮かんでいた。強い光を発し禍まが々まがしい雰囲気を醸し出している。

「あれは何!?」

「…………」

　ローリエさんは答えなかった。不思議に想おもい彼女を見ると、

「ローリエさ……」

　彼女は私の目の前に手を突き出していた。

　指を上に向け中指と親指をくっつけ、力を込める。

　─────パチンッ！

　ローリエの指が鳴ると、右目の上に赤い光が見えたが、すぐに消え、立ち眩くらみに似た感覚不全に陥った。が、何が起きたのかわかる前に、すぐに回復した。

「……今、何をしたの？」

　ローリエは先ほどの行動がなかったかのように空を指さし大げさに騒ぐ。

「そんなことよりも、転移魔法陣です!!　大きすぎます！　王都の三分の一を覆っていますよ！」

　転移魔法陣。転移魔法の術式を詠唱ではなく、文字として書き出したものだ。用いている術式が多い分、通常より強力で、長い距離を転移できる。だが、その分消費する魔力も多い。

「あんな転移魔法陣を発動できる人なんて、ヨルダ学園長と、ユウト君ぐらいしか……」

　だけど、ユウト君の力は失われている。学園長があんなことをするわけがない。

「魔族なら、できる人はいますよ。それこそ、魔王軍幹部クラスや、魔王様が」

　本当に、ユウト君を魔王と間違えてこの王都に魔王軍元幹部の誰かが来ているの!?

「…………グッ！」

　考えていると再び頭痛が襲い、思考が鈍る。だが、今は頭を痛めている場合じゃない。早くユウト君を見つけて安全を確保しないと。

「探しましょう、ローリエさん！」

　必死に頭痛を抑えつけ、走り出した。

「は、はい！　あ、あれ見てください！」

　ローリエも遅れて続くが、空を指さす。

　巨大な転移魔法陣に波紋が広がった。

「何か来ますよ！」

　波紋が広がり、覗のぞいたのは鋭い牙に、緑色の硬い鱗うろこを持った巨竜の頭。

　────────ォォォオオオオオアアアアアア！

　巨竜の咆ほう哮こうが街を包む。

「ユウト君……！」
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　リリシアに手を引かれて、俺はメインストリートの先にある、噴水公園に連れてこられた。噴水の手前にはソレイユの銅像があり、緑豊かな公園だ。

「ハァ……ハァ……どういうつもりだよ！　いきなり連れ出して！」

　踏ん張り、抵抗するとリリシアの足も止まり、振り返る。俺の言葉にリリシアは悲しそうに眉尻を下げて、ジッと目を合わせてくる。

「ど、どうした？」

「……………」

　スッとリリシアの手が俺の《ハートブレイカー》に触れる。

「ユウト、これを外してくれ」

「……？　どうして、ローリエからのプレゼントだぞ？」

　思わず、リリシアの手を払いのけて、距離を取ってしまう。

「だからだよ」

　リリシアの目は真剣だった。

「もしかして、ローリエと知り合いなのか？」

「すぐに……！」

　────────ォォォオオオオオアアアアアア！

　突然、巨大な咆哮が響き、空気が震えた。

「何だ!?　アレ……！」

　空に巨大な転移魔法陣が展開されていた。そこから竜の頭が飛びだしている。

　噴水公園はパニックになっていた。咆哮を上げて首から胴体とゆっくりとだが、確実に王都の上空に出現している巨竜から少しでも逃げようと駆け出す市民たちが俺たちの横を通り過ぎていく。

「あんなでかい転移魔法陣……普通は……『魔法─７００』以上はないと無理だぞ……」

「やっぱりか……」

「リリシア……？」

　もしかして、こいつがやっているのか？

　いや、そんな馬鹿なことはしない、今更こんな派手なことをするやつじゃない。

　それに刻紋を昨日見たばかりだ。が、一応確認する。

「魔法使えるのか？」

「使えないよ。君が一番よくわかってるでしょう？」

「じゃあ、あれは誰が？」

　オオオオオオォォォオオオオオアアアアアアッッッ!!

　再び竜が吠ほえ、思わず体がびくつく。

「わからないが、どうにかしないとリリシア。目立つリスクはあるが、レベル89で『力─５３０』もあるんだ、魔法が使えなくてもどうにか……」

「…………」

　リリシアは無言で翼を広げ、俺の言葉に応える。

　一回はためかせて、空の竜へ向かおうとしたが。

「無駄だ……」

「リリシア？」

　何な故ぜか彼女は翼をたたんでしまった。

「どうした、早くあの竜を……」

「あいつを倒そうとしても意味がない。あれは術者を倒さないと……」

「ユウト君!!」

　リリシアが言いかけたところで別の声が遮った。

　声のした方向を見ると、顔を青くし、汗を流した顔のメクリが木にもたれかかって立っていた。

「ようやく、見つけた」

「メクリ……ってどうしたのその格好は!?」

　俺を探して満まん身しん創そう痍いといった様子のメクリだったが、格好が奇妙だった。

「あ、これはその……！」

　メクリは露出度の高いビキニアーマーを着ていた。肌色が多く、かなり涼しそうだがあの格好で街の中を走り回るとは中々大胆だ。

「こんな格好はどうでもよくて！　あの転移魔法を見たでしょう？　ここは危ないから早く逃げましょう」

「……………」

　メクリが俺の手を取ると同時に、リリシアが気配を消してスッと下がる。

　メクリに見つからないように、そして、俺の身をメクリに任せるために、俺たちから距離を置こうとしたのだが、

「ん？　そこに誰かいない？」

　メクリは、気づいた。

　リリシアの眼めが驚きよう愕がくに見開かれる。メクリは確かにリリシアの方を向いて姿を捕えていた。目を凝らして彼女を見つめる。

「……魔族の……悪魔族の、女の子？」

　どうして!?　『魅力─１』のリリシアは何かしないと気づかれないはずなのに……。

　だが、今は原因を探っている場合じゃない。

「メクリ、この子は……」

「……ッ!!　あなたもしかして、魔王軍の幹部ね！　ユウト君を攫ったのも、上空の転移魔法もあなたの仕業ね!?」

　説明する前に、メクリは敵意をむき出しに剣を抜いた。

「メクリ!?　違う、リリシアは魔王軍の幹部なんかじゃない！　いきなり剣なんか抜かないでくれ！」

「上空に巨大竜を転移して、ユウト君も攫って、一体何のつもり!?」

　俺の声が聞こえていないのか、今にも斬りかからんばかりに剣を構え、リリシアを睨にらみつける。

　と、そんな緊迫した雰囲気を壊すように、無邪気な声が響く。

「センッパァァイ!!　探しましたよォ!!」

　遠くからローリエもやって来る。

「……ッ!!」

　彼女の姿を見た瞬間、リリシアの全身が波打った。全身に鳥肌がたったように震え、髪の毛がふわっと浮く。そして、彼女の眼が俺やローリエ、メクリに次々と合わせられ、最後に牙をむき出しに、爪を立てて、ローリエを睨みつけた。

「リリシア!?」

　そして、翼を広げ、ローリエに向かって突撃した。爪を鋭く伸ばし、無邪気に手を振るローリエの首元を狙い。

「シッ……!!」

　腕を振った。ローリエの首元を確実に切り裂きにかかる動きだった。

　が、それは阻まれた。

「何のつもり!?　あなた！」

　メクリだ。聖剣でリリシアの爪を受け止め、ローリエを守っている。

　リリシアは苛いら立だたし気げに舌打ちをして、メクリから距離をとる。

「そいつだ、そいつを倒さないと、いけないんだ！」

「……!?　あなたね、女子寮に出た悪魔族は!!　何のつもりかは知らないけれど、この街で好き勝手はさせない！」

　メクリとリリシアが対たい峙じし、二人共踏み出す脚に力を籠こめ始めた。

　二人共冷静じゃない。このまま激突すれば、俺のステータスを持つリリシア、勇者の聖剣を持つメクリ、下手をしたらどちらか命を失ってしまう。

　それは、嫌だ。

「時間がないのに！」

「転移魔法を止めなさい！」

　同時に飛び出し、元魔王と勇者の娘が激突する寸前、

「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　俺は、《エクスチェンジリング》を外した。

「……え」

　魔王の手から魔力の光が消え失うせ、爪と翼が縮む。

　そして無防備な躰からだに聖剣が迫る。

「ダリア・リュースヴァド・ミュトス───輝ける剣をこの手に！　光武術式『シュヴェルトリヒト』!!」

　詠唱を省略しつつ、魔法を唱えると、俺の手から光の剣が出現し、リリシアに迫る聖剣を間一髪のところで受け止める。

　メクリの顔が驚愕に染まる。

「ユウト君!?　その子をかばうの!?」

　驚愕はすぐに怒りに変わった。

「だったら、容赦はしない……」

「だから、落ち着けってメクリ。頭に血が上りすぎだ！　俺たちが相手にするべきはまずはあの竜だろ！」

「…………」

　光剣と聖剣をぶつけ合いながら、空を指さす。メクリの目線が上空へと移った。そこにはまだ、転移魔法で出現途中の竜がいる。

「いや、待てよ……」

　巨竜をじっと見る。先ほどはレベルが５だったため気が付かなかったが、『魔法─９９９』になった今ならわかる。あの竜は……、

「幻だ」

　虚うつろな存在。霧のような、雲のような、とらえどころのない気配しか感じない。

「あれは、ただの魔力の塊だ……本物の竜じゃない」

「どうして、そんなことを？」

　メクリの勢いがそがれ、魔法の光の剣から聖剣が離れていく。

　どうして、そんなことを……メクリの言葉を自分の中で反はん芻すうする。竜の幻を出して、この騒ぎを起こした理由。これで、何をしたかったのか。

「しまった、リリシア!!」

　振り返る。そこに銀色の髪の少女がいるはずだったが、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　メクリもリリシアがいないことに気が付き、周囲をキョロキョロと見渡す。

「あの子は……？　それに、ローリエさんもいない……」

「!?」

　確かに、ローリエの姿も忽然と消えていた。

「お・ば・か・さんッッ、たちィ～～!!」

　上空から声が響いた。声の主は、竜族の転校生……、

「ローリエ!!　お前がやったのか!?」

　上空に浮遊しているローリエ・リヒテルへ光の剣を向ける。

　彼女の後ろには体をくの字に折り曲げてぐったりとした体勢で浮かぶ、リリシアがいた。気絶しているようで目を閉じて全く反応をしめさない。

「そうですよ。サプライズは楽しんでいただけました？」

　パチンと指を鳴らすと、巨竜の姿は霧のように消え、青空が広がった。

　彼女が生み出した幻惑魔法だった。

　彼女は、俺たちを陥れたと、平然と答えた。笑みを崩しもしなかった。

　俺たちを騙だましたことに、何も罪の意識を感じていないかのように。

「ローリエ、リリシアをどうするつもりだ？」

　ローリエの隣のリリシアに視線をやる。魔法で意識を奪われたようで、外傷は見られない。

「わかりません？　この人はボクの主ですよ？　主を敵地から救出したんですよ？」

　ローリエは聞かなくてもわかるだろうと肩をすくめた。

「オレア・テュルホプ・ベクタ───彼方かなたへとわが身を移せ！　転移術式、『スプリンガァ』！」

　リリシアを奪還しなければ。逃げられる前に奪い返そうと、ローリエの背後に転移魔法で回り込む。

　空中で光の剣をローリエの後頭部に突き付ける。そして、小声で「詠唱省略、浮遊術式『スウィブス』」と風魔法を唱え、静止する。

「リリシアを返すんだ。それから、お前の正体を聞かせてもらおう」

「返せ？　ボクは……この口調ももうわずらわしいな……ンン、ワタクシは……」

　スッとローリエは笑みを消し、一人称も変えた。

「魔王様をお迎えに上がっただけですよ、下等種族さん。人間でも獣の檻おりの中に主あるじが落ちたら助け出すでしょう。同じですよ」

　侮蔑を込めた眼光、そして、冷たい口調。
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「下等種族……お前の本音か……」

「がっかりしましたか？　フッ……ハハハハハハハ!!　でも、本当に楽しかったですよ？　ワタクシがセンパイセンパイって慕うと、あなたちょっと嬉うれしそうな顔をして！　よっぽど今まで女の子と縁がなかったんですねぇ！」

　あざ笑う。

　慕っていた後輩の仮面はもうどこにもない、信じたくはないがこれが本当のローリエの姿だった。

「黙れ、いいから、全てをやめて地上に降りろ。お前が俺に勝てるわけはないんだから……」

　説得しようと、光剣を彼女の首元に近づけた。どうしたら彼女が諦めてくれるかわからないが、少し強引な手段を取らざるを得ないと思った。

「怖い怖い、乱暴な人には舞台を降りてもらいましょうか」

　パチンッ……！

　ローリエが指を鳴らした瞬間、胸の中心で何かがはじけ飛んだ。

「……え？　がっ!!」

　視界がぐるっと回った。

　赤い破片がぼやけた視界に散らばり、宝石がなくなったネックレスが視界に入った。

《ハートブレイカー》が砕け散った……。

　空が足元に見える。

　胸の中心が痛み、どんどん意識がなくなっていった。

　ぼやけていく視界の中で最後に捕えたのは、砕け散った赤い宝石と、手から零こぼれ落ちた金色の指輪だった。

　地面が近づき、意識が完全に途絶えた。
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　ユウト君が地面に落下し、鈍い音が響いた。

「ユウト君！」

　彼に向かって私は走り寄った。が、公園の芝生の上で横たわる彼に生気はなく、むなしく砕けたペンダントが横に転がっていた。

「マルム・ストルヘイル・シグマ───生者悉ことごとくに注がれる愛の天てん秤びんを彼の者に傾け給たまえ、治癒術式『フォクバンドロン』！」

　必死に、習得している中での最上級の治癒魔法をかける。

「無駄ですよ。その男はもう死んでるんですから。そのペンダント、勇者の娘だったら知ってるでしょう？」

　ローリエが上空から冷たい声で告げる。治癒魔法をかけながら、転がっているペンダントへ視線を向ける。

　どこかで見たことが……過去の記憶を探る。

　あ、あった。アレは見たことがある。

「……《ハートブレイカー》!?」

　王城の資料館で見たことがある。部下の裏切りを防ぐための魔族の死のペンダント。

「その通り！　即死魔法がかけられている呪いのアクセサリー、デスよ！　だから、そんなことをしても無駄無駄。もうその人……あ～名前なんて言いましたっけ？」

　ユウト君のステータスが元に戻ったせいで、ローリエはもう彼の印象が薄れている。

「ユウトよ。ユウト・ニードレス……！」

　怒りに任せて、剣の切っ先をローリエへ向ける。

「ちょっとそんな物騒なものこっちに向けないでくださいよ。ワタクシはメクリさんにお礼を言おうと思ってとどまっているんですから」

「お礼？」

「ええ、今までお世話になりました。学校での友達ごっこ、非常に楽しゅうございました。あなた様のおかげで、魔王様とこうして無事再会できました。感謝をしておりますよ」

　ペッコリと頭を下げる。

「……私を利用したのね。その子を、魔王を探すために！」

　あの悪魔族の女の子が魔王だったり、ユウト君が何をして『魔法─９９９』を取りもどせたのか、いまいち状況がよくわかっていないのだが、わかっていることは自分はローリエの手の平の上で踊らされていたということだ。

　ローリエはにっこりと笑い、自分の額の右横をトントンと叩たたいた。

「その髪留め、気に入ってもらえました？」

「……？」

　ローリエが叩いた場所を押さえる。そこにはユウトからプレゼントされた髪留めがあった。

「《ブラックヴィジョン》って名前なんです。気に入ってもらえたら、大切にこれからも使ってください」

「……！」

　気が付いた。これも、彼女の罠わなだった。

「センパイに渡して、センパイを通してあなたにプレゼントさせた。そうしたら絶対に付けてくれると踏んだ私の作戦大・成・功！　まぁ、でもそんなに便利な魔道具でもないんですけどね。ただ、冷静な判断力を損なわせるだけですから」

　先ほどから続いていた頭痛はこれのせいだったのだ。

　即座に外し、私は勢いよく地面に叩きつけた。赤い魔石の埋まった髪留めが石畳の上で跳ねる。

「あ～ぁ、せっかくの先輩のプレゼントをぉ……」

「うるさいっ……くっ！　だったら、竜族の交渉人というのは噓うそなの!?」

「その通り、頭いいですね。ワァタクシの名前はローレル・リオン。魔王ベルフェゴール幹部、竜将軍ローレルでございます」

　ローリエ、いや、ローレル・リオンは演劇のように大仰に手を振り回し、名乗った。魔王軍元幹部の一人だと。

「以後おみしりおきをって言っても、もう会うことはないんですけどね。ワタクシはこのままお暇いとまするし、あなたたちはそのうち死んじゃうだろうし」

「ふざけて……！　じゃあ、本物の竜族の交渉人は!?」

「そんなもの、最初からいないに決まってるじゃないですか。見てたでしょう？　竜族は幻惑魔法は得意なんです」

　最初からたばかられていた、私も、ユウト君も……。

「ダリア・リュースエン・オロン───彼方のものを貫く光を与え給え！　光矢術式『リクトリンネ』！」

　空中にいる彼女へ光の矢の魔法を放つ。全てを貫く光の線は空中の竜族目がけて飛んでいく。

《勇名ノ剣ブレイヴハート》の先端から伸びる光のラインはローリエの胸に直撃し、

「はい、バカが見る～……」

　貫通し、虚空へと消えた。ローリエの体は私の魔法が直撃した場所から陽炎かげろうのように揺らめいた。背後のリリシアの姿も揺らめき始めた。

「目的を達成したのに、吞のん気きにここで話してるわけないでしょう？　さっきの竜と同じ！　もう、同じ手に二回も引っ掛からないでぇ！　まぁ、でも感謝しておきますよ、メクリさん。色々ありがとうございました。あなたのおかげで魔王様を見つけ、こうして連れ帰ることもできるんですから」

　煽あおりに煽って、空を見上げた。

　視線の先は先ほど巨竜の幻が出現した場所で、

「次は本物用意するから、じゃあね♪」

　そう、満面の笑みを私に向け、ローリエは消えた。

「ローレル……リオンッッ！」

　私は空を見上げて、彼女からのプレゼントを踏みつけた。
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　暗いまどろみから浮上する。

「……ウゥ」

「ユウト君！」

　目を開けると、すぐ近くに目に涙をためたメクリの顔があった。

「メクリ……！　え……！」

　どうしてメクリが涙ぐんで……？　状況がわからない。

「ユウト、起きたんだね」

　体を起こすと、ここが自分の部屋だと認識できる。部屋の中にはメクリの他にロキナがいた。

　自分の身に一体何が……そう思った時に首に下がったままの宝石が砕けたペンダントが目に入った。

　その瞬間、全てを思いだした───！

「リリシアは!?」

「いないニャ。メクリさんから全部話は聞いたニャ。それより、体は大丈夫なの？　即死魔法をくらったんだよ？」

　胸元のペンダントを指さすロキナ。

「《ハートブレイカー》、即死魔法の術式がかけてある。絶対服従のためのペンダントよ。逆らった魔族を確実に殺すための。それが発動したの」

　メクリが補足する。確実に、といったが、俺は死んでいない。

　ベッドから降りる。全身を確かめるが、特に異常はない。五体満足だ。

「『魔法─９９９』に戻って魔法耐性が発動したんだ。だから、死ななかった…………時間、時間はどのくらい経ったんだ!?」

　メクリを見る。

「そんなに経ってないわ。数時間くらいよ」

「数時間……なら、リリシアは……!?」

「でも、王都から出るには充分ね」

「くっ………！」

　拳こぶしを握り締める。あの時、指輪を外したりしなければ……。

「そうだ、指輪は!?　指輪がない！」

　手元に金色の指輪がなくて、動揺する。

「指輪？　今更そんなものがあってどうするの？　ロキナ君から聞いたわ。あの指輪でステータス交換をしていたんですってね？　でも、今そんなことをしたら、ローレルの元にいる魔王に力を与えることになるのよ？」

「ローレル？」

「ローリエさんの本名。竜将軍、ローレル・リオン。それが彼女の本名。元魔王軍の幹部で、魔王を探すためにずっと私たちを騙だましていたのよ」

　メクリが悔し気に唇を嚙かみしめる。

　壊れたペンダントに触れる。ショックはショックだが、突然現れたり、竜族にしては明るすぎたりとどこかそんな予感はしていた。

「仲良くなったとは、思ったんだけどな……」

「ユウト！　空を見て！　リリシアちゃんが！」

　突然、窓の外を見ていたロキナが俺を招く。

　リリシア!?　まだこの街にいたのか!?

　ロキナの元へ行き、空を見上げる。

「リリシア！　と、ローリエ……」

　空中に巨大なリリシアの姿とローリエの姿が映し出されていた。恐らくはローリエの幻惑魔法による投影だろう。どこからか魔法を使い、王都上空に自分たちの幻を出現させている。

　リリシアは普段畳んでいる翼を大きく広げ、肩にマントを着けた、いかにも魔王といった格好をしていた。が、その目は虚ろで焦点が合っていなかった。そして、その首には青い宝玉のペンダントがかけられる。

　幻影のローリエが大仰に手を広げる。

『どうも～!!　御存じの方は多いと思いますが、ワタクシ竜将軍、ローレル・リオンです！　こう言うとお笑い師みたいだな……導入間違えたな……どうしよう？　ねぇ、魔王様？』

『……うぁ』

　隣のリリシアに尋ねるが、リリシアは力なく口を開けた。そして、わざとらしくローリエがリリシアの口元に耳を近づける。

『え？　何ですか？　そういうのはいいから、とっとと私の紹介をしろ？　申し訳ありません、魔王様！　ワタクシ、礼を失しておりました。魔王様がようやく復活されたというのに！　自分ばかりが前に出て！』

　ふざけるローリエ。メクリは「……コント？」と小さくつぶやき、腰に下げた聖剣に手を添えた。

「あいつ、どういうつもりだ？」

「アアアア……」

「どうした!?　ロキナ！」

「ユウト……あの幻消す方法はニャいの？　『一万の術式を操る大賢者』ニャんでしょ!?　この幻はヤバい！　早く止めないと大変なことにニャる！」

　止めろと言うが、ローリエの意図が全くわからない上に、俺は少しでもリリシアの場所の手がかりを見つけ出したかった。

　マントが邪魔で左手が見えない……。

『それでは聞いていただきましょう！　魔王復活宣言です!!』

　パチンッ、とローリエが指を鳴らすと、リリシアが一歩前に出た。胸の青い宝玉がはまったペンダントが爛らん々らんと光っている。

「魔王復活って……ユウト君が昨日までなっていたステータスそのままでしょう？　なら、復活も何も……」

　メクリがつぶやく。リリシアは勇者に敗北して弱体化しているのだ。魔王だからといって脅威ではない。

『我は魔王……大魔王ベルフェゴール……この世を闇に包むもの……』

　リリシアの声は、底冷えするように低く、威厳のある声色だった。俺が出会った可愛かわいらしいリリシアとは纏まとっている雰囲気が違う。この世を支配していた魔王としての貫かん禄ろくが全身からあふれ出ていた。

「ユウト……この声をみんなに聞かせちゃダメだ！　何とかして止めて……！」

　ロキナがまだ頭を押さえている。

　まだ確認すべきことは確認できてないが……ロキナがここまで言うのなら仕方がない。

「わかった。詠唱省略、浮遊術式『スウィブス』」

　状況がよくわからないまま、俺は風属性魔法で空へと舞い上がった。

『今ここに……我の復活を宣言する』

「その復活はキャンセルだ！」

　リリシアの幻の前に躍り出た。

　俺の姿を見たとたん、ローリエが飛び上がる。

『え!?　どうしてセンパイが生きてるんです!?　《ハートブレイカー》は発動したのに!?』

「残念だったな!!　俺には効かない！　何せ」

『えぇ……噓うそでしょう……ったくめんどくさいなぁ』

「おい、最後まで聞けよ」

　がっくりと首を垂れるローリエはどこにしまってあったのか、ドレスのスリットから角笛を取り出した。

「何だ……？」

　ブオオオオオオオオオッと、けたたましい音が王都中に鳴り響いた。

『まぁ、どちらにしろ無駄なんですけどね？　耳を澄ましてみてください』

「……？」

　ローリエは余裕の表情だ。

『聞えるでしょう？　遥はるかな地平線からくる、雄々しいはためきが……』

　耳を澄ますと、確かに、ヴァッと風が鳴る音が、かすかに聞こえる。

『具体的には西の方から』

　西を見た。

　────ァァァギャアアアアアアアアアア!!

　耳をつんざく奇声を上げて、向かってくる巨大な黒竜がいた。

　全身が黒い鱗うろこで覆われ、摑つかむものすべてを引きさかんばかりのカギヅメをもった手足。獰どう猛もうに爛々と輝く赤い目、そして城をも飲み込めるほどの巨大で牙が飛び出た醜悪な口。

「こいつは……！　しまった……！」

　一瞬で距離を詰められ、竜の牙が俺の手足に突き刺さった。

　予想外に現れたため対応が遅れた上に集中を切らし、黒竜に咥くわえられたまま地上へと落下していく。
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　空を飛んでいたユウト君が黒い竜に嚙みつかれて落ちていった。

「ユウト君！」

　心配で声を上げるがもう遅い。

『あ～、マイフレンズを呼んでて良かったぁ～……やっぱ持つべきものは友達だよね！』

　間一髪といった演技で額の汗をぬぐうローレル。

　やられた、全てが後手に回った。ローレルが転校生として来たのも、西の森に竜が住み着いたのも、全て計画の内だったのだ。

　悔しくて爪を嚙む。が、今の自分にできることは、ロキナの面倒を見ることぐらいだ。

「ロキナ君、大丈夫？　一体何が……」

「僕ぁ大丈夫だ、けど、これから起こる！　メクリ……逃げて！」

「逃げる？」

『我は……魔王の復活を、宣言する』

　気を取り直して、魔王が宣誓を再開した。

『魔族の子らよ。我が勇者に討たれ、身を隠さざるを得なくなり、貴様らには辛つらい思いをさせた。将軍たちは散り散りになり、人間の卑ひ怯きような戦術により、むごたらしく嬲なぶり殺された者もいるだろう。仕方なく人間の奴隷となって靴を舐なめた者もいるだろう。安心せよ、苦渋の時は終わりを告げた。隷属していた人間たちに従う理ことわりはもう、ない』

　両の手を振り回し、仰々しく演説をする魔王。

　私はその言葉を聞きながら違和感を覚えた。一度しか顔を会わせてはいない。そのときの自分は冷静な判断力を失っていた。だが、それでも、ユウト君とステータスを交換し続けていた彼女が突然こんなことを言い出すとは思えなかった。

　それに、何な故ぜ今なんだろう？

「復活を宣言するのなら、ユウト君のステータスを持っていた時、『魔法─９９９』の時にやるべきだったんじゃ……」

　もしかして、彼女は……。

　首のネックレスが青く輝いている。

「違う……そうじゃニャい。本当に危険なのは『魅力』のほうだ。くっ……僕ぁ、大丈夫なはずニャのにニャ……」

　ロキナが頭を押さえ立ち上がる。

「大丈夫？　きついなら休んでいた方がいいんじゃ……」

「そんなことも言ってられニャいんだよニャぁ……ここから出ないと……どこか安全な、魔族のいないところへ」

　心配なので支えようと手を伸ばしたが、彼は首を振った。

『この都に住まう魔族の子らよ！　今ここに、我は魔族の再興を宣言する！　我、ベルフェゴールが再び魔の王として玉座に座るのだ！　もう人間を恐れる必要はない！　反逆の時だ！』

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ!!」

　地鳴りと咆ほう哮こうが響いた。

「何ッ!?　今の声!?」

　王都の全域から響いたように聞こえたが、

「メクリ、この寮からも聞こえた。少なくとも十人はダメになった」

「何が!?」

　ロキナが出口へ向かい、手でついてくるように指示する。

『魔族の子らよ!!　蹂じゆう躙りんせよ。愚かな人間どもを！　我らを弾圧して苦しめた人間どもへ反逆の牙を突き立てるのだ!!』

　左手を開き、掲げ、銀の指輪が煌きらめいた。そして、リリシアは宣言した。魔族の復活を。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッッッ!!」

　一層大きな地鳴りが響いた。

「メクリ、今は逃げよう！　僕らにはどうしようもないんだ！」

「だから、何が!?　あの子の演説で何が起きるの!?　さっきから聞こえる地鳴りは何!?」

「魔王が『魅力』で、王都中の魔族を洗脳してる。魔族たちが暴走する！」

　パリィン、と上の階でガラスが割れる音が聞こえた。

「暴走？」

　状況を確認するために廊下に出ると、

「ガアアアアアアアアアアア!!」

「ッ！」

「メクリ!!　危ない！」

　灰色の狼おおかみの頭を持つ、人狼族の少年が突如、襲い掛かってきた。

　彼の手を軽くいなし、首の後ろをトンッと叩たたくと、「ウッ……」と、呻うめいて彼は気絶した。

「さ、流石さすがは勇者の娘……一瞬で対応できるんだね」

　感心しながら倒れている人狼族の男子生徒を見下ろすロキナ。

「こんなことが王都中で起きているっていうこと？」

「いうこと！」

　上階から荒い足音や、「来ないで！」「どうしてしまったんだ！」という悲鳴と物が倒れたり、ガラスが打ち破られる音が聞こえる。

　魔族が暴走し、人間を襲い始めたと、ロキナは肯定した。

「止めないと」

「どうやって？　この人も上で暴れてる人も、この学園の生徒なんだよ？」

　剣を抜こうとするが、ロキナに止められる。

　私なら王都のほとんどの魔族は敵じゃない。倒すことはできる。だが、その全てを傷つけずに倒すというのは不可能だ。

「逃げるしかない」

「……くっ」

　ロキナが駆け出し、仕方なく私も続いた。

　空からはリリシアとローレルの声が響き続ける。

『隣人たちを殺して、殺して……殺しつく……ダメだ。こんなのは、ダメだ……違う！　ムグッ！』

『は～い、以上で魔王復活宣言を終わりま～す。皆さん人間どもを虐殺してくださいね。たくさん殺した者には魔王と握手できる会に応募できる抽選券を、魔王様が直じき々じきに渡してくれますからね～。頑張ってくださぁ～い……ダメじゃないですか、魔王様アドリブ入れちゃ、台本どおりやってくださいよ』

『やめろ、やめ……！』

　……………。

　リリシアが何かを言いかけ、途絶えた。ローレルが空の幻を消したのだ。もう、魔族が暴走し始めて目的は果たしたから。

「リリシアちゃん、ローリエに言わされてるニャ……本当はあんな子じゃないのに、可哀かわいそうに」

　ロキナが同情するように目を伏せた。

「……ユウト君は？　ロキナ君なら位置がわかるでしょう？」

　彼と合流しよう。そうすれば状況は何か変わるかもしれない。勇者より強いと自負している彼がドラゴンにかじりつかれたからといって、死んだとは思えない。

　ロキナは耳を立たせて目をつむる。

「ダメだ。ユウトの位置がある場所にいるせいでわからない」

「……つまりはその場所にいるってことよね？」

　回りくどい言い方をする。少し考えこまなければ位置がわかったと言うことが理解できなかった。結局は位置がわかったということじゃないか。

「場所柄、そこに入られれば、『魅力』のあるなしが関係なくなるんだよ。だから正確な位置がわからない」

「早く言ってよ、その場所はどこ？」

「王都の端、ゴミ捨て場だよ」




　　　　○




　ゴミの山を蹴散らしながら、俺と黒竜は落下した。

　地面につくと、黒竜の顎を無理やりこじ開け、離脱する。沼地で足が滑りながらも勢いを殺し、黒竜の方を向く。

　黒竜は勢いを殺し切れず、ゴミ山をいくつも蹴散らしつつもなんとか止まり、がむしゃらに起き上がって咆哮を上げる。

　アアギャアアアアアアアアアアアア!!

　竜の牙を摑み、住宅街に落ちないように何とか力技で操作した自分を褒めたい。

「西の方角から来たってことは、こいつヨルダが言ってたやつか……？　ローリエの指示どおりに来たってことは……」

　最初から、ローリエの手の内ってことか……。

　空を見上げる。そこにはもうリリシアの姿はなかった。急ごう、とっととこの黒竜を倒して、彼女を救わなければ。

《ステータスカード》で黒竜のステータスを確認する。

『ニーズホッグ　ＬＥＶＥＬ １００』

　レベルの上限は人間は99だが、魔物に関してはその枠にははまらない。魔物の最大レベルは観測されている中で５００超えなんてものもある。

「レベル１００。俺より高いか。一応上質な竜を呼んだってことね……ローリエめ」

　勇者やその仲間たちがいる王都に攻め入るのだ。そりゃあ念には念を入れる。

　黒竜の顎が再び開き、喉の奥から炎が生まれる。

　それでも俺は余裕で《ステータスカード》の表示から目を離さない。

「だけど……」

『力─４９０』『防御─３４０』『技─３４０』『速さ─６９０』……。

「レベル１００ならこんなもんか……だがな」

　アアアアアアア───ッ！

　黒竜の口から巨大な火球が発射される。

　ゴミ山が余熱で燃え上がり、沼の泥が熱で蒸発していく。

　強大なエネルギーが迫ってきても、避よける気はない。

「俺は規格外なんだよね。詠唱省略、光武術式『ゴルディルガー』」

　火球が直撃した。

　が、火球が俺の身を焼き焦がすことはない。魔法で生み出した光の手甲で、火球を受け止め、払っていた。そして、火球の散った炎が消えると同時に、光の手甲もヒビが入りはじめ、最後には砕け散った。

　黒竜の動きが止まっていた。何な故ぜ、俺がまだ立っているのかがわからないかのように。

「やっぱり、詠唱省略してると威力も耐久も落ちるな。ちょっと手を火傷やけどしちゃったよ」

　すこし手の甲が赤くなっていた。光属性魔法『ゴルディルガー』は強力な光の手甲を顕現させる。魔力による複製物だが拳こぶしは魔力の光によって守られ、力も大幅にブーストがかかる。

「ダリア・リュースハド・ファイ───光の精よ。御手を我に貸し与え給たまえ、光武術式『ゴルディルガー』！」

　黒竜が沈黙している間に、完全詠唱を終え、両手に再び光の手甲を纏まとう。今度は手抜きをしていない。まぁ一見すると変わっていないように見えるが、重さが違う。ぶんぶんと試しに振ってみると、ずっしりとした重みが伝わり、指の一本一本に力がこもっていく。

　さて、準備ができたところで、そろそろ始めよう。

　黒竜へ視線を向けると、ビクッと全身を震わせた。

「お前のレベルは１００。俺はレベル89。普通に考えれば俺がお前に勝てる道理はないんだが」

　……ッアアギャアアアアアアアアアアアア!!

　黒竜は、口を全開にして迫ってきた。

　先ほど通じた嚙みつきの攻撃。それを再び試そうとしている。

「残念だけど、お前のステータスじゃあ俺には勝てない。詠唱省略、加速術式『アオフブリッツ』！」

　加速魔法を使い────疾駆する。

　竜の目には、俺が一瞬で消え、走った軌道は光の線のように映るだろう。

　奴の足が止まり……俺は、その腹の下で拳を握り締める。

「俺は『魔法─９９９』で、『一万の術式を操る大賢者』様……だからなッッッ！」

　アギャッ………………!?

　魔法でブーストのかかった拳による、強烈なアッパー。

　大気が震え、周囲のゴミが吹き飛び、猛烈な速度で打ち上げられた黒竜は天高く飛んでいき、星となり、やがて消えた。

「しばらく帰ってくんなよぉ……ったく、無駄な時間喰っちまった……」

　黒竜退治を終え、街へ向かおうとすると、

「まったく、もっと穏便な方法はないんですか？」

　聞きなれた声を、背中に受けた。

「ヨルダ!?　どうしてここに!?」

　リリシアが以前にいた小屋の前にヨルダがいた。戦っているうちにいつの間にか小屋の目の前に移動していたようだ。

「あの子に会いに来たのですが、どうやら大変なことになっているらしいですねぇ」

「あの子？」

「仕方がないので、あなたに届けてもらいましょうか」

　俺の言葉を無視して、紙袋を突き出すヨルダ。

「紙袋……そんな吞気な……！」

「いいから」

　ヨルダがずいっと紙袋を押し付けるので、仕方がなく受け取り、中身を見た。

「これは……ッ！」

　ガスティン人魔共同学園、女子の制服が中に入っていた。

「あの子の制服です。サイズをちゃんと測って仕立てたので、ぴったりのはずですよ」

「サイズを測ったって、あの子っていうのはもしかして……！」

　ゴミ捨て場のリリシアの小屋を見、視線をヨルダに戻すと、彼女は頷いていた。

「リリシアの事を知ってるのか？」

「えぇ、魔王城から逃げていた彼女を、ここに連れてきたのは私ですから」

「ここ、に……？」

　ヨルダが魔王を救ったのか……それは知らなかったし、今は深く追及する気はない。だけど、この場所に連れてきたというのは、それは、ちょっとどうなんだ……!?

「助けたのなら、自分の家に住まわせればいいだろ!!　魔王だからってこんなところに閉じ込めて、もう少しいい場所に住まわせても良かったんじゃないか!?」

　初めて見た彼女は、惨めだった。そんな仕打ちを与えたのが自分の師匠だとわかり、怒りがこみ上げた。

「忘れているようですが、彼女は『魅力─９９９』ですよ。ステータスを完全に書き換える魔法はないのはあなたが一番わかっているでしょう」

「でも……！　二百年生きてるお前なら」

「『一万の術式を操る大賢者』でさえ、自らの『魅力』で苦心したのに？　私は彼女を守るためにはこうするしかなかったんですよ」

　そう言って、王都の方向の空を見る。煙が上がる王都上空を。

「……クソッ！」

　ここにリリシアを閉じ込めるしかなかったのだ。そうしなければ、『魅力─９９９』によって魔王軍の元部下のように利用する誰かが近づいて来る。

「ここで他のゴミと同じように彼女もいずれ朽ちていくはずだったのに、丁度いいあなたが現れた。ステータスを交換するのは、あなたじゃなければダメだったんです」

「……ッ！」

「あなたの『魅力』が、あなただからこそ、彼女を救うことができたんです」

　このゴミ山から出て、リリシアは本当に楽しそうに微笑んでいた。学校帰りの生徒たちを愛おしそうに眺め、おいしそうに夕食を食べていた。

　あんな子をもう独りぼっちにしちゃいけない。

「そして、これから救うこともあなたにしかできません。頼みましたよ、ユウト。私が認めた『一万の術式を操る大賢者』よ」

「あぁ……行ってくる」

　王都に向かって、走り出す。

「あぁ、制服代、私が立て替えたんですから、絶対に後日払ってくださいね」

「いや、学園長なんだからおごってくれよ!!」




　　　　○




「お～、お～、やってるやってる煙が上がる上がる……キャッキャ!!」

　地上の光景を見下ろしながら、ローレルは嬉うれしそうにはしゃいでいた。

　私の胸元のペンダントが点滅している。この蒼あおいペンダントの洗脳効果はそこまで強くないようで、時折、ふとしたきっかけで意識が戻る。

　数字が逆の時計盤が見える。

　裏から見た巨大な時計盤が部屋の壁に取り付けられ、木でできた埃ほこりっぽい床の上。椅子に座らされている。

　どうやら時計塔の中にいるらしい。その頂上の、時計を調整するための作業部屋といったところか。

　ただ座らされているだけだが、全身が気だるく、動かすことができない。それもこの《ブレインブレイカー》の力なんだろうか。

「や、めろ。ローレル……」

「おや？　また《ブレインブレイカー》の効果が切れたんですか？　まぁ、千年前からずっと使っているものですからそろそろ壊れかけてるんでしょう」

　ローレルが飛び上がって、接近。首に下がった青い宝石のペンダントを手に取る。

「新しいもの買わないとですねぇ……」

「売ってないだろ……それも古代魔道具オーパーツ。そんな露店に売ってるものかよ」

「見てたんですか？　ワタクシとあの人のデートを」

　見ていた。こっそりと付いて行って三人の様子を見ていた。

「あんたが、何をするつもりかわからなかったからね……」

「へぇ～、ずっと見張ってたってわけですか。魔王様にしては随分と消極的な。変わりました？　ワタクシがバリバリ現役のころは邪魔な奴がいれば人間だろうと魔族だろうと構わず『我の邪魔をするな！』って言って殺してたじゃないですか」

　魔王だった時は確かにそうだった。王の座に立ち続けるために。

「あんたがローレルなのかどうか自信がなかったのよ。名前が変わってたし、それにキャラが変わってた」

「ワタクシのキャラが変わっている？　ブレているだって、あらやだ恥ずかしぃ～」

「あんたは、いつも人を殺すことしか考えていないやつだった」

　ローレルの顔から笑顔がスッと消えて真顔になる。

　竜将軍、ローレル・リオンは魔王軍の中でも残虐さで有名な将軍だった。都市を攻めては皆殺しにし、血の海を泳いだ女だ。

　ローリエ・リヒテル。そう名乗った彼女と、どうしてもあの時代の彼女が一致しなかった。だって……。

　気落ちし俯うつむいていると、私の対面にローレルは椅子を置き、座った。

　元部下と対等な目線で向き合う。

「では、ワタクシの方から質問していいですか？　弱体化されていたとはいえ、このようなことができるじゃないですか？」

　手を広げて私に見せつける。

　時計塔の上から広がる、王都の暴動の景色。昼に歩いた屋台通りも、噴水広場も、働き場をくれたレストランからも、みんな煙が上がっている。

　思わず視線を逸そらすと、回り込んでローレルが私の顔を覗のぞき込む。

「これだけのことができるというのに……あなたさえいれば魔族の再興はいつでもできたというのに、今まで何してたんです？」

「引きこもっていたよ。ゴミ捨て場にね……」

　私の返答を聞いた途端、ローレルは破顔した。

「ハッ！　アハハハハハハハハッッッ!!　あの高貴なる魔王様がゴミ捨て場にいらっしゃった？　そんな惨めな思いをされていたんですか？　あ～、可お笑かしい……」

　腹を抱えて蹲うずくまるローレル。だが、すぐに立ち上がり、怒りの形相で私を見た。

「おかしくない!!　何をやっているんですか、あんたは！　魔の王がそんなところに隠れ住んで……生きているなら生きているとどうして皆に知らせてくれないんです！　我々はあなたに忠誠を誓い、再び軍を起こす日を心待ちにしていたというのに！」

「そんなことをして、何になるのよ」

「は？」

　何とか首の力を振り絞り、目線を上げる。

「ローリエ、あなたはあの学園に通って何か感じなかったの？」

「感じる、とは？」

　ローリエとして、楽しそうにユウトやメクリと笑っていた彼女が、首を傾かしげる。

「楽しんでたでしょ？」

「…………」

　あの学園では、人間も魔族も手を取り合って一緒に学んで、一緒に遊んでいた。

　そして、デートで浮かべたローリエの笑顔の数々。

　多分、あれは心の底からユウトたちとの時間を楽しんでいた顔だ。

「あの世界を作るために、私は魔王として戦っていた」

「はぁ？」

　ローレルの眉が不愉快そうに上がる。

「人間と魔族が共存する世界。それを作りたくて、人間側に交渉のテーブルにつかせるためだけに私は魔王として戦っていた。将軍たちをまとめ上げ、勢力を拡大し、西の暗黒大陸と呼ばれている大陸に名前を付けたかった。魔族の国を人間たちに認めさせたかった」

「国？　そんなものはもうできていたじゃないですか。暗黒大陸、魔王の城周辺には人間は誰も近寄らない、魔族と魔物の理想郷！」

　拳こぶしを振り上げ、過去の栄光をほめたたえるローレル。

「だけど、人間がいない」

「……どうしてそこまで人間にこだわるんです？」

「戦って、何になるっていうの……」

　血を、見続けた。

　魔族の王として、私は人を殺した。殺し続けた。魔族を守るため、死んだ仲間の恨みを晴らすため、魔族の方が人間より辛つらい思いをしていると言いながら殺し続けた。

　だけど、それは人間も同じことなのだ。

「もうそろそろ、疲れてもいい。恨みを忘れてもいいでしょう。そんなことよりも私は相手と手を繫つないで笑いあいたいよ」

　チラリと、ローレルを見た。

　彼女は無表情で固まっていた。

　自分が仕えていた主のこんなに力ない言葉を聞かせられ、もっと動揺するかと思っていたが、彼女は割と平然としていた。

「………………へ～～～～～～～～～～～～！」

　長く沈黙し、彼女の口を出た言葉が一音だけの感心の声だった。腕を組んで深くうなずき、目を片方だけ吊つり上げた。

「そんなこと考えてたんですか？　ちゃんと言ってくださいよ！　言ったら絶対……!!」

　ローレルが手のカギヅメを私の首元に突き付けた。

「殺したのに」

　首に突き付けられる凶器に臆せず、ローレルを睨にらみつけた。

「ローレル。魔族はもう負けたんだ。幸運なことに人間たちも私たちと同じく疲れていた。だから、無理に迫害しようとせずに共存の道を選んでくれたんだ。私たち王と将軍はもう要らないんだよ」

「そんなことはどうでもいいですよ。将軍とか王の立場とか。はじめっからワタクシにはどうでもいい。ワタクシはただ、人を殺せればそれでいい！」

　自分が座っていた椅子を尻尾で蹴散らして砕くローレル。

　そうだ、こういうやつだ。結局自分の欲望を満たしたいだけの子供だ。

　先ほどまで魔族の再興を掲げておきながら、それが叶かなわなくなりそうだとわかればあっさりと投げ捨てる。その挙句が大声を上げて駄だ々だをこねるという有様だ。

「ワタクシは殺したいの！　人でも魔族でもどっちでもいい！　殺したくて殺したくてたまらないの！　もう限界なの!!　あなたを探すために我慢してもう限界なの！　百人ぐらいパッ……と、殺したいの！　魔王様……許してぇ、ワタクシに人間を、魔族を殺していい大義名分を与えてぇ……！」

　怒鳴り散らしたと思ったら、今度は足に縋すがりついてきた。

　媚こびるような、うるんだ瞳で見上げてきているが、私に本当に許しをもらおうとしているのかどうかはわからない。

「人を殺したいから、あんなことを起こしたのか？」

　時計塔の窓の外に広がる、煙が上がる王都を見る。

「ん？　人って別に限定しなくていいけど、そんな感じ。今すぐ下に降りて行ってあの祭りに参加したいぐらい」

「どうしてそこまで殺したい？　普通に生きていけばいいのに。ローリエとして普通に生きられるだろう」

「そんな選択肢はとっくの昔になくなってるんですよ。あなたの下で竜将軍となった日から」

　ローレルが俯いた。まるで、私に顔を見られるのを避けるかのように。

「ワタクシも、ワタクシの部下も、どれだけ人を殺したと思っているんですか……後戻りしようとしたら見えるんですよ……殺した人間の顔が」

　肩が震えていた……泣いている、のか？

「ローレル……」

　彼女が、ようやく仮面を外して、本心を漏らしたように見えた。

「だ・か・ら～～～～～♪」

　顔を上げると、ローレルは突然歌いだした。

「あなたも私も魔族として戦い続けましょう～～♪　人間と～～～～♪　嫌って言ったら～～～～♪」

　やめればいいのに、こんなこと……。

「フッ、嫌って言ったら？」

「おしおきです」

　青いペンダントをローレルが摑つかんだ。

「ウ、アアアアアアア───────────────────!!」

　その瞬間、頭が割れるように痛んだ。

　記憶が思考が、音を立てて割れていく。

「《ブレインブレイカー》には限界まで働いてもらうとしますか、ね。それこそ装備者の自我が壊れるまで」

　ピシピシと蒼あおい宝玉にひびが入る音が聞こえる。確かに限界の様だが、《ブレインブレイカー》が壊れるか、それとも私の精神が壊れるのが先か……。

「アアアア……!!　こんなことを……しても、無駄だ……私が魔王に戻ろうと、その天下は三日と経たたずに終わる……」

「へぇ～、誰が助けに来てくれるって言うんですかぁ？」

「……フッ」

　左手にはまっている指輪に視線を落とす。

「ユウトだよ」

「センパイがぁ？　あの人はニーズホッグくんに殺されましたよ」

「ハハッ!!　あの程度の魔物にユウトがやられるわけがないだろう。『一万の術式を操る大賢者』って呼ばれていた男だぞ」

　ローレルの目が細められる。

「あの人の入れ替わる前のステータスは知らないですけど。本当にそんなことができる人なんですか？　本当にニーズホッグくんを倒して、あなたを助けに来ると？」

「ああ、竜を倒して、ここに来る。そして……」

　鼻で笑うローレル。そうか、こいつはユウトのステータスを知らなかったな……。

「私を殺す」

「は？」

「そういう契約なんだよ。私が魔王になったら、ユウトが殺して、彼が真の勇者になるって。だから、ローレル。君の巡らせた策は全部無駄になる」

　ローレルの顔は見ない。《エクスチェンジリング》を見続ける。彼との約束があるから、自我を保っていられる。脳に走る激痛にも、彼がいるから─────。

「ふ～ん、そんなにセンパイを信用しているんですねぇ」

　スッと、青い光が止やみ、激痛が止んだ。

「え？」

　どうして魔力を注ぐ手を止めるのか、不思議に想おもいローレルを見つめると、彼女は、

「それがあるから、ですか？」

《エクスチェンジリング》を見ていた。
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　ゴミ捨て場から魔法で跳び、屋台通りに辿たどり着く。

　屋台通りはひどい有様だった。整然と並んでいた屋台は砕け、そこかしこから煙が上がり、人狼族や、ハーピィ族の市民が人間を襲っていた。

「きゃあああああ!!　どうしたんだよお前！」

　果実の入った籠を腰で砕きながら、中年の男が石畳に尻もちをつき、

「助けてぇぇぇ！」

　女性が人狼族の男に追われ、必死に手を伸ばしながら助けを求めていた。誰でもいいから自分を助けて欲しそうに、

「ガアアアアアアアアア!!」

　だが、助ける者は誰もいない。やがて、その女性の肩に人狼族の手が食い込み、背中から倒される。

　そんな光景がどこもかしこも広がっていた。

「あのおっさん……」

　遠くで、ハーピィ族に顔を引き裂かれようとしている小太りのおっさん。襲われている中には、昨日サンドウィッチを売ってくれたおっさんもいた。

　とりあえずは、通り中にいる魔族に目を走らせる。

　住民たちに襲い掛かる、その影に目の焦点を当てながら、詠唱を始める。

「グラナト・マギセドヤ・ファイ────」

　地面に手を置きながら、アレンジを加え始める。

「我が瞳に映る魔の者のみを縛り給たまえ……」

　人間を狙わないように、そして多くの魔族へと向けて、通常の詠唱に呪文節を加えて、改造した闇属性魔法に昇華させていく。

「拘束術式『シャットケット・ミリオーニ』！」

　闇の、拘束魔法が発動した。

「ガッ!?」

　人狼族の影が地面から飛び出し、幾重もの影の手となり、主を襲い始める。

　影の手に捕まったものは地面に吸い寄せられ、その身を手がぐるぐると回り動けないように拘束する。そして、この拘束魔法は人狼族の彼だけに発動されたものではなく、通り中にいる魔族全てに発動される。ハーピィ族も、ケットシー族も等しく影の手に巻き付かれ、地面に転がっていく。

　拘束から逃れられるのは、人間のみだ。

「大丈夫ですか？」

　サンドウィッチ屋に駆け寄る。

「……あ、ああ、君は？」

「ただの学生です。外は危険ですから、適切な場所へ避難してください」

　昨日会ったのに、もう忘れている。『魅力』が１になってしまったので仕方がないか。

　立ち上がりながら、サンドウィッチ屋は頭を搔かいた。

「とは言ってもねぇ……夜のフードクイーンがよくわからない宣言をしてから街中の魔族が凶暴化してるからどこに行ったらいいものか……」

「王城が恐らく市民の避難のために開放されているはずです。王都が魔族に攻められた緊急時にはそういう手はずになっている……復活宣言をした魔王のことをあなた今、何て言いました？」

　一瞬、聞き逃しそうになった。おっさんは空中に浮かんだリリシアの幻を見て、まったく別の呼び方をしていた。

「ああ、さっき空に映ってた銀髪の女の子だろ？　彼女ここいらじゃ有名な客なんだよ。夜のフードクイーンて呼ばれて、夜に現れては屋台を練り歩いて美味うまそうに食べていった」

「やっぱりそういうことか……」

　呆あきれる。あいつ、魔王の癖に、一体何をやっているんだか。俺やメクリに疑われるリスクを冒してまで。

「笑っているけど、君、フードクイーンの彼氏？」

　無意識に笑っていたようだ。少し恥ずかしくて咳せきばらいをする。

「ンンッ……違いますよ。でも、知り合い……いや、大切な人です」

　共に楽しい学園生活を送るための大切なパートナーだ。

「そうか。なら、彼女を助けてほしい。あの子が魔族を暴走させているように見えたけど、そんなことをする子じゃないって、屋台通りのみんなはわかってるから」

　壊れた屋台の破片を拾いながら、心配そうに空を見上げるおっさん。先ほどリリシアの姿が映し出されていた空を。

　俺にとっては見ず知らずの人間がリリシアを信じてくれた。なんだか嬉うれしくなり口角が上がる。

「大丈夫ですよ。この騒動はもうすぐ終わります。俺が終わらせてみせますから」

「……頼んだよ」

　おっさんの強い信頼のまなざしを受け止め、噴水広場を目指して駆け出す。
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　私とロキナはゴミ捨て場に向かっていたが、途中で方向転換し、屋台通りへ向かっていた。

「こっちね？　ユウト君はこっちにいるのね!?」

　学生寮からずっと走っていたため、若干疲れた。腰に《勇名ノ剣ブレイヴハート》を差した状態のため、その重みで疲労が増したというのもある。

「ハァ…そう……こっち……ハァハァ……あいつ転移魔法で一気に移動しやがったニャ」

　何の訓練も積んでいないロキナは辛つらそうだ。バテバテになりながらもなんとか付いて来ている。

　住宅街を通り、噴水公園へ入る。ここを突っ切れば、ユウト君のいるであろう屋台通りに出るのだが。

「……ここで、ユウト君は指輪をなくした」

　私は立ち止まった。

「どうしたニャ？　メクリ……ハァ……疲れたニャ～」

　ロキナが追いつき、木にもたれかかって休憩する。

「ねぇ、どうしたのって？　ユウトと早く合流した方がいいんじゃないの」

「うわあああああ！　助けてくれぇ～!!」

　ロキナがせかしたその時、男性の悲鳴が聞こえた。

　私は《勇名ノ剣ブレイヴハート》に手を添えながら、声のした方向へ走った。

　男性が三人襲われていた。

「ヒィ～～～！　俺だよ！　コック長のアレンだよ！　わからないのか!?」

　三人とも調理服を着て、コック帽をかぶっている。そしてエプロン姿の人狼族十人足らずに追いかけまわされていた。

　魔法を詠唱できる暇は、ない。

　私はすぐさま人狼族たちの前に滑り込み、先頭の集団の足を払った。

「ガァッ……！」

　前列が地面に倒れると、すぐさま他の集団へ鞘さやに収めたままの《勇名ノ剣ブレイヴハート》を叩たたき込んだ。

　傷つけないように……！

「ハアアアアアッ!!」

　横薙なぎに吹き飛ばす。

　獣人たちは悲鳴を上げて宙を舞い、地に落ちる。それで意識を失ったのか、倒れた後も立ち上がろうとする者はいない。

　足払いをして転ばせた者も、立ち上がりかけたところに掌底を叩き込み、気絶させていく。

「……こうして見ると本当に勇者の娘なんだなって思うよ」

　感心しながらロキナがやって来る。

「こんなことしてるから〝鬼姫〟って呼ばれるのかなぁ……大丈夫ですか？」

　襲われていたコック三人は戸惑ったように倒れている獣人を見下ろした。

「私たちよりも、こいつらは大丈夫なんですか？」

　襲われていたというのに、襲い掛かってきた獣人たちの心配をしていた。

「大丈夫です。気絶させただけですから。こう見えても私はプロです。心配はありません」

　安心させるため、できるだけ優しい声色で説く。

「こいつらウチの従業員なんです……何な故ぜか魔族が凶暴化して……あの銀髪のまかない娘もやられてたみたいだし」

　あの……銀髪？　まかない娘？

「その銀髪のまかない娘って誰のことです？」

　つい気になって問いかけた。

「さっき空に浮かんでいただろう。悪魔族の名前は知らないけどよく食べるあの子……あぁ、君は学生さんか。あまり街に出ないから知らないのか」

　私の服を見て、コックは納得したように頷うなずいた。

　息を、飲んだ。

「魔王の、あの、リリシアって子のことですか？」

「ああ、あの魔王とか言わされてたけど、ウチの川辺のレストランの従業員はみんな知ってるよ。夜にやって来て美味そうに店中の料理を食っていた。だけど、お金がないらしくてね、うちの店で働いてくれたんだ。メイド服を着て。そんな子が魔王なわけがないんだ。多分……」

　悔しそうにコックは拳こぶしを握り締めた。

「そう、ですね……」

　視線を落とすと、私の左手が映った。

「とにかくここは危険ですから、何ど処こか魔族に見つからないところへ避難してください。あなたのところの従業員さんも時間が経たてば目を覚まして正気になりますから」

「わ、わかったよ」

　私が急せかすと、三人のコックは王城の方へ駆け出していった。

「リリシアちゃん、やっぱりいい子だニャ……」

「ホントに、吞のん気きなもんよね。魔王の癖に……」

「メクリ？」

　私は聖剣を公園のベンチに置いた。

　そして、手を石畳につけ、目を皿にして地面の上を這はいまわった。

「何やってんの？　メクリ。これ、《勇名ノ剣ブレイヴハート》でしょ？　お父さんからもらった大事な剣をこんなところに置いていいの？」

「いいのよ。いらないって言ってるのに無理やり押し付けられたものだから。それに魔王と戦うわけでもなし、暴徒の鎮圧に聖剣はやりすぎだわ」

　ロキナが戸惑って聖剣と私を交互に見る。

「で、何やってるのさ？　ユウトと合流しないの？　屋台通りに行くんじゃないの？」

「行っても行かなくても、どちらにしろユウト君はここに来る」

「どうしてわかるの？」

　髪の毛が邪魔だ。顔を上げて髪を払う。

　視線を上にあげたおかげで、公園の外が見えた。

　ボンヤリと人影が見えた。彼はこちらに向かって走ってきている。

「ほら、指輪を探しましょう」

「え…………あぁ、本当にユウト来たよ」

　ロキナが彼に向かって手を振る。




　　　　○




　屋台通りを突っ切って噴水公園に来たが、何故か既にメクリとロキナがたどり着いていた。

　ロキナがこちらに向けて手を振っている。

「お～い、ユウトォ～！」

「二人共どうしてここに？」

　その上、メクリは四つん這いになって道から少し外れた芝生の上を這いまわっている。

　まるで何かを探しているかのように。ちょっとスカートの中が見えそうになり、慌てて視線を逸そらす。

「ンンッ、ロキナ、お前がいてくれてちょうど良かった。一緒に指輪を探してくれ。見つけられたら、この暴動も止められる」

「もう探してる」

　ロキナがメクリを指さすと、メクリが探す手を止め、立ち上がる。

「メクリ？」

　あれだけリリシアを敵視していたメクリが、《エクスチェンジリング》を探すのに協力してくれるなんて、にわかには信じられなかった。

　埃ほこりを払い、真剣な目でメクリが俺を見据える。

「リリシアの『魅力─９９９』を奪うんでしょう？　協力してあげる」

「リリシアを……信じるのか？」

　信じて、くれるのか？

「私はあの子をよく知らない、だけど、私はあなたを信じている」

「え……？」

「あなたたちが信じるのなら、私は信じてみます。私は『勇者の娘』。その呼び名に恥じない役割を果たすために」

　メクリの目があまりに真剣なものだから、一瞬間違いかと思ったが、彼女は全く瞳を逸らさない。

「ありがとう……」

　メクリが自分を見て、信じてくれている、それだけで胸が熱くなった。

「お礼はこの騒動が終わってからでいいわ……それよりも、ここに落ちているはずなんだけど、見つからないのよ……」

　メクリが悔し気に視線を落とす。

「ここにユウト君は落ちたのに」

　ふと空を見上げた。メクリは《ハートブレイカー》が発動し、俺が墜落しているさまを見た唯一の目撃者だ。彼女がここだというのなら、指輪まで遠くはないはずなのだが。

　彼女につられるように空を見上げる。ローリエとリリシアが浮かんでいた空を。

「……あ」

「どうしたの？　ユウト」

　かすかな可能性かもしれない。だが、指輪を見つける方法の心当たりが一つだけあった。

　ポケットから宝石が砕け、枠と鎖だけになった《ハートブレイカー》を出す。

「まだ持ってたの？　それで何をするつもり？」

　メクリが眉を顰ひそめる。彼女にしてみれば、ローリエが自分たちを欺いていた証そのものであり、視界に収めるのも嫌だと言った様子だ。

　だが、これがもしかしたら希望になるかもしれない。

「魔法陣が、枠の方にも描かれているんだよ」

《ハートブレイカー》の要。赤い魔法陣が内包された宝石は、発動と同時に砕け散った。だが、その下の枠にも魔法陣は描かれていたのだ。

「だから……どうしたの？」

「装備者の命を即座に奪う魔法なんて、結構な高等魔法だ。これは仮説なんだが、単独の魔法陣だったらそんな効果は生み出せなかった。だから複数の魔法陣をリンクさせる必要があった……そのリンクがまだ有効だったら？」

　この《ハートブレイカー》もリリシアの洗脳に使われた《ブレインブレイカー》も、魔力を流し込まれると宝石が眩いばかりの光を放っていた。

　その本来の魔法の発動はできないまでも、この枠に描かれている魔法陣から、砕けた赤い宝石へ魔力が飛ばせるのだとしたら。

「その魔道具は壊れているのよ？　無理だと思うわ。でも……」

　メクリは眉間にしわを寄せていたが、頷いた。

「あぁ、試しにやってみないこともない。ダメだったら次の手を考えるさ」

　ダメもとで金属の枠に魔力を流し込む。

　魔法陣がほんのりと白く光った。

「起動した……」

「ユウト、見て！」

　ロキナが制服の袖を引っ張り前方を指さす。

　赤い光の道ができていた。それは《ハートブレイカー》の宝石のかけら。発動させる魔法もなく、ただただ光るだけとなってしまった。指輪への道しるべ。

　芝生から木の幹の上、ほとんどてっぺんまで伸びていた。

「任せて！」

　ロキナが駆け出す。するすると宝石のかけらが引っ掛かっている木を昇りきり、

「あった！」

　歓喜の声を上げて、その手の中に金色の指輪を収めていた。

「驚いたわ、その魔道具。砕けた宝石とまだ繫がっているなんて」

「そんだけ強力なもんを使ってたってことだよ。ローリエめ」

　枠を握り締めて振るが、今は彼女の用意周到さに感謝しなければならない。

　木の上に引っ掛かっていた《エクスチェンジリング》を回収したロキナが降りてきて、俺に差し出す。

「はい。リリシアちゃんを助けてやって」

　金色の指輪を受け取り、

「ああ……待ってろ、リリシア。ステータス、交換するぞ」

　すぐさま、右手の薬指にはめた。

　体を襲う、脱力感……が……。

「………………終わった、の？」

　メクリが恐る恐る尋ねる。

「……いや」

　わからない。

　レベルが下がる特有の脱力感に襲われていたが、それが、何というか、前回と違うような気がした。

　念のため、俺は《ステータスカード》で自分のステータスを確認する。
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「リリシアのステータスじゃない！」

　まずい……！　気づかれている！

「ローレルと入れ替わってる！　ユウト君、すぐに指輪を外して！」

　メクリが慌てて外すように言う。

　ローリエに『魔法─９９９』を渡せばどんなことに使われるかわからない。リリシアに俺のステータスが届かないのなら、俺に『魅力─９９９』が届かないのならこの状況は変わらない。

　俺は指輪を外そうとする……が、

「ちょっと待って、指輪を外すのは五秒待って！」

　ロキナが俺の手を止めた。

「ロキナ？　五秒ってどうして？」

「……僕なら、わかる」

　そう呟つぶやいて、ロキナは目を閉じ、耳を澄ませた。




　　　　○




「おや？」

　ローレルが首を傾かしげ、左手の薬指を見つめる。その指には銀色の《エクスチェンジリング》────。

「先ほど、なんだか全身に力がみなぎったのですが……何だったんでしょうねぇ？」

　ガスティン人魔共同学園の生徒手帳を取りだし、ステータスを確認する。まじまじと見つめるが、特に変わったところはなかったようで、生徒手帳をしまう。

「もしかして、センパイが指輪をはめてくれたのかもしれませんね。私に自分の『魅力─１』をプレゼントしようと、クク……アハハハハッ！」

　腹を抱えて笑う、ローレル。

「アハハハハ……ハハ……は～ぁ……」

　やがて、笑いつかれると左手の薬指にはまっている指輪を見つめた。

　目をとろんとさせてうっとりしたような、そんな顔で……。

「ローリエ・リヒテル」

「ん？　何です？　魔王様？」

「悪いけど、その指輪をやることはできない。それは私とユウトの大切な指輪なんだ。だから、それが欲しいのはわかったが、諦めてくれ」

「……チッ、うっさいですね。別に欲しくはありませんよぉ～。こんな宝石もないようなだっさい指輪！」

　苛いら立だち、罵倒しながらも、《エクスチェンジリング》を外そうとはしなかった。

「全く、それでは続きをやりましょうか」

　そして、私の洗脳を再開しようと、《ブレインブレイカー》を摑つかみ、魔力を注ぎ込む。

「……グッ！」

　またあの激しい頭痛に襲われるのかと、ギュッと目を閉じるが、いつまでたってもそれは来ない。

　閉じた瞼まぶたを通り抜けて光をかすかに感じるが、やがてそれもなくなり、破砕音が響いた。

「ああ、ああ……くそぉ！　このポンコツめ！　もうダメになっちゃって！」

　目を開くと、《ブレインブレイカー》の宝石が砕け散っていた。古代魔道具オーパーツの限界が来たのだ。

　ローレルは宝石が砕け散った《ブレインブレイカー》に未練がましく魔力を送り続けていたが、やがて無駄だと諦め、投げ捨てるように乱暴に手を離した。

「全く、やっぱり魔道具っていうのは五年で買い替えないとダメなんですよ！　まぁ、いいです。どちらにしろ王都での魔族の暴走は止まらない。これをきっかけに人間と魔族の間に亀裂が入る。そうなればまた魔族と人間の戦争が」

「起きねぇよ」

　男の声が、時計盤作業室内に響いた。

　ようやく来てくれたか……！

「ユウト！」

　声のした方向を見ると、さえない顔をした存在感の薄い少年が立っていた。

　ユウト・ニードレス。魅力がたったの１しかない、私の運命の人───。

「センパイ……!?　どうしてここが!?」

　まさか本当に来るとは思っていなかったローレルが後ずさる。

「ロキナの能力だ。ケットシー族は遠くの人間の『魅力』を探知することができる。ロキナは『魅力』が低ければ低い程、遠くの相手を探知できる特殊能力を持っている。つまり……」

　ユウトの指がローレルに向けられる。

「その指輪をはめて、『魅力─１』になったお前の位置を探知したってわけさ」

「……グギギギギ！」

　歯を鳴らして拳こぶしを握り締めるローレル。

「返してもらうぞ、その指輪」

「はん！　あんたに何ができ」

　刹せつ那な、ローレルとユウトとの距離がほぼゼロにまで縮まる。

　ローレルが「る？」と、状況が吞み込めず発した声を言い切る間もなく、ユウトはローレルの指に収まっている《エクスチェンジリング》を摑み、引きぬこうとした。

「……ッ!?」

　即座にローレルが拳を作りユウトの手に指輪が渡るのを阻止し、隙だらけの腹部に蹴りを食らわせる。が……、

「シッ……あ？」

「……ローリエ。もうやめろ、大人しく指輪を渡せ」

　元魔王軍幹部の足蹴りが、まともに刺さったはずなのに、ユウトは微動だにしていない。一歩も後退せずに、同情したような目で彼女を見下ろしている。

　ローレルの顔が青ざめていく。本当にユウトが強いのだと、ようやく実感できたようだ。

「なるほど、メクリさんのあなたを褒めちぎる言葉に噓偽りはなかったというわけですね」

　精一杯の強がりで、笑って見せるが、頰ほおを汗が伝っている。

「わかったか、ローリエ。じゃあこんなバカなことは諦めて、学校に戻るぞ。そしてみんなにごめんなさいを」

「手詰まりかもしれませんね……だったら、どうしますか？　私は……逃げまぁす!!」

　ユウトの腹にまだ付けている右足の裏、そちらに体重をかけ、両足の裏をユウトの腹に乗せ、体を曲げ、一気に跳んだ。

「ローリエ!?」

「リスクは負わない主義なんですよ！」

　ユウトの体を壁として、窓に向かって横っ飛びに飛んでいくローレル。空中で器用に体を回し、翼を肥大化させ、部屋の外へ出ると一気に広げた。

「ばいびぃ～！　センパイ、魔王様。また会いましょう！　次こそ魔王様には復活してもらいますから」

　にこやかに手を振りながら飛び上がり、窓の視界から消えた。

「ったく、捕まえに行くかぁ……大丈夫かもしれないけど」

《エクスチェンジリング》をローレルが持ったままだというのに、ユウトは非常にのんびりした様子で頭を搔かいた。『魔法─９９９』を持っているゆえに、すぐにでも捕まえられるという余裕か。

　だが、ここでローレルを追って《エクスチェンジリング》を取り返したところで根本的な解決には至らない。

　問題は、この世界に、魔王がまだいるということなのだから。

「……ユウト、ローレルを追う必要はない」

「あん？」

　彼女を追おうと窓に向かっていたユウトが振り返る。

「私を殺せ、勇者になれ。ユウト」

　彼がここに来てくれてよかった。私を殺せる彼が、ここに来て。

「…………」

　面倒くさそうな顔をしていたユウトの顔がスッと真顔になる。

　全く、期せずしてのことだったが、『魔王復活宣言』をした。そしてこの場に、勇者になれなかった彼がいる。彼に殺されれば、魔族の暴走も止められるし、彼はなることができずに苦しんでいた……勇者になれる。

「そういう契約だったでしょう？　私が魔王になれば、君が殺す」

「…………」

　ユウトは私の目を見たまま何も言わない。

「もう、ダメなんだよ。あの指輪があれば普通の女の子として暮らしていけると思っていた。君と出会って、あのゴミ捨て場から出ることもできた。だけど、長くは続かない。よくわかったよ。魔族はどうにかして私を魔王にしようとするし、人間は殺そうとする。この世界に私の居場所はない」

　ユウトの顔が悔し気に歪ゆがんだ。

「すまん」

「謝らなくていい。私は魔王。だから、信じられないのは当たり前。悪魔の王なのだから、甘言を用いて人間を罠わなにはめる。そう思うのが普通だ。だから、いいんだ」

　目を閉じ、首を垂れる。

「ここで君に殺されて、君が英雄になってくれるのなら、私は満足だ」

　いつ、首を切られるかと待っていると、

「……あ～」

　ユウトは呆あきれたような声を上げ、その後頭を搔く音が聞こえた。

「さっきな、届け物を頼まれたんだ」

　何を言っているのだと、目を開けた。

「ユウト、街の魔族が暴走している。早く救ってあげ」

「これ欲しいって言ってたろ？」

　私の言葉を遮り、ユウトが何かを私の眼前に差し出す。

　紙袋だった。

「……何、これ？」

「忘れてんのか？　開けてみろよ」

「…………」

　その中身が、どうしても気になってしまった。彼が最後に差し出したプレゼントだ、見ておいた方が、いいのかもしれない。

　紙袋を両手で受け取り、中の物を出した。

「……っ!?　これって」

　制服、だった。

「できたから届けてくれってさ。ヨルダに。あいつが金払ってくれるかと思ったけど、結局俺持ちだって、ケチだよなぁ……」

　苦笑するユウト。

　どうしてここにこんなものが……確かに、こっそりヨルダと共に行って作ってもらったガスティン人魔共同学園の制服。ユウトと共に通うための私の服だ。

『勇者の娘』を警戒して、街に出ていた時に作った服。

「これを着て堂々と学校に通え。あの指輪があれば大丈夫だろ。『魅力─１』になるんだから。お前の元部下だってこの国にいるなんて気が付かない、俺が保証する」

　笑って、親指を立てるユウト。だけど、私は……そんな彼にこれ以上迷惑はかけたくなかった。

「ダメだよ。私が生きてる限り、多くの人間が傷つく」

「生きている限り、多かれ少なかれ誰かしら傷つけるし、傷つけられる。気にするな」

「気にするよ。君は気にしないかもしれないけど、私は気にする。君は良くても周りの人間が私を疎む、排斥する！　魔王の私には、この世界に居場所なんてないんだ！」
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　彼に見捨ててほしくて激げき昂こうしたが、その言葉は私の本心だった。生きているだけで罪のような自分自身を、早くこの世界から消し去りたかった。

「……どうして、俺がローリエを逃がしてこんなに余裕なのかわかるか？　転移魔法を使っても街の外に出た奴を見つけるのは難しい。なのにどうして、まだあいつを追おうとしていないのか」

　優しい口調で、ユウトは語り掛ける。

　確かに、それはわからなかった。《エクスチェンジリング》を取り返したいのならもっと焦ってもいいはずなのに。

「お前を助けに来たのは、俺だけじゃない」

　鋭い金属がぶつかる音が外から聞こえた。

　剣けん戟げきの音だ。

「メクリも来てるんだ」




　　　　○




　キャヴァナ王国の上空に私は立っていた。真正面に時計塔を背にしたローレル・リオンを見据えて。

「どういうつもりですかぁ～？　あなたは仮にも勇者の娘でしょう？」

　ローレルの鋭い爪撃を弾はじいた《勇名ノ剣ブレイヴハート》を横に薙なぐ。黄金の切っ先にこびりついていた、カギヅメの破片が遥か下の大地へ落下していく。

　私が何もない空の上に浮遊ではなく、立ちはだかり続けられるのは、あらかじめ空駆けの魔法『ラウフヒンメル』をユウト君にかけてもらったからだ。狭い時計塔の作業室内では飛べるローレルが圧倒的に有利。

　だから、彼女に借りを返すために、彼に頼んだ。

「そう、私は勇者の娘。だから街を危険に陥れる魔族を許してはおけない……つまり、あなたよ」

　切っ先を、竜族の魔王幹部へ向ける。

「ハッ！　ご立派な正義感ですね！　ならさっさと後ろの魔王様を殺したらどうです!?」

　両手を広げ、ローレルは叫び、翼と尻尾を広げた。

　そうやって視線をくぎ付けにしようとしているのだろうが────。

　わずかに、風を切る音が聞こえた。

「読めているのよ!!」

「─────ッ!?」

　腕をひねり、《勇名ノ剣ブレイヴハート》の刃を右側へと向ける。

　ギィンという嫌な金属音が響き、竜のうろこの破片が宙に舞う。

　ローレルの拳こぶしを受け止めていた。見えているのは彼女の右拳のみ。だったが、やがて水面から体を出すように、ローレルの全身が姿を現した。

　手足や首を赤い鱗うろこが包み、巨大な翼と尻尾が背中から伸びる、覚醒した姿だった。

　悔し気に顔を歪ませる竜族の少女を睨にらみつける。

「竜族は幻惑魔法が得意だって言ってたわね？　どうせあれも幻だと思ったのよ」

　一瞬だけ、目を横に走らせて先ほどまで対たい峙じしていたローレルの方を見ると、姿が揺らぎ煙のように消えていく途中だった。

「二度も同じ手は通じないってわけですか。人間だからって舐なめすぎましたね」

「魔族はいつもそうだから、人間に負けるのよ。特にプライドの高い竜族は、ね」

　挑発する。

　激昂するかと思ったが、ローレルは大口を開けて笑い始めた。

「ハッハ～!!　ハ～ハッハッハッハ……！　あなたが私に勝てるわけないでしょう!?　勇者の娘と言ってもそこらの冒険者レベル。元魔王軍幹部の私の前に立つなんて、愚かの一言ですよ！」

　そう、勇者の娘、学生としては強い方と言っても、冒険者の中の上レベル。世界を支配し、操ってきた魔王軍幹部のレベルとは天地の差がある。が……、そのレベルの差を埋める武器を持っていれば話は別だ。

「確かに、レベルの差はある。あなたの攻撃をまともに食らえば、即死でしょう。ローレル・リオン。だけど、この金色の剣は魔王を倒した剣。精霊の帝みかどたちからの加護を与えられた、最強の破魔の剣よ」

《勇名ノ剣ブレイヴハート》を掲げる。光帝、闇帝、霊帝の魔力の流れを操る精霊の帝の上位に位置する三神帝。彼らが魔王を倒すためだけに勇者に与えた魔のものの手では絶対に砕けることはなく、魔の力が宿っていればどんなものでも貫く、まさに、対魔族用の決戦武器。

「これを持っている限り、魔族は私に絶対に勝てない」

「かーっ、親の七光りここに極まれり！　どんな気持ちですかぁ？　親の威光を振りかざして互角になってる今のお気持ち。情けなくはないんですかぁ？」

　両手を上げ、眉を歪ませて、顔を突き出すローレル。

「情けなくなんかは、ないわ。親の威光を振りかざそうとも、一人でも多くの人間を守れるのなら、七光りだろうと構わない。困っている人を救えるのなら、手段を選ばずにがむしゃらに戦う、それが勇者……でしょう？」

「あ────……」

　心底つまらなそうに、上げていた手と肩を降ろし、

「わかっていないようですが、あなたは今、魔王様を救おうとしているんですよ？」

　時計盤の向こうをローレルは指さした。

「魔王なんですよ？　それを守るために無謀な戦いに挑む？　ちょっと意味がわからないですねぇ……私じゃなくて後ろに刃やいばを向けたらどうですか？」

「彼女はもう、魔族の王じゃない」

　断言した。あまりにも断言が早すぎて、珍しくローレルが目を丸くした。

「本当はあんな子じゃないのに、可哀かわいそうに」とロキナはリリシアを評した。「物を食べて、あんなに嬉うれしそうな顔をする子が悪い子なわけがない」、そう見知らぬコックは言った。

「あの娘こは一緒にいて笑いあえる。普通の女の子よ」

　多分、ね。

「それじゃあ、困るんですよ!!」

　身をひねり、ローレルの尻尾が横薙ぎに振られる。

「……ぐっ！」

　吹き飛ばされた先で、空中を踏みしめ、ローレルに逃げられまいと空を駆け、彼女へ聖剣の一撃を叩たたき込む。

　竜のカギヅメで受け止めたローレルの左手には銀色の指輪がはまっている。彼女の指に収まるべき指輪が。

「返してもらうわよ！　その指輪はあの子のものなんだから！」

　ローレルは苛立たし気に歯を食いしばり、

「どいつもこいつもッッ！　そんなにリリシアが欲しいのかぁッ!!」

　吠えた。心の奥底から来る怒りを爆発させていた。

「救いを求めるものを、私は助ける！　魔王じゃないただの女の子を!!」

　ローレルの怒りに飲まれぬように声を荒らげ、聖剣をひねり、刃を指輪に近づけた。




　　　　○




　時計盤の裏の作業室。

　目に涙をためたリリシアに向けて、俺はグッと顔を近づけた。

「メクリも、ロキナもお前のために協力してくれたんだ。だからな、居場所がないとか、死のうとか考えるな」

「……」

　リリシアが顔を上げる。

「第一、何で死のうなんて思うわけよ？　そんな性格じゃないだろうお前」

　苦笑すると、リリシアは怒ったように俺の体を押しのけた。

「性格とか関係ないだろう？　私は魔王だ。生きているだけで、『魅力─９９９』なだけで、平穏なんて得られない。そんな生き方はもう辛つらいんだよ」

「だったら、勇者に討たれたときに、諦めてるはずだろ？」

「…………ッ！」

　勇者、ソレイユがどんな経緯で、どんな戦いを繰り広げて魔王を倒したのか、それは誰にもわからない。単純に魔王と戦って倒したとしかソレイユは話さなかったし、ソレイユ含め仲間がどこにいるのかもわからない。ただ、こいつの話や街に流れている勇者の噂を聞く限り、絶対にソレイユが情けをかけて生かしたわけではないはずだ。

　だから、

「生きたいから、まだ生きてるんだろう。だから、多少人に迷惑をかけるだとか、居場所がないとか、そんな小さなことを一々気にして、死のうなんて思うな」

「…………ぁ！」

　リリシアの口がゆっくり開き、小さく音が漏れた。顔が伏せられ、肩が震える。

「だから、学校通えよ。行きたがってたろ。安心しろ、『魅力─１』だったら誰にも気づかれずに教室に入れるから、いるかいないかわかんねぇから。誰もお前が魔王なんてわかりゃしないよ」

　フッとリリシアの肩から力が抜けた。

「………そこまでは困るなぁ。私は面白おかしく楽しい青春ってやつを、謳おう歌かしたいからね。ちょっとは『魅力』を上げさせてもらうよ？」

　顔を上げたリリシアの目には、涙がたまっていた。めいっぱいの涙を浮かべて、笑っていた。

「上げれるもんなら上げてみろ。俺が苦労しても上げられなかった『魅力』を」

　笑い返してやる。リリシアは可お笑かしそうに俯うつむき、

「じゃあ、修行しないとな……」

　呟つぶやいた瞬間、轟音が巻き起こり、時計塔の壁が破裂した。何かが飛んできて、壁を砕いたそれは床の上を勢いよく転がり、逆側の壁に激突してようやく勢いが止まった。

「メクリ!?」

「……うぅ」

　壁を砕いたものはメクリだった。服が破けて全身傷だらけで、だが、聖剣は決して手放さないと握り締めていた。

　すぐさま駆け寄り、抱え上げる。

「負けたのか!?　待ってろ、すぐに傷を治すから！」

「いい、これぐらい自分でやる。それより……」

　メクリは気丈にも首を振って、聖剣を握っている方と逆側の手を掲げて開いた。

「借りは……返させてもらったわ……」

　その手の平の上に載っていたのは、銀色の古代魔術文字が書かれた指輪だった。

「勇者っていうのは結構手癖が悪いものなのよ……人の家の物勝手に盗ったり、城の宝箱を平気で開けたり、こう見えても盗賊のスキル、持ってるんだから……」

　傷ついた身で精いっぱい笑うメクリ。こんな彼女の表情は、学校で見たことはなかった。冒険者としての、『勇者の娘』としての、彼女のもう一つの表情だった。

　取り返してくれた銀の《エクスチェンジリング》を受け取る。

「ありがとう、流石は『勇者の娘』だよ」

「フフ……どういたしまして」

「メクリ……？」

　リリシアが歩み寄り、メクリの顔を心配そうにのぞき込んでいた。

「リリシア、さん。ほとんどこれが初めましてになるわよね……」

「う、うん」

「……ごめんなさいね。よくあなたを知らないのに剣を向けて。あなたにそれだけは謝りたかったの」

　メクリの謝罪を聞いた瞬間、リリシアは驚いて眼を見開いた。そして、フッと力を抜いて、メクリに優しく微笑む。

「ありがとう。君は全然父親とは似てないね」

「ありがとう。最高の褒め言葉よ」

　心底嬉しそうな顔をしてメクリは応えた。

　そして、俺は《エクスチェンジリング》を渡そうと、メクリを横にして、リリシアの方を向いた。

「よし、じゃあリリシア、これで……」

　悪寒が、走った。

「リリシア！」

　急いで彼女の手を摑つかみ、引き寄せる。

「──────チィ！」

　リリシアが先ほどいた場所を、爪の斬撃が襲う。

　ローリエだ。カギヅメの斬撃を生み出した竜族の少女は歯をむき出しに俺を睨にらみ、鋭くとがった爪を掲げ上げた。

「死ね！」

　言葉少なに襲い掛かってくるローリエからリリシアを守ろうと抱き寄せ、片手でローリエの攻撃を受け止める。

「ローリエ。どうして戻ってきたんだ？　ここに戻ってきても……」

　爪による攻撃を弾きながら後退する。

「うるさい！　また魔王が『魅力─１』になって隠れるつもりなら、ここで殺すまで！　どうして……どうしてッッ！」

　ローリエの口調が、崩れていた。言葉も支離滅裂になりかけている。

　彼女は怒りに溺おぼれ、リリシアを殺そうとしていた。

「どうしてあなただけが許されるのよ!!」

　まるで駄々っ子のよう。滅茶苦茶に両手の爪を振り、俺に攻撃を片手でさばかれていても構わずに攻撃を仕掛けてくる。

　そうか……、こいつ……。

「リリシア、危ないから少し離れていてくれ」

「え、わ！」

　胸元に収まっていたリリシアを背後に押しやる。

　そして、前方に踏み出し、ローリエの攻撃を受け止め、腕を摑みあげる。

「ローリエ。お前を許そう……なんて気軽に俺が言ってもどうにもならないんだろう」

「ハンッ、一人の人間が許したところで、しょうがないんですよ！　人間と魔族は殺し合い続けてきたんです!!　ただの言葉で重ね続けてきた罪が消えるわけがないでしょう!?」

「ああ、無理かもしれない。罪は消えない。時は戻らない。だけど……」

　腕を摑んだ逆の手で、ローリエの頭を鷲摑みにする。

「が……!?　放せ……！」

「やり直すことは、できる」

　魔力を、収束させる。俺の手から稲妻が迸ほとばしる。

「シトレウム・チュセオスカ・オゥガ───天、地、空、悉ことごとくを満たす万雷をここに！　雷らい轟ごう術式『ツォーンゲヴィター』!!」

　轟雷が俺の手の中、ローリエの顔で轟とどろいた。

　稲妻の爆発は広がる。顔も腕も摑まれたローリエは逃げることもできず、至近距離で食らい、防御もできずに、

「ギッッッッガッッッッッ──────────────────────────」

　全身から稲妻が放出されていく。ローリエを通して迸っていく轟雷は時計塔を満たし、王都中を照らす。あまりにも時計塔の輝きが強すぎて、影ができ、夜かと錯覚してしまうほどの眩まぶしさだった。

　作業室にいたメクリとリリシアは目を開けていられなかった。雷自体は彼女たちの元へは届かなかったものの、そのまま目を開いていたら、その光で目を焼かれていた。

　やがて、稲妻の爆発は収束していく。

　光が弱くなり、迸る稲妻の範囲も、発動者の手の中だけに納まっていき、やがては消える。

「ふぅ……」

　手を放してやる。

「ぁ……」

　ローリエは白目をむいて、力なく横に倒れた。

「……あれだけのステータスがあったんだから、生きてるよな？」

　全く手加減をしなかったが、先ほどのローリエのステータスを見る限り死ぬほどのダメージではないはずだ。注意深く彼女の様子を見ていると、電気がまだ体内に残っているのか、体をビクビクと震わせて「おうぅ……」と呻うめいた。

「よかった、生きてた……」

「……その子をどうするの？」

　メクリが体を起こしてこちらを見ていた。休んで少しだけだが、体力が戻ったようだ。

「多分、騎士隊に引き渡したところで、すぐに出てくるわよ。そして、今度こそユウト君を、リリシアさんを殺すかもしれないわ……だから」

　メクリが聖剣を杖に立ちあがろうとする。ここでローリエを殺そうと。

「私は……！」

　リリシアが自らに注目を集めようと声を上げた。メクリの動きが止まる。

　リリシアは俺の手元の《エクスチェンジリング》を見つめ、

「見ていたんだ、ローレルが指にはめていた時……彼女は嬉しそうだった。だから……君に任せるよ。ユウト……」

　視線を上げて、ジッと俺の眼を見る。

　メクリも戸惑ってはいたが、俺の判断を仰ごうと、足を止めてこちらを見ていた。

　リリシアの銀の《エクスチェンジリング》を見つめ、一息吸った。

　そして、気絶しているローリエを見下ろしながら、リリシアに歩み寄った。

「ローリエ、最後はこいつらしくなかった。怒りに任せてリリシアを殺そうと。策をめぐらせて、人を罠にはめるタイプのこいつなら、ちょっと考えればわかっていたはずだ。ステータス交換が行われることを待って、弱体化した俺を殺せばいいってことが」

　そうすれば、『魔法─９９９』はこの世から失われ、無力だが『魅力─９９９』のリリシアが残る。だが、ローリエはその手段を選ばなかった。頭になかったのだ。それほど彼女は激昂していた。

『どうしてあなただけが許されるのよ!!』

　あんな言葉が出るほどだ。彼女は冷静じゃなかった。冷静じゃなくなるほど、リリシアに嫉妬し、つまりは恐らく……。

　金色の《エクスチェンジリング》を改めて右手の指に通し、リリシアの前で跪ひざまずく。

「だから、リリシア。お前の望み通りにするよ」

　見上げると、頰ほおを赤らめて笑っているリリシアの顔があった。

「ああ、君の望むままに……」

　リリシアが優雅に左手の甲を向けて、俺の目の前に掲げる。その薬指をつまみ上げ、銀の指輪を通していく。

「リリシア、悪かった。お前を信じられなくて。これからは絶対にお前を裏切らないから」

「今、謝るんだ？　気にしないよ。私はずっと君を信じていたから。これからも……」

　完全に銀の指輪がリリシアの左手の薬指に収まった。

　そして、ステータス交換が行われる。脱力感と頭が冴えわたる爽快感に襲われた後、ステータスを確認すると、『ユウト・ニードレス』『魅力─９９９』になっていた。

　立ち上がる。

「さて、相手の目を見て、笑うんだったな」
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　ローリエの頰をペシペシと叩たたく。

「お～い、起きろ。ちょっと話があるんだ」

　白目をむき、しばらく叩かれるままになっていたローリエだったが、やがてグッと黒目が降りてきて、こちらに焦点を向ける。

「あれだけの攻撃を食らわせておいて……もう起きろとか、鬼ですかセンパイは……」

　どこか、毒気が抜けたような顔をしていた。

「自業自得だろ。こんだけの事をしておいて、そう簡単に許してもらえると思うな」

「そうですね、じゃあ、いっそのこと殺しますか？　殺しましょうか？　魔族なんてみんな殺せばいいんですよ。人間と魔族の共存なんて欺ぎ瞞まんに満ちた理想は捨てて、互いに憎み合って殺し合えばいんですよ。所詮、私ら種族が違うんですから」

　全てを諦めたように天を見上げるローリエ。その瞳がどこか悲し気に揺れた。

「殺すわけないだろ。俺はお前のこと結構好きだから」

「はぃ？」

　目がこちらに向けられる。

　学園にいた時だったら、彼女は飛び上がって喜びそうなものだったが、今は眉をゆがめて俺を睨みつける。だが、ほんのりと頰が赤い。照れて戸惑っているようにも見える。

　俺はローリエの眼を見、微笑ほほえんだ。

「ローリエ・リヒテル。俺を見ろ」

「…………ッ！」

　瞬間、ローリエの顔がボッと真紅に染まった。

　あの時と一緒だ。ムーランの時と、メクリの時と。

「俺はお前のことが好きだ。だから、できれば今回の事を水に流して、これからも一緒に学園生活を送りたいと思っているんだけど、お前はどうしたい？」

　もちろん、好きだと言っても友達としてだが。彼女といると賑にぎやかで楽しい。だから、彼女がいれば学園生活がいつも楽しくなると思っての提案だが。

「あ、あ……そんな……」

　ローリエの唇が震える。顔は赤いままだが、俺から目を逸そらせないでいる。

「お前が元魔王の幹部。たくさん人を殺した。とりあえずそれは全部棚に置いておけ。たくさん人を殺したのは魔族も人間もお互い様だ。謝るときに謝ればいい。今はただ楽しんで、平和になった世界を一緒に笑って過ごさないか？」

　ローリエに向けて手を伸ばす。

「いいんですか？　私も……一緒にいて……」

　恐る恐る手を伸ばそうとするローリエ。

「元魔王が許されたのに、その部下はダメだって、ちょっとズルいだろ。だからお前が幹部としてやってきた罪はお互いさま。今回の魔族の暴走はさっきの雷撃と、これからいろんなことでチャラってことで」

　ニッと笑いかけると、ローリエは泣きそうな顔をして、両手で顔を覆った。そして、しばらく肩を震わせた後、顔を見せる。

　笑っていた。だが、彼女の目の周りを涙の粒が飛んでいた。

「ハイッ！　センパイ、大好きです!!」

　倒れた状態から、背中の筋肉と羽を使って跳ね上がり、俺に抱きついてくる。そんなローリエに照れながら、リリシアとメクリの方を振り返る。

　メクリは警戒していた。傷ついた体を押して聖剣を上げて、戦闘態勢を取る。

　ローリエが抱き着いているこの状態は普通に考えると非常にまずい。レベル５の弱体化している状態の俺をいつでも殺せる体勢にいるということなのだから。

　だが、俺はそれに気づきながらも指輪に手をかけようともせずにメクリを見つめて頷うなずいた。

「……大丈夫なの？」

　メクリの問いかけに俺が頷くと、スッと剣を降ろす。

　ローリエは俺を殺そうとはしない。もう、殺さない。『魅力─９９９』の力で、俺を殺そうとは思わなくなっているのだ。

　ゴミ捨て場で、リリシアが魔王とわかっても俺が殺せなかったように。『魅力─９９９』の彼女に、顔立ちの良さだけではなく、その言いようのないオーラで見み惚とれたように。

　ローリエも俺の『魅力─９９９』のオーラに見惚れて、敵意なんて持てないんだ。

　メクリの横へ視線を向ける。

「これで、一件落着。帰ろうか、リリシ……」

　銀髪の悪魔族は、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「リリシッ…………！」

　翼のはためきがほんのかすかだが、耳に届いた。

　窓の外を見るが、リリシアの姿はなかった。

　ローリエを首に下げたまま窓へと駆け寄り、王都の空に銀の髪の悪魔の姿を探すが、彼女の姿はどこにもなかった。

「どうして、リリシア……」

　俺に『魅力─９９９』を送り、俺の『魔法─９９９』を得た相棒は、その日を境に俺の前から姿を消した。
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　ローリエの起こした魔族暴走事件から一週間の時が経たった。幸いにして死者も出ず、破壊された施設も少なかったため、復興のめどはすぐに立ち、特に王都の街に致命的な影響はなく、平和に魔族と人間が暮らす光景が続いていく。

　休み時間に抜け出して、俺は学園の屋上からその光景を眺めていた。人間の女の人と、人狼族の男が仲良さそうに話しながら街道を歩き、バッグを持ったハーピィ族の配達員が、家々に手紙を届けている。

　もう一週間の時が流れてしまった。リリシアがいなくなって。

「どうして、いなくなったんだ……」

「迷惑をかけたくなかったんでしょう。私たちに、何よりユウト君に」

　いつの間にか、隣にメクリが立っていた。彼女も人間と魔族が暮らす街を見渡し、

「元、魔王である自分がいると、また魔族の襲撃が起きるかもしれない。だから、王都から出た。『魅力─１』なら、彼女はどこにでも行けるから……私たちに迷惑をかけないように」

　遠くの空を眺めるメクリ。

「バカめ。意味がないだろう。『魔王復活宣言』をしたんだ。どちらにしろ、ここに魔王がいるって魔王軍の残党が襲い掛かってくる。もう迷惑はかけてる」

「そうね。これから、王都は少し騒がしくなりそうね。だけど……」

　メクリの目が、街から俺の手にはめられている《エクスチェンジリング》に向く。

「どうするの？　いざとなった時、『魔法─９９９』が必要になる時に……」

　外すの？　と、視線で問いかけてくる。

「いや、あいつがまだこの指輪をはめ続けている限り、俺は外す気はない」

　手を広げて、俺は遠くの空に伸ばした。

「魔王軍が襲ってきても？」

「ああ……俺からは外さない。あいつが近くにいない限り。もしも遠くの地であいつが『魅力─９９９』でレベル５になってたら、誰も助けてくれずに攫さらわれてしまうかもだからな」

「じゃあ、来たらどうするの？」

「そのために、あいつがいる」

　屋上の扉がバンッ、と開かれる。

「はぁ～い!!　よっびまっしたぁ～!?　センパイ、改めご主人様！」

　ローリエだ。

　暴動騒ぎを起こした事件の当事者がいけしゃあしゃあとこのガスティン人魔共同学園にい続けているのは訳がある。

「こいつが俺を守ってくれるさ、掃除は終わったのか？」

　俺が尋ねると、ローリエはモップを振りかざした。

「はぁ～い!!　一階二階三階四階、その他諸もろ々もろ悉ことごとく!!　このモップで拭き散らかしてやりました！　この学園で足着く場所はぜんっぶピッカピッカで、凍った湖のように滑れますよ！」

　そう言って手にしたモップを振り回す。

　竜族の少女が纏まとっている服は制服じゃなかった。黒いワンピースの上に真白のエプロンを付けた服……メイド服を着ている。

「そうかなぁ、ローリエがこのまま大人しくしてるかなぁ？　『魅力─９９９』で従い続けるの？」

「あれ？　メクリさん、メクリさん、いつの間に呼び捨てに……」

「あれだけのことがあって、まだあなたに敬語をつかうと思ってるの？　それに一応私はあなたの監督役になったのだから、私が見ているうちは、絶対にユウト君に手は出させないからね」

　子供を𠮟りつける親のように、ローリエの眼前に指を立てる。

　ローリエはまだこの学園の生徒として籍を残し、なおかつ今回の事件を起こした反省として、学園ないし、王都の奉仕活動をさせることになった。

　随分と寛大な処置だと思うだろうが、俺とヨルダが必死に王政府を説得し、『勇者の娘』メクリという強力な監督役を付けることで納得してもらえた。

　故に、学生だがメイド服を着て、学園中の掃除をする学生メイドとして働く、そういう裁定にいたった。

　ローレルとして牢ろう屋やに入れることもできたが、俺はそうしたくなかった。傲慢かもしれないが、俺は俺のやり方でこいつに罪を償わせたい、というよりは……、

「じゃあ、教室に向かおうか、朝の授業が始まるから。ローリエも」

　人を傷つけ続けた竜族の娘に人間の、人間と魔族の日常をもっと知って欲しかったからだ。本格的に悔恨するのは、そこから先。それに、メイド服を着て校内を走り回る元魔王軍幹部は、いつも笑顔を浮かべていた。

「はい！」

　元気よく返事をするローリエにメクリはやれやれと首を振った。

「まぁ、竜族が人里に降りてくることは滅めつ多たにないから、いて欲しいと言えばいて欲しいけど、大丈夫かなぁ……」

　幸運だったのはヨルダが賛同してくれたことだ。ローリエは希少で閉鎖的な竜族であることには変わりなく、魔王が討たれた後も里にこもり続ける竜族へのパイプとしての有用性を見込んで、彼女の身を預かることになった。

　真実、ローリエは竜の交渉人としてこの街に居続けることになったのだ。

「大丈夫だろ、多分」

「多分って、そんな適当な……」

　大丈夫な気はするのだ。だって、リリシアを探すために偽りの学生生活を送っていた彼女の姿は楽し気に輝いていたのだから。

「心配ないですよ、センパイ！　ローリエはもう攻略済みですから、時計塔で私を許してくれてから、もうボクはセンパイにメロメロです！」

　ローリエが腕を組んでくる、振り払うのも面倒だったためそのままにしていると、後ろからため息と足音が聞こえる。

「全く、もう……二人とも離れなさい！」

　メクリの声は嬉うれしそうだった。
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　教室の前までくる。

「え～、そうなのぉ？」

「よろしくねぇ～」

　中が騒がしかった。ワイワイとした喧けん騒そうの音が廊下まで響いている。朝礼が始まる時間なのでいつもは静かなのだが……、

「何を騒いでいるんだ？」

　不思議に思いつつ、扉を開けた。

「あ、ユウト君」

　視線が一気に俺に集まる。『魅力─９９９』ゆえの現象だ。良くも悪くもクラス全員の好意と興味を集めてしまう。

「何、が……？」

　喧騒の理由はすぐにわかった。教室の中をみるなり、すぐに目に入った。

　教室一番後ろの窓際の席。今までなかった場所に席が置かれ、人が座っていた。

「ど、どうして……」

　彼女は、この学園の制服に袖を通した彼女は立ち上がり、ぺこりと頭を下げた。

「今日からこの学園に転校してきました。リリシア・ベルセンです。よろしく、ユウト君」

　銀の輝く髪、背中には羽を生やした悪魔族の少女、リリシア・イフ・ベルフェゴールだった。別人の名前を名乗っているが、彼女の顔を俺が忘れるわけがない。

　リリシアの姿を見たメクリは口元を手で覆い目を見開き、ローリエは何な故ぜかリリシアを指さして腹を抱えていた。

「どうしてここに、いや、どうしていなくなったんだ!?」

　彼女に詰め寄り、尋ねる。

「いなくなった？　何のこと？」

　リリシアは首を傾かしげ、

「リリシアちゃんなら、ずっとこの学園にいたニャ」

　ロキナが答える。

「ロキナ？　どうして知ってるんだ？」

「だって、ずっと存在を感じてたもニョ。リリシアちゃん『魅力─１』の状態だったから。残念ながらもう違うけどニャ……ハァ」

　心底がっかりした顔を浮かべる。

「もう違うってどういうことだよ」

「言ったじゃん、修行してくるって」

　リリシアはポケットから生徒手帳を取り出す。開かれると、彼女の名前、「リリシア・ベルセン　一年二組」という文字が目に入る。

　この学園の生徒として認められていた。偽名使ってるけど。

「ほら、見てよ」

　ステータスを映し出す。

『リリシア・ベルセン　ＡＧＥ 16』『体力─25』『知力─70』『器用─25』『感性─15』『遊戯─10』『知識─60』『料理─10』『メンタル─12』『魅力─10』

　俺の本来のステータスが並んでいる。いや、よく見ればところどころ違う部分がある。

「『知力』と『知識』が伸びてる……それに『魅力』も」

「頑張って修行してステータスを上げてたんだよ。この学園に通うために最低限の『知力』と『知識』がないとって、あと、学園に通っても誰にも話しかけてもらえないんじゃつまんないから『魅力』も上げて。この学園の地下室でヨルダとマンツーマン。あ～辛つらかった」

　思いだしたくもないかのように肩を震わせるリリシア。

「最低限の『知力』と『知識』って、あっただろ……」

　じゃあ、どうやって俺高等部あがったんだよ……。

「なかったよ。ヨルダが情けをかけたって言ってたよ。全く、ちょっと勉強したらこんなにもステータスが上がるっていうのに、君は」

　リリシアは微笑ほほえんだ。

「でも、大丈夫なのか？　『魔王復活宣言』をして顔も知られてるのに……」

「心配してくれる割にそう堂々と言っちゃうのはどうなのよ。大丈夫、他人の空似で名前も似てるだけで誤ご魔ま化かしたから」

「誤魔化したってそんなの信じる奴やついるの!?」

「大丈夫だよ」

　リリシアが《エクスチェンジリング》を見せつける。

　そうして口角を上げる。

「ステータス交換という『契約』を知っている。そんな『契約』が可能なのを知っているのは、私と君だけだ。だから誰も、私があんなことをできたなんて思わないさ」

　そういうことか。『魅力─９９９』で起きた魔族の暴走だ。なら、今のリリシアが、『魅力─10』の彼女が起こせるわけがない。

　誰かとステータスを交換していない限りは。

「そうか、なら改めてよろしく……転校生のリリシア・ベルセンさん」

　握手を求めると、リリシアは嬉うれしそうに笑い、手を取った。

「うん、よろしく。『魅力─９９９』の勇者さん」

　ちょっと前までは想像もできなかった。

　勇者になれなかった俺と、元魔王がクラスメイトになり、学生生活を送るなんて。こんなに楽しく会話し、触れ合えるなんて。

　窓の外に視線をやれば、雲一つない青空がどこまでも広がっていた。











本作は、第23回［秋］スニーカー大賞特別賞受賞作『魅力９９９[image: やじるし]魔法９９９』を改題・改稿したものです。









　あとがき




『【魔法９９９】の勇者候補生、魔王契約で【魅力９９９】を手に入れる』を手に取って頂きましてありがとうございます。西にし光こう太た郎ろう改め、西にし都みや徹てつ也やと申します。

　この度は第二十三回スニーカー大賞【秋】で特別賞を頂戴し、この本を出させて頂いたんですが、結構変更できるものなのですね、驚きました。「西光太郎」は適当につけた名前で、よくよく考えたら友達と同じ名字で、何かそいつにあやかったような感じになって、本当に後悔していました。なので、皆さんも何でも適当にはやらない方がいいですよ。私のように後々後悔しますから。まぁ、なんだかんだで「西」の一文字は変えた名前でも使わせてもらったんですがね。

　正直、あとがきと言っても書くことがありません。ライトノベルは大量に読んでるんですが、その作品自体が好きなのであって、作者がどんな人間だろうがどうでもいいだろうと思っていたので……。

　あとがきは、一切読まずに本編を読み終えたら本を閉じていました。そうなると、こういう時に困るんですね。よくわかりました。次からはあとがきも読むようにします。

　ところで、本編の方はいかがだったでしょうか。ぶっちゃけ、自分の作品を不特定多数の方に読んでもらうのは初めてなので、どんな感じにこの作品が受け止められるのかな、とちょっと楽しみではあります。一応、某ウェブ小説投稿サイトで、別名義を使って、過去に書いた小説をアップしてみたのですが、やり方がわからず、一人だけしか読んでくれませんでした。その後、読んでもらえるようにするためにはどうすればいいか、テクニックを人から教えてはもらったんですが、全然馴な染じみがない言葉ばかりでさっぱりわからず、結局そのアカウントは放置しています。

　なので、今回はたくさんの感想を頂きたいです。歯に衣きぬ着きせぬご意見、お待ちしております！

　最後に、スニーカー文庫編集部の皆様、校正者さんにデザイナーさん。

　そして、素敵なイラストを描いて頂いたイラストレーターのみれいさん。

　本当に、本当にありがとうございます！　特に、みれいさんには私のつたないキャラ表から、ライトノベルで重要なイラストを、あれだけのクオリティで仕上げて頂きまして、本当に感謝しております。





西都　徹也　　
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